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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　海が──滾たぎっている。

　怒ど号ごう、呻しん吟ぎん、断だん末まつ魔まの叫さけび。ひとたび目を閉ざせば、声の主に人じん畜ちくの区別をつけることさえ難しい。生きのままの怖おそれが悲鳴となり、吟味されぬ憤いきどおりが怒号となり。そういった原始の感情が振ふるう剣けんが、槍やりが、鏃やじりが──対話なき世界において、瞬またたきの間に全すべてを解決していく。

　第四次キレド海戦。実に三百年ぶりとなるロケィラ・オルワナ間の海上戦が火ひ蓋ぶたを切って落とされてから、すでに二時間余りが経過していた。その間、実に二十七もの船が無数の木片と成り果て、二千四百の兵を道連れに青黒い海の底へと沈しずんでいる。

「皇子、どうか全軍に撤てつ退たいの指示を！　始めから無茶な戦いくさだったのです！　ただでさえ数に劣おとる我々が、海戦で有翼種クロトアに勝てる道理がございません！　セレィ皇子、どうかご英断を！」

「ならん！」

　両軍の戦船がかち合う最前線。部下の進言を一いつ蹴しゆうしたのは、引き締しまった顔つきに情熱的な風格を持つ女だった。大地色の戦装しよう束ぞくに白銀の胸きよう甲こうを重ね、その腰こし元もとには両りよう刃ばの剣けんを具ぐしている。それは紛まごうことなき殿方おのこの戦装束であり、しかし悲劇的なほど女に溶とけ込んでいた。まだ多少のあどけなさを残す顔つきも、数年の後には勇ゆう武ぶの相にすり替かわっているだろうと予想させるほど。

　さらに──何よりも女の印象を強めるのは、その額の中央に隆りゆう起きする、同胞はらからたちよりもふたまわりほども大きな、真白い一角つのだ。

「考えてもみよ！　ここで退けば、我らが皇おう都とと奴やつらの間には、もはや小石ほどの要害もない！　浜を基点に次々と援えん軍ぐんを送り込まれ、完全包囲に持ち込まれるは必ひつ定じよう！　そうなってしまっては、我々に残される道は、緩ゆるやかな餓が死しか降こう伏ふくのみだ！」

　止やむことなく飛来する矢を果か敢かんに剣で弾はじき飛ばし、傷ついた兵たちを庇かばって立ち塞ふさがりながら、セレィと呼ばれた女は猛もう然ぜんと言い切った。その言はまったくの事実であったが、部下はなおもかぶりを振った。

「しかし！　その皇都も、ここで我々が全ぜん滅めつしてしまっては、いったい誰だれが守れるというのです！　すでに損害は全軍の半数近くに及および、撤てつ退たいには今が最後の機！　いまこの一秒の間にも、失われていく兵の数がどれほどのものか……！」

　部下の絶ぜつ叫きように、セレィはついに言葉を失って歯は嚙がみした。言われるまでもなく、彼女にも状じよう況きようは理解できている。このままでは徒いたずらに兵力を消しよう耗もうし、軍の体ていを成せぬところまで追い詰つめられてしまう他ほかにない。その前に撤退しろという部下の言は、言うまでもなく妥だ当とうなものではあったが……。

（ここを逃にげたところで……破は滅めつを先送りするだけではないか！）

　退けるわけがなかった。憂ゆう国こくの士であればこそ、全軍の半数を失い、先んじて即そく位いした十三の兄弟が残らず死に絶えた──そんなロケィラ皇国史上最悪とも言える時期にも、セレィは迷うことなく皇位を継ついだのだ。

「──ッ！　皇おう子じ、敵てき艦かんが寄せてきます！」

「何かに摑つかまれぇッ！」

　船体の横っ腹に衝しよう撃げきが走り、甲板デツキで戦せん闘とうしていた海兵が何人か海中に没ぼつした。甲かつ冑ちゆうを着けたままで水没すれば、甲冑を投げ捨てるか、さもなければ速すみやかに溺でき死しする他ほかにない。しかし──

「──！　敵兵が乗り込んできます！」

「くっ……迎むかえ撃うて！」

　甲板上に陰いん影えいが閃ひらめく。背せなの翼つばさをはためかせ、ふわりと軽かろやかに舞まい降りるオルワナ海兵たちの姿に、セレィは忌いまわしさを覚えるしかなかった。本来的に陸戦を主とし、ゆえに船上での戦せん闘とうに練達しないロケィラ兵は、水没に怯おびえること著いちじるしい。一人溺おぼれ死ぬ度たびに士気は低下し、すでにセレィの勇ゆう猛もうをもってしてもカバーしきれないところまで来ていた。

　鬨ときの声こえ。鋼はがねのぶつかり合う音がいっそう激しさを増す。鏃やじりによる手傷を身体からだじゅうに負いながら、それでもロケィラ兵たちは勇ゆう敢かんに敵を迎え撃つが、勢いの差は歴然だった。満身創そう痍いの兵らは雪崩なだれをうって飛び移るオルワナ兵に次々と斬ざん殺さつされ、司令官であるセレィのもとへと血塗まみれの路みちが開かれていく。

「思い切ったな、皇子さん。だが愚ぐ策さくだった」

　その路の中央を、屍しかばねを物ともせず、無ぶ遠えん慮りよな足取りで踏とう破はする影かげがあった。初め一いつ貫かんして灰色であったのだろう両りよう翼よくの羽毛は、今や返り血によって斑まだらに染まっている。戦せん斧ぷなどは朱しゆ色いろの鋼による鋳ちゆう造ぞうかと見紛まごうほどだ。

　海将ダラィオン。オルワナ海軍主力部隊を統とう率そつする、歴戦の武もの士のふである。

「まさかそちらから海に出てくるとはな。浜に陣じんを構えて、得意の陸戦に最後の望みをかけるものとばかり思っていたぜ。そういう意味では大した奇き襲しゆうだったさ。だがよ……」

　己おのが大翼を豪ごう快かいに振ふり乱し、ダラィオンは愉ゆ快かいそうに膝ひざを打った。

「このザマを見ろよ。手前さまの兵士は、慣れない海に怯えて、船上も自由に動けない有様だ。操船も稚ち拙せつで、こちらの天そら弓ゆみ隊には絶好の的。笑いが止まらんぜ。この圧あつ倒とう的な条件の差を、払ふつ暁ぎようの奇襲くらいでどうにかできると思った、どっかの指揮官のおめでたさにな！」

　喉のどを鳴らして大笑し、ダラィオンは無遠慮に敵将との距きよ離りを詰つめた。咄とつ嗟さに剣けんを構えたセレィを、片腕うでを翳かざして制する。

「やめときな。女だてらに……と誉ほめてやりたいところだが、ここでアンタ一人が頑がん張ばってどうなる？　雌し雄ゆうは決したんだ。となれば、敗軍の将に残された仕事は只ただひとつ──首を差し出すことで、舞ぶ台たいの幕を降ろすことだけさ」

　ダラィオンは戦斧の峰みねで示すように首筋を叩たたいてみせた。それを真っ向から凝じいと見つめて、しばし無言の逡しゆん巡じゆんの後──セレィはついに剣を下ろした。

「……呉くれてやろう」

「いけません、皇おう子じ！」

　悲痛な面おも持もちで止めに入る臣しん下かを、かぶりを振ふって制し、セレィは凜りん然ぜんと付け加えた。

「ただし！　兵の命を安んずると、神名に誓ちかって約するならば、だ」

　満足のいく返答を受け取って、ダラィオンはにやりと口元を歪ゆがめた。

「安心しな。担かつぐ神み輿こしを失って気の抜ぬけた連中なんざ、こちとら撫なで斬ぎりにするのもかったるい。だいいち、そっちの皇族も、いいかげんタネ切れだろう？」

　身の丈たけほどもある戦せん斧ぷを剛ごうと振りかぶり、ダラィオンは笑えみを潜ひそめて頷うなずいた。

「神名にかけて誓うとも。──アンタのそっ首ひとつで、この戦いくさはキレイに終わるだろうさ」

「──そんなことを誓われても、こちらとしては保証しかねるのだがな」

　場ば違ちがいに吞のん気きな声が空気を割った。両群の兵たちは反射的に首を巡めぐらせて、その結果として例外なく瞠どう目もくした。

　先刻まで何の影かげもなかった操そう舵だ室の屋根上。翠みどりと真しん紅くの色しき彩さいの、見るも鮮あざやかな衣い装しようを纏まとった男が立っていたからだ。

「──なんだ？　てめぇ」

　後ろ手に天そら弓ゆみ隊への指示を送りながら、ダラィオンは内心で訝いぶかった。……どのような奇き人じんであれ、この場にあるからには、ロケィラ・オルワナいずれかの勢力に与くみする存在でしかないはず。だのに、その男の額ひたいはつるりと平へい坦たんで、背中にも両りよう翼よくは見当たらない。ダラィオンばかりか、差し向かいのセレィまでもが同じく怪け訝げんな面持ちになった。

　一方で、つまらないことを問われた、とでも言いたげに肩かたをすくめて、男は答えた。

「もう忘れたのか。あんたがついさっき、その名にかけて誓ったものじゃないか」

「そうかい。じゃあ死にな」

　ぞんざいな号令一いつ下か、空気を裂さく弦つる音ね。セレィの旗き艦かんを八方から包囲する形で待機していた天弓隊から、矢という矢が一いつ斉せいに放たれたのだ。が、しかし──

「セレィ皇子。こんな戦で叩たたき売っていいほど、あんたの首は安くない」

　前まえ触ぶれもなく真横から声がして、セレィは意表を突つかれた。ダラィオンも同様である。今しがた針はり鼠ねずみになったはずの男が、彼女の隣となりで腕を組んで悠ゆう々ゆうと佇たたずんでいるのだから。

「包囲隊形エルゴン・ジヤツコ！」

　怒ど声せいめいたダラィオンの号令が飛び、旗艦に乗り込んできていたオルワナ兵たちが動く。

「油断するな兵ども。こいつは妖あやしの術わざを使うらしいぞ」

　緊きん張ちようを含ふくみ始めた声こわ色いろで、ダラィオンは言った。じりじりと迫せり出す包囲網もうに圧あつ迫ぱくされながら、謎なぞの男はくすりと笑った。

「慎しん重ちようなのはいいことだな、ダラィオン。でも、ひとつ勘かん違ちがいしている」

「潰つぶせ！」

　円えん陣じんを組んだ兵の密度が飽ほう和わ点に達した瞬しゆん間かん、ダラィオンは止とどめの号令を下した。一人ずつの間かん隙げきを置いてまず半数が突とつ進しんし、残る半数がその穴あなを埋うめめていく。熟じゆく練れんの指揮と訓練に基づく、精せい緻ち極きわまりない用兵であった。槍やり衾ぶすまで武装した分厚い肉の壁かべに圧あつ殺さつされようとする間ま際ぎわ、男はすぅと肺を膨ふくらまし、

「──妖あやしの術わざなんて使っちゃいない」

　ささやかに地面を蹴ける音を、何人が聞き届けたことか。聞き届けたとしても詮せん無ないことではある。その音が耳に入った時には、すでに男の身体からだはダラィオンの懐ふところにあるのだから。

「単に、あんたの目が追いつかなかっただけだ」

　床ゆか板いたの破は砕さいするかん高い音。鎧よろいの軋きしむ強こわい音。その内側がわで肉が窪くぼむ鈍にぶい音。

　──それら全すべての合奏に見送られながら、

「───がぁっっっっ!?」

　海将ダラィオンの巨きよ軀くは、甲板デツキ上をまっすぐに、飛とび魚うおのごとくかっ飛んでいった。

「……重い野や郎ろうだな。栄養あるもの食いすぎなのと違ちがうか」

　両膝ひざを開いた半身の構え、大地に根ざすかのように深く腰こしを落とした姿勢で、男はぼそりと呟つぶやいた。激げき烈れつな踏ふみ込こみは床板を砕くだき、直接の打点であったのだろう肘ひじ先さきからは薄うつすらと煙けむりが立ち昇のぼっている。

「ぅ、ぁ……」

　旗き艦かん最前部の斜檣バウスプリツトに激げき突とつし、ずるずると海に没ぼつしていこうとするダラィオンを、

「おっと、どこへ行く」

　三み度たび神速で駆かけ寄った男が、首根っこを摑つかんで寸前で引き留めた。不安定な棒の上、人ひとりの体重を片手に悠ゆう々ゆうと佇たたずむ姿に、兵たちはいよいよ畏い怖ふを禁じえない。

「──さて。おい、そこのお前」

　副官と目星をつけたオルワナ兵に向けて、男は横おう柄へいに言った。

「手旗信号を出せ。内容はこうだ──『速すみやかに全艦撤てつ退たい。南東へ三十里下り、そこで投とう錨びようして指示を待て』」

「な、誰だれがそんなことを──！」

「らしいぞ、将軍」

　片手にぶらさげたダラィオンの身体を揺ゆすぶりながら、男は苦笑した。副官が言葉に詰つまる。

「ほら、まだ寝ねてくれるな。決めるのはあんただぞダラィオン。どうしても今日のうちに勝ちたけりゃこう言えばいい──『俺に構わずこいつを殺せ』とな。……その重い甲かつ冑ちゆうを着けたまま、飛ぶなり泳ぐなりできる自信があるんなら、だが」

「……ぅ、う……」

「こら、眠ねむるな」

　男は残った右手でダラィオンの頰ほおに平手をかました。容よう赦しやなく覚かく醒せいを強しいられて、ダラィオンは残ざん酷こくなほど明めい晰せいになった意識のなかで、己おのれの状じよう況きようを理解しなければならなかった。

「……オルマ……艦かん隊たいを、撤てつ退たい、させろ。ただし、この周辺の四隻せきは残せ……げふっ！」

「将軍……」

「早く……！」

　上官の命令では否いや応おうもない。オルマ副官はやりきれない面おも持もちで懐ふところから手て旗ばたを取り出した。男はもっともらしく頷うなずいて、生き残りのロケィラ兵たちに囲まれて立ち尽つくすセレィへと視線をやる。

「何をやってるんだ、セレィ。あんたも自分の艦隊を下がらせろ」

「──何だと？」

「阿あ呆ほうか。取引が成り立たんだろう。いいか、ダラィオンの身み柄がらを保障することと引ひき換かえに退いてもらうんだぞ。畢ひつ竟きよう、こっちの兵力は、もしこっちが約束を破ってダラィオンを殺害ないし誘ゆう拐かいしようとした場合に、向こうが強きよう襲しゆうをかけて殲せん滅めつできるかもしれないと判断するギリギリの数でなくちゃならない。こいつが四隻残すと言ったのはそういうことだ。だから、そうだな……こっちは護衛の二隻を残して全艦撤退させろ」

　言われた内容をしばらく咀そ嚼しやくして、セレィは納なつ得とくいったふうに副官へと指示を出した。二人の手旗信号がそれぞれの艦隊に撤退指示を出し、実際に艦かん影えいが水平線の彼方かなたへと霞かすんでいくまで、数時間の時を要した。

「……さて、どうやら行ったか。そら、こいつは返すぞ」

　撤退が進行する間じゅう片手にぶらさげていた巨きよ体たいを、男は文字通り放ほうり投げてオルワナ艦へと返してやった。血相を変えて駆かけ寄ってくる部下たちを片手で払はらいのけ、憤ふん怒ぬの形相も露あらわに、ダラィオンは男を睨にらみ返す。

「……さぞや爽そう快かいだろう。してやったりって気分だろうな」

「大当たり」

　男が返した軽口に、オルワナ軍随ずい一いちの猛もう将しようは裂さけたと見紛まごうほどに唇くちびるを釣つり上げて狂きよう笑しようした。

「はは、は──名は訊きかねぇ。てめぇの名を思い出すのは、工夫を凝こらして苛いじめ抜ぬき、いたぶり殺した記き憶おくに浸ひたる、その瞬しゆん間かんだけでいい」

「いい趣しゆ味みしてるな」

「だが、俺の名は覚えておけ。──ダラィオン・ゴラ・ヌクサンカ。そう遠くない未来、命乞ごいをするてめぇが、何度も何度も様付けで叫さけばなくちゃならねぇ名前だ」

　ありったけの憎ぞう悪おを込めて言い捨てたダラィオンに、男は悪戯いたずらっぽく人差し指を向けて、小さく声を発する。

「aterasamadiaayアテラ・サマデイ・アーイ」

　まったく意味を摑つかめず、ダラィオンは眉まゆ根ねを寄せる。男はにやりと笑って告げた。

「呪のろいをかけた」

「!?」

「これから十日の間、お前はロケィラへの侵しん攻こうを再開してはならない。もし禁を破れば、全身を吹ふき出で物ものに覆おおわれる業ごう病びように罹かかって死ぬことになる」

　顔面を蒼そう白はくにして、ダラィオンはぱくぱくと口だけを開け閉めした。男は愉ゆ快かいそうに大笑してなお畳たたみ掛かけた。

「それ、そろそろ前兆が出始めてもおかしくない。うなじの辺りが痒かゆくはないか？」

　咄とつ嗟さに手をやりかけたダラィオンに、最後の冷笑を浴びせて、男はすげなく背を向けた。残された海将は言葉もなく立ち尽つくし、かすれる声で部下に出発を促うながすと、自分はとっとと船室に籠こもってしまった。




　遠ざかっていく四隻せきのオルワナ船。その遠い姿を眺ながめる男の背中に、ぴしゃりと、鋭するどい声が浴びせられた。間かん一いつ髪ぱつで窮きゆう地ちを脱だつしたロケィラ軍の将・セレィである。

「一応、礼は言っておこう」

「そりゃどうも」

「目的はなんだ？」

　過か剰じような怖おそれも媚こびもなく、真っ向から事の核心を質ただすセレィの態度が好転をもたらしてか、男は微笑ほほえんだ。身体からだを翻ひるがえし、真っ向から女の目を見据すえて、口を切る。

「セレィ・メル・ロケィラ。あんたを導きにきた」

　開口一番、男はどことも知れぬ中天を指差した。

「そう遠くない未来。この世界エナ・ガゼ全体を標的とした、大規模な侵しん略りやく活動が始まる」

「──何だと？」

「強大で、容よう赦しやのない相手だ。ひとたび彼らが大地を席せつ巻けんすれば、土着の文化を根こそぎ破は壊かいし、政まつりごとの全すべてを自分たちに都合のいいように塗ぬり替かえていく。事象を支配する理法にまでも手を加え、己おのが世界の生産活動に否いや応おうなく組み入れていく。

　それに抗こうするためには、小国が群ぐん雄ゆう割かつ拠きよする今の状じよう況きようでは駄だ目めだ。来たる時に向けて、各国の団結を図り、一丸となって侵しん略りやくに抗する態勢を作り上げねばならない」

　セレィは何を問い返すでもなく、じっと押し黙だまり、値ね踏ぶみするように男の話を聞き続けた。男は嚙かんで含ふくめるようにゆっくりと、しかし淀よどみない口調で続けた。

「あんたにはその矢や面おもてに立ってもらう。東方五国、中陸八国、西栄十二国。そして周辺諸島に住まう数多あまたの先住民族たち。その全てを蹂じゆう躙りんすることなくして統一し、いずれ始まるだろう侵略に備えるんだ。俺も可能な限り、協力は惜おしまない」

「本気で言っているのか？」

「本気で言っている。だから、真しん剣けんに聞いて欲しい」

　翠みどりがかった黒色の瞳ひとみが、真っ向からセレィの碧へき眼がんを捉とらえた。膝ひざ下したまでの三つ編みに結ゆわれた二ふた房ふさの下さげ髪がみが、強い潮風にふわりと舞まった。そこには、ダラィオンを相手取っていた時のような、皮肉と虚きよ飾しよくの色はなかった。ただ、これだけは回り道なく伝えねばならないという、重い責任の気配があった。

「……すぐに信じろとは言わない。いずれにせよ、まずは目先の敵だ」

　戦せん況きようを引っくり返してみせよう、と男は言い切った。その結果をもって、俺に信を置くか否いなかを決めればいい、と。

　作り話にしても耳を疑うような大言の連続に、セレィはしかし嘲ちよう笑しようでも憤ふん激げきでもなく、ただ静かに問いを投げた。

「──お前は何なのだ？」

「あんたたちが歴史書と夢物語に語り継ついできたものの眷けん属ぞくだ。そのものではないが」

「名は、何という」

「奄おお倉くら信しん」

　セレィは眉まゆ根ねを寄せて、何度か口の中で、その名を反はん芻すうした。

「……オオクルァ……偉大なるオオクルァシン、か。ふん、大層なことだな」

　きっと鋭するどい視線を男に返して、セレィは毅き然ぜんと言い切った、

「信については保留としておこう。お前の言うとおり、今日の功だけで判ずるには不足だ。

　だから──まだ偉大なるオオはつけん。真の器が知れるまで、お前はただのクルァシンだ」

　そう言って、荒あら々あらしく差し出された右手に、男は微笑わらった。むしろそれぐらいが丁度いいに違ちがいないと──自じ嘲ちよう気味に匂におわせて、その手を握にぎり返したのだ。




　──導神クルァシン。

　エナ・ガゼという名の世界を巡めぐる、神々と人の物語は──後年そう記されることになる若き神によって、今まさに序の幕を開かれたのだった。








瀬戸際の策略









　エナ・ガゼには大陸がひとつしかない。地図の中心を大だい胆たんに占しめるゴルォグンナ大陸がそれである。東方五国、中陸八国、西栄十二国の計二十五国を有するこの土地は、古代の地学者が図示したところ、丁度逞たくましい左腕うでを根元から切り落として置いたような形をしていたため、そこから想像を豊かにした詩人たちが数多あまたのネルマフカ神話群を作り上げた。

　ネルマフカ神話は神かみ代よ、混まざり代よ、人ひと代よの三時代に分けて構成され、神代の終わりに己おのが左腕を切り落として地を成した父神ネルマファを至高神とする。大陸全土においてこの信しん仰こうは共通し、仰あおぐ神に大差はない。ただし、『左腕ゴルオグンナ大陸』のちょうど肩かた口ぐちから二の腕までにかけてを国土とする中陸・西栄諸国の人々は、左腕のなかでも御神体により近い位置に住まうという理由から、より末節に近い部分に住まう東方の民たみを蔑べつ視しする傾けい向こうがある。

　ゴルォグンナ大陸に住まう民族は多た岐きに渡わたる。有翼種、有角種、牙種、盲種など、彼らは大たい抵ていが一見してそれと分かる特とく徴ちようを備えている。彼らは決まって父神ネルマファと母神メリェノスとの間にもうけられた八子神に起源を主張し、それゆえに父母両神に次つぐ信仰の対象には違ちがいがある。必然、多くの場合は民族単位がそのまま国家単位となるが、二種以上の多民族を包ほう括かつする国もある。

　有角種の統治するロケィラは、地図の上では最東方に位置する国のひとつである。紛まごうことなき沿岸国でありながら、隣りん国ごくオルワナとの軍事事情のために海との親しみは薄うすい。彼らは八子神の第三子『双そう角かく持つユルフィネク』を祖として奉ほうじ、隣国オルワナの有翼種らが奉ずる『八重羽のクロトァ』との対立は、神話をそのまま歴史と見るならば、神代の昔、母神メリェノスの乳ち房ぶさを巡めぐって両子神が争ったことに端たんを発する。兄弟喧げん嘩かの延長上に血で血を洗う大戦が起こっているとは傍はた目めにも失笑の限りだが、当事者たちの間でそれを諧かい謔ぎやくとする風潮は、今のところはない。





＊






　翌日の夕刻、疲ひ弊へいしきった即そく席せき海軍を引き連れて、ロケィラ皇おう子じセレィは湯ゆ煙けむり馨かおる皇おう都とビンナスクに帰き還かんした。兵たちの足取りは一様に重い。ダラィオン率ひきいるオルワナ海軍にもたらされた被ひ害がいは決して小さくなく、その対価としてあるはずの戦果はあまりに乏とぼしいものだったからである。

「諸君、本日はまことに大たい儀ぎであった！　まずは湯に浸つかって疲つかれを落とし、しかる後、肉とパンで腹を満たして泥どろとなり眠ねむるがいい。明日もまた、諸君の力を頼たのみとするところは大きいであろう。我らの額に一角つのの燦さん然ぜんと輝かがやく限り、ロケィラの勝利に揺ゆるぎはない！」

　兵たちを宿舎に戻もどらせるセレィの声は疲ひ労ろうを感じさせない。戦いくさ装しよう束ぞくも替かえぬままに宮中を闊かつ歩ぽし、引見の間まで来たところで、彼女は玉座にどっかと腰こしを下ろした。すかさず傍かたわらに侍じ女じよがひざまずき、濡ぬれ手て拭ふきと冷えた果か汁じゆうを供する。セレィはまず果汁を一気に飲み干すと、塩でざらざらする顔を手拭で荒あら々あらしく拭ぬぐった。

「思ったより元気だな。慣れない船ふな戦いくさはきつかっただろう」

　宮中、ましてや皇おう子じの御ご前ぜんにおいて、何なん人ぴとにも許されぬ語調だった。仰ぎよう天てんした侍女が首を巡めぐらせると、玉座と三間ほども隔へだたらない位置にその姿はあった。彫ほりこそ浅くも凜り々りしく整った顔立ちに、底知れぬ理知を秘めた漆しつ黒こくの瞳ひとみ。紅べにの深シン衣イに重ね着た、翠みどりの貫カン頭トウ衣イとの色しき彩さいも鮮あざやかに──セレィらの眼めには前例のない、独特の麗うるわしさを備えて、導神クルァシンはそこに立っていた。

「宮中の礼法を知らんのか。引見の下命を待て、たわけ」

「俺は別にあんたの臣しん下かではないからな。会うべき時に会いにくるさ」

　露ろ骨こつに眉まゆ根ねを寄せる皇子の言を、クルァシンは軽く受け流した。事態に対応できず、侍女たちは哀あわれなほどおろおろしている。許可なしの入室自体が言ごん語ご道どう断だんだし、皇子を前にひざまずくこともなく直立を保つなど、彼女らからすれば卒そつ倒とうものの不ふ遜そんであった。

「それに、儀ぎ礼れいをどうこう言っている場合じゃないのは、そっちも承知しているはずだろう。さっさと本題に入るぞ」

　机と地図をよこせ、とクルァシンは侍女に命じた。困こん惑わくする彼女らの背中を、セレィの「用意してやれ」の一声が押す。

　ほどなく、七人がかりで運ばれてきた大机に東方地図を広げさせて、麗しき長ちよう髪はつの神はいよいよ本題の口火を切った。

「ひとつ問うが、この戦の敗因はなんだと思う？」

　クルァシンの何気ない一言に、セレィの双そう眸ぼうがかっと見開いた。

「敗まけてはおらん！」

「……ああ、失言だった。訂てい正せいしよう。現状の戦せん況きよう的不利は何に由来すると思う？」

　激げき昂こうを一いつ瞬しゆんで収め、セレィはほとんど間を置かずに答えた。

「戦の序じよ盤ばん、兵力を小出しにしたばかりに、ナバザ砦とりでを陥おとし損そこねたことだ」

　ご名答、とクルァシンは言い、こっそり安あん堵どの息をついた。大きな声では言えないが、これから導いていく相手が阿あ呆ほうでは話にならない。

「ロケィラとオルワナの間には峻しゆん険けんなマガタ山脈が立ちはだかっている。海路を使えぬロケィラ軍がオルワナへと至る道は、ナバザ峡きよう谷こくを辿たどるルートか、商国コーチアドを北から迂う回かいするルートしか存在しない」

[image: ]

　クルァシンは机の隅すみから文ぶん鎮ちんを取り上げ、それらを地図上のマガタ山脈に並べて置いた。ふたつの鉄てつ塊かいは間にわずかな隙すき間まを残し、その空間はそのままナバザ峡きよう谷こくの地形を表している。

「しかし中立を標ひよう榜ぼうするコーチアドは、両国が戦時下に入って以後、一部の通商を除いて国境を閉へい鎖さしている」

　縦にふたつ並んだ文鎮のさらに上、東方でもっとも小さな国土の全面に、クルァシンは地図上で×印を引いてみせた。

「こうなると必然、ロケィラ軍が選びうる道は、ナバザ峡谷しか存在しないわけだが……」

　クルァシンは文鎮の隙間を指でなぞった。もちろんオルワナ側がわもそれは心得ている。ナバザ峡谷には千金を費やして頑がん強きよう極きわまりない砦とりでを設営し、守り手に数倍する兵力をもってしても容易には覆くつがえせない地の利を獲かく得とくした。

「言うなれば、この砦の攻こう略りやくは、この戦いくさの最大にして唯ゆい一いつの要かなめ。ここを手早く陥おとせばロケィラが勝つし、ここを最後まで守りきればオルワナが勝つ。つまるところ、リスクを怖おそれない大だい胆たんな用兵が勝利への道筋だったわけだが……」

「ロケィラ軍は一枚岩とはほど遠かった。それは認めよう」

　ぎり、と奥歯を嚙かみ締しめて有角ユルフイネクの皇おう子じは答えた。とはいえ、それは彼女にはどうしようもないことだった。




　ロケィラの前ぜん皇おうギォロラは恋多き人物で、多くの妻を娶めとり、それに倍する子を成した。その数は、皇位を継つぐに値あたいする資格に絞しぼっても十四人に上った。彼らはみな皇おう子じであり、担かつぎ上げようとする人間を伴ともなって、それぞれに派は閥ばつが生じた。それ自体は珍めずらしいことではない。

　が、この場合はさすがに絶対数が行きすぎていた。

　前皇ギォロラは次なる皇の選出に頭を悩なやませた。というのも、ほとんどの皇子たちには有力諸しよ侯こうらがバランスよく配分され、細分化した勢力が危あやうい均きん衡こうを成してしまっていたからである。むろん皇には国内の兵力に対する統とう帥すい権けんがあるが、それとは別に、諸侯には軍事会議における発言権も認められている。臨りん機き応おう変へんに手を結び、離り反はんする諸侯たちは、その兵力を背景に皇に対してさえ我意を押し通すだろうと容易に予想されたし、実際そうなった。結果として、ロケィラの兵力は皇子の数だけ分散してしまった。

　そんな隙すきをオルワナが見逃のがすはずもなかった。ここぞとばかりに宣戦布告してきた敵国に対し、それでもロケィラは一いつ致ち団結とはいかなかった。皇子たちは功を焦あせって互たがいに足を引っ張り合い、充じゆう分ぶんに集中の成されない戦力でナバザ砦とりでに挑いどんでは玉ぎよく砕さいしていった。戦力はじりじりと減げん耗もうし、前皇と十三人の皇子たちが亡なき者となった後、いよいよ皇位継けい承しよう権にして最下位だったセレィにお鉢はちが回ってきたというわけだった。




「事ここに至って、ようやく諸侯らは互いに争っている場合ではないことに気がついたらしい。私は彼らの責任を厳しく追つい及きゆうし、兵力の提供の他ほかには一いつ切さいの干かん渉しようを許さず、各おの々おのの領地に下がらせた。開戦直後に比べれば半分以下になってしまった兵力は、ここでようやく統一をみた」

「大たい儀ぎなことだ。しかし遅おそすぎたな」

「遅くなどない！」

「ほぅ。なら、どうして今からでも、ナバザ砦とりでを攻せめない？」

　ぐ、とセレィは言葉を詰つまらせる。クルァシンは容よう赦しやなく畳たたみ掛かけた。

「もう、それだけの戦力がないと分かっているからこそ、海軍への奇き襲しゆうなんて苦肉の策を実行したのだろう。オルワナにしても承知の上だ。ナバザ砦には防衛に最低限必要なだけの人員を残し、あとはみな海に回した。オルワナの主力は海軍だからな。その判断もみな、ロケィラの戦力が脅きよう威いとなりえないところまで磨すり減った事実に由来するものだ」

　セレィはいよいよ押し黙だまった。が、目は伏ふせていない。射抜ぬくかのようにクルァシンを睨にらみ据すえて、次なる言を待ち構えている。

　絶望的な状じよう況きよう下には即そくさないその眼めが、クルァシンにはいたく気に入った。

「うん。意地悪はここまでにしておこう。それでは、いよいよ勝たせる話だ」

　クルァシンの翠みどりがかった黒い双そう眸ぼうが妖あやしく光った。人差し指が地図上を流れ、東域の中心にしてロケィラから北西の、ある一点で止まる。

「まず陥おとすべきは、ここだ」

　クルァシンの指し示すところに、セレィは眦まなじりをいっそう険しくした。

「コーチアドを攻せめる、というのか」

「急がば回れ、という至言はな、俺の言行録を作る際は筆頭に入れてくれていい」

「ふざけるな」

　セレィは一いつ蹴しゆうした。失望も露あらわな口調で反はん駁ばくする。

「通商が生なり業わいとはいえ、あれは東方五国の中心で永らえてきたしたたかな国だ。コーチアドを攻めることは東方条約で固く禁じられ、それを破ればオルワナのみならずダマカスカ、ギリェ・イゼンの両国まで敵に回すことになる。でなくとも、コーチアドは防衛のために六千は下らぬ兵を備えているのだから、オルワナを後に控ひかえた状じよう況きようでぶつかって良い相手ではない」

　なにより、と重々しくセレィは加えた。今までの理り屈くつなど、それに比べれば如何いかほどの重みも持ち合わせないとでも言うように。

「開戦の直後、コーチアドは中立を表明している。──有角ユルフイネクの民たみは、義のない戦いくさはせん！」

　びりびりと空気が震ふるえ、侍従たちが畏おそれのあまり肩かたを縮こまらせた。逆げき鱗りんに触ふれたことは明らかなのに、クルァシンは飄ひよう々ひようと首を横に振ふってみせるばかり。

「勘かん違ちがいするな。陥おとすといっても、武力で陥かん落らくさせるって意味じゃない」

「──なんだと？」

　ちょんちょん、とクルァシンは自分の唇くちびるをつついてみせる。

「口で陥とすのだ。こっちの兵を通してくれるようにな」

　剣けん幕まくを引っ込めた代わりに、セレィは途と端たんに胡う散さん臭くさそうな表情になった。

「……ダラィオンをやり込めた時のように、か？　いつもいつも、あんなやり口が上手うまくいくとは思えん」

「敗まけが決まる寸前に助けてやったというのに、ずいぶんな言われようだな」

「ダラィオンは一いつ旦たん退いただけだ。明日にでも再び攻めてこないとどうして言える」

「来ないさ。そうなるようにしておいた」

「……あの、呪のろいというやつか？」

　クルァシンはくつくつと低く、悪戯いたずらっぽく笑った。

「あれは演出の一部さ。重要なのは、ダラィオンのなかじゃ、もうこの戦は半ば終わっているってことだ。勝ちが決まってるっていうのに、少しでも命を危険に晒さらすなんて馬ば鹿か馬鹿しい。あいつはそう考える。だから、あの状況でも艦かん隊たいを退かせた」

「そして呪いを怖おそれて、これから十日を棒に振ふると？」

「どのみち、あの海戦で消しよう耗もうした装備を補給するには時間がかかる。天そら弓ゆみ隊はやたらに矢を消費するからな。補給船団のいる海域まで戻もどって、今度こそ万全の態勢を整えているうちに、六日くらいはすぐに過ぎる。ならあと三日四日くらい、大事を取って遅おくらせるのもありかもな──そんな風に、ダラィオンは考えるのさ」

「ひとの心を見透すかしきったような言い方だな」

「希望的推すい測そくだと思ってくれてもいい。どのみち、明日にでも攻められれば、ロケィラはそこでお終しまいだ」

　クルァシンはなげやりに言い捨てた。無責任極きわまりないが、結局のところ、セレィにも反論の余地はなかった。

「……まぁ、いいだろう。こちらから攻せめていけるでもない以上、そなたの舌ぜつ鋒ぽうに賭かけてみるのも面おも白しろいかもしれん」

「理解が早くて助かる。それじゃ、早さつ速そく明日行ってみようか」

「いいだろう。兵はどれだけ連れていく？」

「さしあたり選よりすぐった騎き兵へいを三百ほど。あとは皇こ都こで遠えん征せいの準備をさせておけ。コーチアドと話がつきしだい、すぐにでも発たってもらうからな」

　その言に頷うなずき、セレィは侍じ女じよに騎兵隊の千人長を呼ぶよう命じた。が、クルァシンはそこに一言付け加えて、

「言い忘れていた。選ぶ兵の基準は、優すぐれた体力と、あとは声がデカいことだ」

　そんな、よく分からないことを言った。




　話を済ませ、これで用件は終わったとばかりに退室しようとしたクルァシンを、今度はセレィが呼び止めた。

「待て。そなたには湯ゆ殿どのと寝しん室しつを用意してある」

「む？」

「私を見くびっているのか。そなたは曲がりなりにも命の恩人だ。まして神々の眷けん属ぞくとくれば、このような状じよう況きよう下とはいえ、もてなさぬわけにもいくまい」

　セレィの言い分に、クルァシンは途と端たんに当とう惑わくした表情になる。

「気持ちはありがたいが、湯殿なんてものがあるなら兵士に使わせてやれ。疲つかれの具合が大分変わるだろうよ」

「兵の宿舎にも湯船はある。そなた、もしや、ロケィラは東方有数の温泉地であると知らなんだか？」

「そういえば湯ゆ煙けむりが立っていたか……。しかし、正直なところあまり気が進まないんだが」

「私のもてなしを袖そでにするというのか」

　セレィの瞼まぶたがすぅと細まった。クルァシンはげんなりした調子で首を横に振ふる。

「とんでもない。ありがたく頂こう」

　それがよい、とセレィは満足げに頷うなずいた。そのまま、侍女のひとりに声をかける。

「メリェ。今夜はお前がもてなして差し上げろ」

「う、承うけたまわりました、セレィ皇おう子じ」

　指名された年若い侍じ女じよはこわばった返事で引き受けると、クルァシンのもとに寄っていっておずおずと腕うでを取った。小さな額の中央では、セレィと比べると遥はるかに小こぶりな可愛かわいらしい一角つのが、つつましく存在を主張していた。

「大切な客だ。誠心誠意奉ほう仕ししろ。導神クルァシンどのに、粗そ相そうのないように」

　見送るセレィの言葉に、どうも厭いや味みな響ひびきがあるように思えてならず、クルァシンは少しだけ不安になった。







　侍女メリェに手を引かれてクルァシンが宮中を歩くと、ほどなく、高まる湿しつ気けと共に清すが々すがしい香かおりが漂ただよってきた。彼が尋たずねてみると、薬やく湯とうでございます、とメリェは説明した。

「十二種類の薬草・香こう草そうを干したものを湯に沈しずめてあります。普ふ段だんは皇おう室しつの方々しかご利用になれませんし、お客様に供されることも稀まれです」

「ふむ。一いち応おう歓かん迎げいされてはいるわけか」

「も、もちろんでございます！」

　軽口のつもりだった一言に、侍女は飛び跳はねんばかりに反応した。幸か不幸か、有角ユルフイネクの民たみのなかでも、神を前にしてセレィほどに我を通そうとする者は稀なようだ。

　そうして、件くだんの湯殿を目の前にしてみると、クルァシンは感心と呆あきれの溜ため息いきをいちどきに漏もらした。やや高所に位置する脱だつ衣い所から望む湯船は、湯気に隠かくされた全容こそ窺うかがい知れないものの、二、三十人が悠ゆう々ゆうと手足を伸のばして浸つかれるだけの容積はかたい。空間にはむせ返るような香気が立ちこめ、酩めい酊ていにも似た気分を入浴者にもたらすようになっている。

「お──お召めしのものを、お預かりいたします」

「ん？　ああ──、」

　言われてすぐ、クルァシンは上着にしていた貫カン頭トウ衣イに小さな手がかかるのを感じた。咄とつ嗟さに拒こばみかけたが、これも歓かん待たいの形式なのだと諦あきらめて、されるがままになる。が、懐ふところに収めていた書物だけは自分で抜ぬき取り、メリェに手渡わたした。メリェは希き少しようさに比類なき宝石でも扱あつかうかのような手つきでそれを受け取った。

「ク、クク、ク、クルァシン様」

「ん？」

「こ、これは、もしかすると神書でございますか」

　垢あかじみた表紙を凝ぎよう視しして、メリェは震ふるえる声で言う。導神は苦笑いして首を横に振ふった。

「そんなに大層なものじゃない。が、なるべく大切に扱ってくれ」

「も、もちろんでございます！　大切に扱わせていただきます……！」

　丁てい寧ねいに畳たたんだ貫頭衣と一いつ緒しよに本を湯ゆ籠かごに納めると、メリェはあらかじめ用意されていた湯ゆ衣ごろもをクルァシンに着せ込み、そうしてから深シン衣イと下着を取り去って、彼の身体からだを薄うす布ぎぬ一枚隔へだてて一糸纏まとわぬものにした。

「ああ、ありがとう。楽しませてもらおう」

　わずかに頰ほおを紅潮させたクルァシンが湯ゆ殿どのに入ろうとすると、もう少々お待ちくださいませ、と硬かたい声に追われる。まだ何か準備があるのか、と彼が振ふり返ったところで──クルァシンは仰ぎよう天てんのあまり瞳どう孔こうを拡かく大だいさせた。侍じ女じよメリェは、その場でいそいそと、己おのれの衣服までも脱ぬぎ始めていたのである。

「……ちと待て。それは全体どういうつもりだ」

　神に問われて、メリェは羞しゆう恥ちのあまり真っ赤になった顔を俯うつむかせる。

「ゆ、湯殿のなかでご奉ほう仕しさせていただくのに、わたしだけが着衣のままというわけには参りません」

「奉仕なんて、そんなことを誰だれが頼たのんだ。風ふ呂ろぐらいひとりでも入れるというに」

　動どう揺ようのあまり強い口調で言ってしまったクルァシンに、メリェはふぇ、と泣きそうな顔になった。クルァシンは慌あわてて取り繕つくろった。

「待て……泣くな！　何も怒おこったわけじゃない」

　玉の肌はだも露つゆにぐずり始めたメリェを、クルァシンは必死になだめすかす。この段になって、彼もようやく気づいたことだが、この侍女はまだ少女と言ってもよいほどに幼いのだ。

「怒ってないと言っているだろう！　ええぃ、それにしても風呂が楽しみだ！　お前のように愛らしい娘むすめに世話してもらうとなれば尚なお更さらな！」

「……ぇくっ……本当、ですか……？」

「本当だとも！　ああ、早く湯船に入って塩を落としたいな！」

　必死のフォローが功を奏してか、メリェはようやく泣きやんで笑え顔がおを取り戻もどした。さっきと同じようにクルァシンの腕うでを取るや、そのまま湯船へと案内していく。目のやり場がなかったので、クルァシンは思い切って瞼まぶたを閉ざした。

「お掛かけくださいませ」

　促うながされて、クルァシンは薄うす目めを開く。なるほど足元に腰こし掛かけが用意されており、彼はそこにゆっくりと腰掛けた。その際、視界の端はしに瑞みず々みずしい柔やわ肌はだが映り込み、どうしようもなく彼の心しん拍ぱくをかき乱した。

　桶おけで掬すくった湯をクルァシンに浴びせると、メリェは失礼いたします、と呟つぶやき、たおやかな手つきで彼の湯ゆ衣ごろもの上半分をはだけさせた。ここがクルァシンにはどうしても理解しかねた。男の自分には衣が用意されているのに、どうして彼女は一糸纏わぬ姿でいるのか？　まだしも立場が逆であるほうが彼の常識に即そくしている。

　ともあれ、メリェの奉仕は実に丁てい寧ねいで、いざ身体からだを洗われる段になってからは、クルァシンも委い細さいを忘れた。背中から指先までを、柔やわらかい指先がつたっていく感かん触しよくは、えも言われず官能的だった。クルァシンは唇くちびるをきつく嚙かんで劣れつ情じようを押し殺した。

「お美しい……」

　一方で、ほとんど無意識に、メリェの口からは賞賛の言が漏もれていた。全容を晒さらしたクルァシンの肉体は、なるほど神体を名乗るに不足のない逞たくましさを備えていた。総身を鎧よろう筋肉は力強く、かといって肥大しすぎることもなく、均整の取れた肉体美を成している。

　さらにもうひとつ、年若い侍じ女じよを陶とう然ぜんとさせる部位があった。それは瞳ひとみと同じく、漆しつ黒こくの深きあまりにうっすらと翠みどりすら湛たたえた、クルァシンの長い髪かみだった。

「か、髪留めを、お取りいたします……」

　三つ編みにされた二ふた房ふさの下げ髪の先せん端たん、それぞれを纏まとめおく紡ぼう錘すい形けいの髪留めを手に取って、メリェはやや意表を突つかれた。おそろしく重いのである。鋼はがねの輝かがやきは外皮一枚の塗と装そうかと思いきや、どうやら総身が仮か借しやくない金属の塊かたまりらしい。ただでさえ膝ひざまでも伸のびる下げ髪の先端に、こんなものを付けていたのでは、首が疲つかれないのだろうか──口には出さず、メリェは不思議に思った。

「石せつ鹼けんで滑すべらせないように。足に落とせば、軽い怪け我がでは済まん」

　クルァシンにも忠告されて、メリェは神しん妙みように二つの髪留めを取り去った。するとどうだろう、幾いく重えにも結ゆわれていた長ちよう髪はつは自おのずと解ほぐれてゆき、ほどなく一条の清流のごとき姿を取り戻もどした。メリェは畏い怖ふすら覚えながら、そのひと房を手に取った。

「わ、わたしには、できません……」

「なに？」

「うかつに洗っては、この御お髪ぐしを傷いためてしまいそうで……」

　肩かたさえ震ふるわせるメリェの態度に、クルァシンは小さく吹ふき出した。

「師と同じことを言うのだな、お前は」

「師？　導神さまの師と、申されると……いずれの神々のことでしょうか」

　その問いには答えず、クルァシンはぽつりぽつりと呟つぶやいた。

「おかしなものだ。俺としては、こんな髪に何の執しゆう着ちやくもないのだがな、行く先々で宝石のように扱あつかわれる。男の髪が美しかったところで、何に利するわけでもないだろうに」

　まったくその価値を解さない本人の発言に、メリェはたまらず唇くちびるを尖とがらせた。

「クルァシン様……その言いようは、いくら何でも、凡百の女わたしたちがあまりに哀あわれでございます……」

「そういうものなのか。……なろうことなら、望むだけ分けてやりたいものだが」

「とんでもありません！」

　そら恐おそろしいことを平然と述べるクルァシンに、メリェはいよいよ覚かく悟ごを決めて洗せん髪ぱつを始めた。それはまさしく、彼女にとっては至高の体験となった。

　濡ぬれた髪を手で梳すく度たびに、かつて経験のない官能が少女の脊せき髄ずいを駆かけ抜ぬけた。その性さが正直に極きわまりしクルァシンの毛髪は、どれほど弄もてあそぼうとも絡からむということを知らなかった。至高の艶つやとしなやかさを兼かね備えた彼の髪かみは、事実、如何いかなる宝石よりも稀け有うと言えただろう。

　たっぷりと、かなり必要以上の時間をかけて御お髪ぐしを洗い終えたメリェは、名残なごりを惜おしみながらも、それに湯を浴びせて別れを告げた。再会の時を切に祈いのりながら。

「お待たせいたしました。どうぞ、湯船にお入りくださいませ」

　促うながされて立ち上がり、クルァシンはゆっくりと湯のなかに身体からだを沈しずめていった。温ぬくもりが全身に染しみ渡わたり、馨かぐわしい香かおりが幾いく重えにも鼻び腔こうを埋うめ尽つくした。彼はまったく忘我の心持ちで溜ため息いきをついた。皇おう室しつ御ご用よう達たしの触ふれ込こみも伊達だてではない。

　が、ふと、湯船の外で立ち尽くす侍じ女じよの姿が視界に入って、クルァシンは目を逸そらしながら声をかけた。

「……お前も入ればいいだろう」

「と、とんでもございません！　導神さまと湯船を共にするなど、畏おそれ多くて……」

　小さな身体を震ふるわせて、少女は神への畏い怖ふを露あらわにする。その様子を眺ながめながら、導神はふと真顔になって溜め息をつく。

「畏れ多くて、か……。どうだろうな。畏れ敬うやまうに足りぬ神というのも、この世にはあるが」

「……え？」

　唐とう突とつな独白にメリェが言葉を失う。クルァシンは失言を悔くやむふうに首を振ふった。

「……と、とにかく、そこに立っていられるほうが、俺には落ち着かないのだ。頼たのむから入れ」

「は、はい……そう仰おつしやられるなら……」

　奇き妙みように上ずった声で返答すると、メリェは静々と細い身体を湯のなかに沈めていった。そのままクルァシンの真横まで来ると、身を寄せてちょこんと座る。

　いや、隣となりに来いとまでは言っていないのだが──狼ろう狽ばいしかけたクルァシンを知ってか知らずか、メリェが震える声で呟つぶやく。

「ク、クルァシン様……」

「なんだ？」

「わ、わわ、わたしはその……………生き娘むすめで、ございます」

　口から心臓を吐はき出しかけたクルァシンに、メリェはさらに身体を寄せて、畳たたみ掛かけた。

「誠心誠意ご奉ほう仕しいたしますから、どうか、その、少しでも優やさしく……」

「待て、待て、待て──ッ！」

　脱だつ兎との速度で密着を解いたクルァシンが、いよいよ威い厳げんをかなぐり捨てて叫さけんだ。

「こちらにそういうつもりはないし、第一、そういう場所でもないだろう、湯殿ここは！」

　有角の侍女はきょとんとして、首を傾かしげた。

「……ですが、わたしたちの祖神ユルフィネクは、沸わき上がる鉱泉のなかで女神ナクロと交わり、丈じよう夫ぶな子を多くもうけたと聞いております。それに倣ならって、前ぜん皇おうギォロラ様も、それこそ毎晩のようにここで……」

「こ、この暑いなかでよくもまた……ではなくて！」

　余計な想像に及およぼうとした思考を断ち切り、「風紀が乱れすぎだ！」とクルァシンは心のなかで絶ぜつ叫きようした。前ぜん皇おうとはいえ、やりたい放題にも程ほどがある。存命だったなら頰ほおを一発張ってやるものを──彼は心底口くち惜おしかった。

「と、とにかく、俺はもう上がらせてもらう！　いい湯だった！」

　今度こそ取り合わず、クルァシンは足早に湯ゆ殿どのを出ていく。その背中に、メリェが慌あわてて追い縋すがった。

「……む？」

　ふとその時、クルァシンが動きを止めた。目を閉ざして凜りん然ぜんと佇たたずむ彼の姿は、並々ならぬ緊きん張ちようを帯びていた。
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　とっぷりと日も暮れ、七つの月の玲れい瓏ろうな輝かがやきだけが夜空を司つかさどる宮外では、門衛の兵士が欠伸あくびを嚙かみ殺していた。怠たい慢まんからではなく、純じゆん粋すいな疲ひ労ろうによるものである。先だっての奇き襲しゆうにはほぼ全すべての兵士を動員したため、彼は昨晩から交こう替たいなしの不ふ眠みん不ふ休きゆうという有あり様さまなのだ。

「ふぁ……くそ、眠ねむい……」

　夜半の皇おう宮きゆうには訪おとずれる者も絶えて久しく、代かわり映ばえのない風景と睨にらめっこを続ける任務は、否いやが応おうにも兵士の眠ねむ気けを誘さそった。かくん、と首が落ちかけては目を覚ます、という行程を絡から繰くり人形のごとく反復していた門衛は、しかし、

「───ぁ？」

　首筋を軽く叩たたかれる違い和わ感によって、それでようやく眠りの淵ふちに没ぼつすることを許された。

「──オド、出てこい。兵はあらかた宿に帰ったようだ」

　失神した兵の身体からだを受け止め、音もなく地に横たえながら、いつの間にか門衛の背後に佇たたずんでいた黒衣の男が呟つぶやいた。顔の下半分を布で覆おおってあり、その相そう貌ぼうは窺うかがい知れない。

「お、おぉ、わかっただよ、イドの兄貴」

　色濃こい闇やみのなかから、ぬらりとひょろ長い影かげが姿を現した。先の影と黒衣を同じくしながらも、手足が胴どう体たいとアンバランスなまでに長い。背中には鉄てつ棍こんを負っており、それも成人した男の背せ丈たけほどには長大なのだが、持ち主との対比からどうしても実寸を見誤る。また何より奇き妙みようなのは、二人の額に一角つのはなく、背中を覆う衣服にも翼つばさの膨ふくらみは見られない、その点だった。

「ここ、今回のあぁ相手は、どどどんな奴やつだかな、兄貴」

「さてな。いずれにしてもこの距きよ離りだ。もう勘かんづかれていると思っていい」

　言いつつ、イドと呼ばれたほうの男は気絶させた門衛から衣服を剝はぎ取り始めた。速すみやかにそれを着込むや、緊きん張ちようした面おも持もちで頷うなずき合うと、二人の姿は一いつ瞬しゆんのうちに夜や闇あんへと紛まぎれた。後にはだらしなく失神した門衛と、それを白々と照らす七ツ月だけが残されていた。







「セレィ皇おう子じ……もうお休みになってはいかがですか」

　クルァシンが去って以後、玉座で黙もく々もくと地図と睨にらめっこを続けていたセレィに、見かねた侍じ女じよが声をかけた。

「そう気にせずともよい。お前たちも休め」

「そういうわけにはまいりません……」

　侍女の声にも元気がなかった。似たようなやり取りを三度ほど繰くり返しているからだ。片や一国の主として常に最善を尽つくさんと、片や進軍を控ひかえた将が疲つかれを残しては本ほん末まつ転てん倒とうだと、彼女らはそれぞれの義務感を持ってその場に硬こう直ちよくしていた。

　そうして侍女のひとりが、いざ四度目の進言を繰くり出そうとしたその時、扉とびらが激しく叩たたかれた。室内を緊張が駆かけ巡めぐり、セレィはすぐさま立ち上がって声を張り上げた。

「何事か！」

「皇おうよ！　危急の報告がございます！」

　セレィは訝いぶかしげに目を細めた。意味ありげに一いつ拍ぱく置くと、緊張を含ふくんだ声で言った。

「……許す。入れ」

　許しを得た途と端たん、弾はじけるように扉が開き、その隙すき間まから一条の風のごとく兵士が駆け込んできた。室内にいた侍女たちは、その無作法を窘たしなめようとこぞって口を開きかけたが、そこでぎょっと目を見開いた。視界の端はしで、彼女らの君主セレィは、兵士が入室するなり立ち上がって抜ばつ刀とうしていたのである。

　鋼はがねのかち合う音が二度重なり、三度目はなお大きく響ひびき渡わたった。投とう擲てきされた小刀をそれぞれ剣けんの一いつ閃せんで叩たたき落とし、さらには兵に扮ふんして突とつ進しんしてきた凶きよう手しゆの短刀を、セレィは目前で遮さえぎってのけた。

「くっ……！」

　殺意と戦意がぶつかり合い、ぎしぎしと音を立てて鍔つば迫ぜり合あう。──女の身と侮あなどるなかれ。皇子として育ってきたセレィはロルゴ流一刀術の目録を有し、その技量はたしなみを超こえる領域まで練り上げられている。

　交差する刃やいばの向こうで、刺し客かくの両眼めが険しく眇すがめられる。

「……なぜ分かった？」

　小さく鼻を鳴らし、愚ぐ問もんの極きわみとでも言わんばかりにセレィは答えた。

「常つね日ひ頃ごろこの宮中にある者で、私を皇と呼ぶ者はない。さりとて皇おう女じよとも呼ばぬ。兵と臣しん下かたちには、私を皇子と呼ばせているのだ。皇女として育てられることなく、また軒のき並なみ散っていった兄たちに連ねて、皇おうを名乗るだけの武功も未いまだ持ち合わせぬのでな！」

「……なるほど。得心がいった」

　刺し客かくがぼそりと呟つぶやいた途と端たん、セレィの身体からだが大きく後ろに揺ゆらいだ。

「──なッ!?」

　驚きよう愕がくすることさえ充じゆう分ぶんではなかった。膂りよ力りよくの込もった刃やいばを押し込まれるや、そのまま足で膝ひざ裏うらをすくわれたのだ。息をするような自然さで行使された柔やわらの技わざに、セレィは応ずる余地もなく転てん倒とうしてしまう。

「……恨うらめ。先住民」

　馬乗りの状態からただ二言を投げつけて、凶きよう手しゆはその刃をセレィの喉のど元もとに滑すべらせた。彼女は呆ぼう然ぜんと天てん井じようを仰あおいだまま、為なす術すべもなく一秒後の絶命を受け入れようとして──

「お門かどが違ちがうぞ！」

　逞たくましい左脚あしがセレィの真上を豪ごうと過ぎ去り、その餌え食じきとなる寸前で凶手は真後ろに飛び退すさっていた。間かん一いつ髪ぱつでセレィの窮きゆう地ちを救い、その前に文字通りの守護神となって立ち塞ふさがったのは、この度たびもやはり、紅あかと翠みどりの色しき彩さいも鮮あざやかな導神クルァシンであった。

「すまん、一寸ちよつと遅おくれた。怪け我がはないか？」

「見くびるな。この私が凶手ごときに不覚を取るとでも思うたか」

「……その負けん気は評価する。が、あれは俺のお客さんでな。お前が考えるほど容易たやすい相手ではないぞ」

　クルァシンが睨にらみ据すえる先には、先の凶手が膝ひざをついて凝じっと彼を見つめ返していた。何を窺うかがう暇ひまをば敵に与あたえん、クルァシンは言葉を重ねる。

「──ついに来たか。発展界アルマダートの尖せん兵ぺい、〝神かみ狩がり部隊〟ヴェル・グルン！」

　踏ふみ足あしが大地を打ち鳴らし、下さげ髪がみが地面と平行にたなびいた。ただの一歩で三間あった間合いを零ゼロに戻もどし、クルァシンは砲ほう弾だんにいや勝まさる速度をもって怨おん敵てきへと肉にく迫はくする。

「……オドッ！」

　人知におよそ計り知れぬ破は壊かい力を秘めた拳こぶしを後退してかわし、凶手はその声を張り上げた。それに応こたえて、扉とびらの近くまで下がっていた凶手の背後から、ぬぅと細長い影かげが現れる！

「おおよ、イドのあ兄貴！」

　両手に握にぎった長大な鉄てつ棍こんを突つき出して、その男はイドと呼ばれた凶手に入れ替かわりクルァシンと対たい峙じした。これまで大だい胆たんに攻せめ続けてきたクルァシンが、新あら手ての携たずさえた得え物ものを凝ぎよう視しして、いっとき足を鈍にぶらせる。

「──いかにも怪あやしげな鉄棒だ。それだけ巨おおきければ、さぞ好きなだけ絡から繰くりを詰つめ込めることだろうな。電磁兵装エレクトリクか、超振動兵装ヴアイブレイタか。はたまた放射線被曝兵装レデイオロジツク・ブラストか？」

「いい言えね！　兄貴にきっつく言われてるだ！」

「構わない。どのみち、関係がない──」

　オドが鉄てつ棍こんを突つき出すと同時、刹せつ那なの見切りで半身になってそれを避よけたクルァシンは、敵の戻し、薙ぎ払い、いずれにも倍する速度で懐ふところへと踏ふみ込んだ。──祖武神の系けい譜ふに名を連ねるこの神を相手取って、尋じん常じようの間合いの利など無に等しい！

「破ハァッ！」

　肉にく迫はくする動作には震しん脚きやくと練れん気きが伴ともない、放たれるはまさしく盤ばん石じやくの貼てん山ざん靠こう。大質量の鉄てつ槌ついとなった肩かた口ぐちが、オドの鳩尾みぞおちへしたたかにめり込んだ。落ち窪くぼんだ肉と臓はらわた、その仮か借しやくなき必殺の感かん触しよくに──クルァシンはしかし、即そく座ざに違い和わを察した。

「が……ぁ、兄貴ィっ！」

　口中から胃液を吐はき出しながら、それでもしっかりと意志の通った声で、オドが叫さけんだ。その両腕うでが鉄棍を自ら地に落とし、クルァシンの身体からだをひしと抱だきすくめる。

　応じるイドの動きはまさに疾しつ風ぷう。すぐさま二人の側面に回り込み、クルァシンの頭部へめがけて拳こぶしを見舞まう。その手中に握にぎるは四寸ばかりの隠おん剣けんだが、対たい峙じする両者は共に知っている。それが有する必殺の意味を。

　肉の爆はぜる音が轟とどろく。細長い両腕の中で、クルァシンの拳がオドの腹に炸さく裂れつしていた。長年に渡わたって磨みがき抜ぬかれた功クン夫フーだけが可能にする「寸すん勁けい」の妙みよう技ぎ。二度目の衝しよう撃げきがオドの腹部に仕込まれた絡から繰くりをおしゃかにし、彼の意識を彼方かなたへ飛ばす。

　刹那の攻こう防ぼうは、それでもイドの勝利を揺ゆるがしはしない。彼はすでに刺し突とつのモーションに入っており、未いまだ拘こう束そくの解けきらないクルァシンにはその方向へ首を向けるのがやっと。頭ず蓋がいを穿うがち抜き、脳のう髄ずいを焼き尽つくす電流と火花──イドの脳裏にリアルな未来図が描えがかれた瞬しゆん間かん、その右手を予期しない衝しよう撃げきが襲おそった。

「──ぐッ!?」

　尋じん常じようならざる質量物が右手甲こうを強打したと察した時には、そこに握にぎっていた隠剣は遠い地面に弾はじかれている。事態を把は握あくする間もなく次なる拳がイドを襲い、刺し客かくはやっとのことで後退しながら、細く鋭い眼めでもって、クルァシンの全身を網もう羅らした。

「……髪かみ留どめ、か」

「ただの飾かざりで着けるものか。こんな重いものを」

　三つ編みに結ゆった二ふた房ふさの長ちよう髪はつ、その両方の先せん端たんに揺ゆれる金属の輝かがやきを、イドは憎にく々にくしげに睨にらむしかなかった。……先に湯ゆ殿どのでメリェが体感したとおり、尋じん常じようならざる重さを秘めたその髪留めは、格かく闘とうにあたっては三番目・四番目の拳として活かつ躍やくする。首を横に向ける、たったそれだけの動作で長髪を鞭むちのようにしならせ、クルァシンはイドの拳を打ち落としたのである。

「落ち込むことはないさ。あのいかにもな鉄棒はまず囮おとりだろうと思ってはいたが、肝かん心じんの絡から繰くりがよもや防具とはな……。これまで戦ったヴェル・グルンの連中にはなかった発想だ。俺が坊ぼう主ず頭だったら滅やられていたかもしれない」

「……貴様、何号だ」

「答える謂いわれはない。……と言っても、こう応じる時点で、いくらかは絞しぼれてしまうか」

「エナ・ガゼここが発展界アルマダートの植民予定界と知ってなお、干かん渉しようするのだな」

「あんたらのやり方は知っているさ。あんたら自身よりも、よっぽど詳くわしく」

　低まった声で応じるクルァシンの瞳ひとみは、大たい嵐らんを描えがいた一枚の絵画のように、静せい謐ひつと激情とを同時に湛たたえていた。絵の中で大波に翻ほん弄ろうされる船乗りは、ひとつの生命が有する限りの憤いきどりをもって嵐あらしを憎にくんでおり──そして同時に、嵐そのもの、あるいは嵐を引き起こす何者かに手を届かせたいと願っているのだった。

「さて、退どいてもらおうか。あんたらも、この段階で敗まけるとあっては不本意だろう」

　クルァシンが不戦の意を込めて拳こぶしを下ろすと、イドはそれを機とばかり、淀よどみのない動作でオドへ駆かけ寄る。そのまま、重い身体からだを軽々と担かつぎ上げて走り去っていった。

　膝ひざをついて状じよう況きようを見守っていたセレィが、そこでようやく我に返って、クルァシンに詰つめ寄る。

「なぜ逃にがした!?　今ならば捕とらえられただろう！」

「あれの自由を奪うばえば、さらに厄やつ介かいな新あら手てが来る。危険要素は次々と更新アツプデートするより、一定のところで据すえ置おいたままのほうが管理しやすい」

「む……第一、あれは何者なのだ！　少なくともオルワナの暗殺者ではなかった」

　クルァシンはふむ、と顎あごに手を当てて考え込んだ。

「……かいつまんで説明しよう。エナ・ガゼという世界を一つの国に喩たとえ、他ほかにも大小様々な国々がいくつも存在するとする。それらは各おの々おのに異なる歴史と風土、技術と倫りん理り、法則と認にん識しきを持ち──あるいは持たず──平常は互たがいに独立して干かん渉しようし合うことはない。

　しかし、一定の条件と歴史を積み重ねた世界くにの民たみは、自らが住まうものとは別の世界くにに対して侵しん略りやく活動を行うようになる。これが『発展界』と呼ばれる世界。そして先の刺し客かくは、その発展界の中でも最も大きな勢力のひとつ、大界アルマダートから遣よこされた工作員だ」

　クルァシンの説明を、しばしセレィは無言のままに咀そ嚼しやくしていたが、どうにも消化できないふうに聞き返す。

「……それはつまり、神々の住まう世界が別にある、という話か？」

「その認にん識しきは正しくない。『発展界』に住まうのは人間だ。よしんばお前たちの目からは神のような力を持っているように見えても、彼らは人間なのだ。だからこそ、自らの繁はん栄えいと生存を勝ち取ろうと、他ほかの界くにを侵おかす。その行動原理には何ら神秘的なところはない。相そう違いがあるとすれば、それは風土の違ちがいによって育はぐくまれたものだ」

「……ますます分からない。では、そなたも神ではないのか？」

「崇すう拝はいの必要がない、という意味ではその通りだ。が、今述べたのとは別の理由から、俺はやはり神と呼ばれる立場にある。お前たちが語り継ついできた神話の随ずい所しよに入り混じっている存在は俺と同族だし、『発展界』で俗に言うところの神の定義は、『界くにの枠わくを越こえてなお意味性ゲシユタルトを保ちうる者』だからだ」

　言いながら、クルァシンは少し歩いたところの地面から何かを取り上げた。それは先の一戦でイドがクルァシンの頭ず蓋がいを貫つらぬこうとした、例の隠おん剣けんであった。

「持ってみろ。それで、握にぎりにある引き金を引いてみるといい」

「……？　こうか？」

　セレィが言われたとおりにした瞬しゆん間かん、短い刃は先さきを中心とした空間に、壮そう絶ぜつな放電現象が巻き起こった。電光は濡ぬれ雑ぞう巾きんを引き裂さくような音を立てて大気中に迸ほとばしり、まったく不意を突つかれたセレィは、髪かみの毛を逆立てて硬こう直ちよくしてしまった。

「それが発展界の技術だ。この世界の文明程度では、まだ妖あやしの術わざとしか認にん識しきできないだろうがな」

「な、ななな……！」

「落ち着け。それから、手の中のものを、もう一度よく見てみろ」

　驚おどろきのあまり目を固く閉ざしていたセレィが、恐おそる恐る瞼まぶたを開けてみると、どうやら放電は収まっている。堪たまらず安あん堵どの息をついたが、手の中でぼろぼろに崩くずれたそれを認めた瞬しゆん間かん、彼女はもう一度目を瞠みはった。

「それが『意味性の崩壊ゲシユタルト・ブレイク』だ。発展界とエナ・ガゼでは、そもそも科学技術の前提となるべき物理法則からして異なっている。当然のように、発展界の器物はここではその本来の機能を保てない。それはモノが人間の場合でも同じだ」

「……よく分からんが……他ほかの世界の者がこの世界エナ・ガゼに来たならば、すぐにでも死んでしまうと、そういうことか？　たった今朽くち果てた、この隠剣のように」

「概おおむねその通りだ。より正確に説明するならば、大きな世界の中に入り込んだ小さな世界は、前者によってことごとく塗ぬりつぶされる。この場合の大きな世界とはエナ・ガゼで、小さな世界とはその隠剣だな。諸法則が嫌きらうのは何よりもその矛む盾じゆんという真理だ」

「では、なぜ先の曲くせ者ものどもは無事でいたのだ？　それに、そなたも」

「その理由はそれぞれに違ちがう。まずヴェル・グルンの連中は、発展界の技術を用い、『意味性の崩壊ゲシユタルト・ブレイク』を代だい替たい物によって前まえ払ばらいしている。この原理の説明はさすがに省くが、要するに、関所の役人に法外な賄わい賂ろを摑つかませることで見逃のがしてもらっているようなものだと思えばいい。

　そして俺の場合は、そういうものだからとしか言いようがない。俺の故郷には神を生み出すだけの認識範囲パラダイムの下地があり、俺には神となるための素養があった。いずれの世界にも例外なく存在する『神』という概がい念ねんがその受け皿となった。俺は個にして単独で意味性ゲシユタルトを保ちうるひとつの小世界。それを『神』と、あるいは『越界者』と──より詩的に『形而上に住まう者メタフイジツクス』と、発展界の人間は呼んでいるんだ」

　説明を終えたクルァシンの目の前で、セレィは唸うなりながら頭を抱かかえた。

「……ほとんど分からん」

「今すぐに理解する必要はない。何事にも順序というものがある」

　苦笑混じりに言ったクルァシンを、セレィは負けん気の強い眼めできっと睨にらみつける。

「もしかして今、私を馬ば鹿かにしたか？」

「していないよ。この世界では、これから何百年もの歳さい月げつのなかで、何百人もの天才たちが、自然哲学の大樹を育はぐくんでいくんだろう。それは他ほかの世界とはまったく異なった展開を見せるかもしれない、愛すべき未知の可能性そのものだ。ひょっとしたらもう、エナ・ガゼのソクラテスはどこかに生まれているのかしれないがな」

　言いながら、クルァシンは心中で自じ嘲ちよう的な諧かい謔ぎやくを覚えた。──なんという身勝手な期待だろうか。発展界では、そうした何百人もの天才が連なった果ての結論あきらめこそが、今まさにこの世界エナ・ガゼを襲おそおうとしている、この侵しん略りやくだったというのに。

「まぁ、何にせよ、今のは大変不本意ながら俺が連れてきた敵だ。今後も色々と物ぶつ騒そうなことを企たくらんでくるだろうが、適当にあしらって引き取っていただく。奴やつらの最終的な狙ねらいは俺を滅けすことだが、それが容易でない場合、俺の邪じや魔まをすることが主な仕事になるからな」

「頼たのもしいことだ。『一寸ちよつと遅おくれた』などということが、今後はなければだが」

「あれは風ふ呂ろなんかを無理に勧すすめるからだ！　知らんだろうがな、ここ一月というもの、俺は目につかないところからずっとお前を守っていたんだぞ！」

　ああ、風呂といえばそういえば！──と、クルァシンは眉まゆ根ねを寄せた顔でセレィを見据すえた。色濃こい不満がそこに漂ただよっているのを見て取り、セレィはわざとらしく首を傾かしげる。

「なんだ。ここの湯ゆ殿どのに、何ぞ不満があったとでも？」

「湯殿に不満はないとも！　問題はあの侍じ女じよだ！　なぜ風呂に入るのに、いちいち女を侍はべらせねばならない!?」

「メリェは私の乳ち姉妹きようだいだ。皇おう族ぞくでこそないが、血筋の卑いやしからざる娘むすめだぞ。器量もいいし、乙女おとめが持つべき羞しゆう恥ちと気品とを備えている。肌はだなど、さながら剝むきたてのゆで卵だ。そなたも男児ならば、犬のようにむしゃぶりつかんのはどういうことか」

「犬!?　今お前、畏おそれ多くも神の動作を形容するのに『犬のように』とかいう表現を使ったのか!?　いや、この際そんなことはどうでもいい──俺が言いたいのは！　この奄おお倉くら信しんに対しては、日ひ毎ごとの供く物もつも月毎の生いけ贄にえも一いつ切さい不要だということだ！」

「おや、これは滑こつ稽けい。どうやら導神どのは不能と見える」

「今のはもはや表現がどうとかいう問題ではないな！　はっきり侮ぶ辱じよくしたな！」

「よろしい、供物と生贄に関しては考えておこう。しかし、私としては神を迎むかえるのに、入浴は皇宮の大湯殿、世話係にメリェ、これ以上の歓かん待たいはないと考えている。したがって、この二つだけはどうしても容いれてもらいたい」

「……風呂はいい。だが、あの娘むすめは……」

「なぜ拒こばむ？　あれは紛まぎれもない処しよ女じよ。胤たね蒔まきには最良の土だ」

　セレィの口から軽く放たれた一言に、クルァシンはついに膝ひざを折って崩くずれ落ちた。
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　夜明けの大気はかすかに潮の香かを含ふくんでいた。皇おう都とビンナスクは海岸からほど遠い位置にあるが、季節の風が、そこに住まう人々に己おのが土地の沿岸国たる事実を思い出させるかのように、勢いよく吹ふきすさぶ。

「形の上では追い風だな。天運まで持ってこれたのは僥ぎよう倖こうだ」

　風を受けた下さげ髪がみを緩ゆるやかにたなびかせ、クルァシンは呟つぶやいた。その背後には、幾いく百ひやくもの騎き馬ば兵が盤ばん上じようの駒こまのごとく壮そう観かんに立ち並び、一晩ぽっちの休きゆう眠みんでは疲ひ労ろうの癒いえ切らぬ身でも、それぞれに気き炎えんを上げている。体力に優すぐれる者を選べというクルァシンの言は正しく守られたようであった。

「なるほど。しかし、神風にしては未いまだ慎つつましいようにも。導神どの、遠えん慮りよは無用だぞ」

「いま分かった。お前が俺を導神呼ばわりするのは、ひとえに皮肉を言う時だな」

　じろりと非難の視線を返され、わざとらしく肩かたをすくめたセレィの身体からだも、危なげなく馬上にある。天を衝つくように聳そびえる真白い一角つのは、三百ばかりの騎き兵へい隊などよりも、むしろ万軍の先せん陣じんを切るにこそ相応ふさわしい。

「なんと、我らの期待がそのように邪じや推すいされるとは。心外であるぞ」

「そうか。邪推であればむしろ幸いなのだが」

「ともあれ、いよいよ出しゆつ立たつだ。そなたのために選よりすぐった駿しゆん馬めを用意した。いささか荒あら馬うまではあるが、神体ならば問題なく乗りこなせよう。跨またがるがよい」

　騎馬の列を割って引いてこられた一頭の精せい悍かんな馬に、周囲の兵たちがこぞって感かん嘆たんの息を漏もらした。東方の民たみが騎乗に用いる総毛馬の中でも、特に希き少しようとされる白毛種である。贅ぜい肉にくの削そげ落ちた全身を絹糸のような体毛が密に覆おおい、両の瞳ひとみは疾しつ走そうの意志を秘めて爛らん々らんと輝かがやいている。二本の逞たくましい前足は、出発を焦こがれるように蹄ひづめで地表を抉えぐっていた。

　しかし、他ほかのどの馬と比しても見劣おとりのしない良馬を、クルァシンは首を横に振ふって辞退した。怪け訝げんな顔をするセレィらに、クルァシンは軽く身体をほぐしながら言葉を投げる。

「要いらん。神の脚あしが馬の脚に劣おとる道理があるか。さぁ、進軍の法ほ螺らを吹け」

　言われて、セレィの真後ろにあった騎兵が、肺はい腑ふからあらん限りの息を振り絞しぼって陶とう笛てきを吹いた。出立の合図は瞬またたきの間に響ひびき渡わたり、前方にあった馬から順々と走り出す。

　いきなり驚きよう嘆たんのどよめきが起こり、それは列の前方から後方へと徐じよ々じよに伝わっていった。驚おどろくべきことに、騎馬隊の列は、出発から一刻ほど経たってなお、己おのが脚で駆かけるクルァシンの後を追う形をとっていたのである。

「導神どの。馬により勝まさる走りとは見事だが、疲つかれはしないのか」

「まぁ、まるきり疲つかれない、と言えば噓うそになるが。こういう見世物は兵たちにも分かりやすいだろう」

「見世物とは？」

　余人に聴きこえぬよう、セレィの馬にぴったりと沿い走って、クルァシンは囁ささやいた。

「なけなしでも良いから、信しん頼らいの材料を作りたいのだ。ぽっと出てきて神などと名乗る男へ──我ながら胡う散さん臭くさいことこの上ないが──皆みなが等しく信を置くかといえば、そんな都合のいい話はない。セレィ、お前がそうであるようにな」

「なるほど、そのような打算があったのか。私はてっきり……」

「てっきり、なんだ」

「馬に乗れぬから、無理をしているものかと思った」

　途と端たんにクルァシンが速力を上げて、セレィからさらに三馬身ほど距きよ離りを空けた。遠くなる背中へと向けて、セレィが笑い混じりの声を飛ばす。

「やや、導神どの、それは速すぎるぞ。こちらは神ならぬ人と馬の身だ。いま少し気遣づかわれよ」

「五月蠅うるさい！　お前の皮肉を供にしては、こちらの疲れが倍になる！」

　そうして、ぴったりと三馬身の距離を空けながら、神と人馬とは土つち煙けむりを上げて走り続けた。彼らの一団がコーチアドへと到とう着ちやくしたのは、翌日の夕刻を回った頃ころであった。








商都コーチアド









　ロケィラとの国境に面した街かい道どうは当然のように警けい戒かいが厳しく、騎き馬ば隊の接近が知れるや、コーチアドの大門は貝のごとくその口を閉ざしてしまった。防ぼう塁るいの上、防衛の兵たちが慌あわただしい動きを見せているところへ、セレィがよく通る声を響ひびかせる。

「ロケィラ皇おう子じセレィである！　この度たびは緊きん急きゆうの用件があって参ったが、その内容の如何いかんがどうあれ、貴国に対して暴挙に訴うつたえる気はまったくない！　具してきた騎兵もたかだか三百余り、どうか交こう渉しようの席を設けられたい！」

　何度か報告する兵の行き来があって、どうやら責任者と思われる人物が防塁の上に姿を見せた。両手に書簡を広げて、高らかに読み上げる。

「コーチアド商会長からの言こと伝づてを申し上げる！　『よくぞいらっしゃった、麗うるわしき皇子よ。当方は相応の敬意を持って一国の君主を歓かん待たい申し上げる』」

　そこで一つ間を挟はさみ、いくぶん低めた声で男は続ける。

「『──が、しかし、いかめしき騎兵たちを引き連れてとあっては、民たみが怯おびえること甚はなはだしい。当方の領内に赴おもむいて私と言葉を交かわそうというならば、わずかな護衛を除き、兵はみなそこに置いてきてもらいたい。それさえ受け入れていただければ、こちらは皇おう子じのいかなる言葉にも誠意を持って耳を傾かたむけよう』──以上である！」

「承知した！　交こう渉しようには護衛との二名で参る！」

　セレィが快かい諾だくすると、大門の右下に設しつらえられた小さな通用口が開かれた。セレィは兵のひとりに騎き馬ば隊を任せ、その指揮権をいっとき譲ゆずると、クルァシンただ一人を伴ともなって扉とびらのなかに入ってゆく。

「──これでいいのだな？」

「ああ。席上では自然にやってくれればいい」

「商会長とは面識があるのか？　ちなみに私はないぞ」

「俺も面識というほどのものはない。一方的に知っているだけだ。が、抜ぬけ目めないことは間ま違ちがいないな」

　確かに、とセレィは頷うなずいた。二人の同意は先の書簡によるもの。『麗うるわしき皇子』という皮肉、それに『一国の君主』という言い回しには、先方がロケィラの現状を重々承知していることが窺うかがえる。でなくては、一見して矛む盾じゆんを来たしているこれらの表現を使うわけがない。

「でなくては困る。利に聡さとい者を相手取らなければ」

　防塁をぐねぐねと穿うがつかび臭くさい通路を抜けると、ふたりはすぐさまコーチアド商店街の賑にぎわいに身を投じた。東方五国の商人たちが交易の中心地としているだけあって、人種の混こん淆こうと猥わい雑ざつさは目を見張るものがある。大気中にはダマカスカ商人たちの扱あつかう種々の香こうが幾いく重えにも立ち込め、一方ではギリェ・イゼンの民たみがその長い爪つめ先さきで扱う刺し繡しゆうが目を楽しませる。また、同どう胞ほうたる有角種ユルフイネク、宿敵たる有翼種クロトアの姿も──他国に滞たい在ざいしたまま開戦を迎むかえ、帰ろうにも難しくなったクチだろうか──少ないながらあった。

「ほう、これは壮そう観かんだな。ここまで人種の入り混じった様子を見るのは初めてだ」

「なんだセレィ、お前、今までここに来たことがなかったのか」

「兄たちが揃そろって死んだりしなければ、籠かごの鳥として無む為いに年を食っていただけの身ゆえにな。そういう意味では、こうして広がった見聞も、素す直なおには喜べん」

「それはそういうものだろう」

「なに？」

「旅立ちは常に犠ぎ牲せいを伴った。そうして得たものが、割に合うかはさておき」

　半ば一人言のように応こたえたクルァシンは、歩きながら、何処いずことも知れない中天を見据すえたまま。白昼夢でも見ているようで、けれど、それにしては闊かつ歩ぽする足取りに力がありすぎた。

　……刹せつ那な、額の一角つのが疼うずいて、セレィは鎖を幻げん視しした。全方位から伸のび来たりて、彼の四し肢しをきつく絡からめ取る鉄の縛いましめ。否いや応おうなく挙動を決定づけるそれら不可視の力に、けれどもクルァシンは望んで心を融とけ合わせていた。

　凝じいと傍かたわらを行く神を見据すえたまま、セレィは口のなかだけで呟つぶやく。

「──神々は自由な存在ものかと思っていたが」

「ん？」

「いや、何でもない。が、この一角つのが珍めずらしく、他人の柔やわいところをちくりと刺さしたらしくてな」

　曖あい昧まいに濁にごして、セレィは己おのが一角つのを軽く撫なでた。……有角ユルフイネクの民たみとして有する宿命。彼女の魂たましいは、その一角つのの長き分、ほんの少しだけ他人の魂に近しい。

　セレィの比ひ喩ゆをその言葉通りに解かい釈しやくして、クルァシンは苦笑いする。

「ああ、たしかにお前の一角つのは、立派な分だけ危あやういな。あまりきょろきょろせんことだ。商会長に会うまでに、何人か串くし刺ざしにしてしまうぞ」

「貫きはせぬ。何なん人ぴとたりとも、私の行く手を阻はばまぬ限りは」

　そうして、案内人の背中を追って歩き、およそ半刻。二人が前にしたのは、周囲の邸てい宅たくとは一線を画して美び麗れいな拵こしらえの屋や敷しきであった。東方の建材として一般的な焼き煉れん瓦がではなく、光こう沢たくある乳白色の建石を主として積み上げ、中心の主しゆ棟とうは両脇わきに小ぶりな側棟を侍はべらす。さらにその周囲をぐるりと囲む尖せん塔とうの先せん端たんには、玉たま葱ねぎ状の彫刻を戴いただいている。

「これは見事。タージ・マハルを思わせる建築つくりだな」

「タァジマ……今、何と？」

「俺の故郷にある古いにしえの廟びようだ。といっても、実際に見たことはないが」

　雑談を交かわしつつ、二人は応接室へと案内された。まず湯気を立てる茶が二人に運ばれてきて、それを冷ましながら半分ほども干した頃ころ合あいに、禿はげ上がった頭の分だけ顎あごの髭ひげを蓄たくわえたような長爪種イゼイリグの老人が現れる。

「コーチアド商会長レプト・ヨウェでございます。お初はつにお目にかかりますな、セレィ皇おう子じ。まずは前皇ギォロラ殿どのへ、そして名めい誉よの戦死を遂とげられたあなたの兄上たちに、ご冥めい福ふくを祈いのらせていただきます」

「ロケィラ皇子セレィ・メル・ロケィラだ。兄上たちも喜ぶだろう。歓かん迎げいを感謝する、レプト商会長」

　商会長は両腕うでを交差させる形で長く鋭するどい爪つめを脇わきに隠かくし、セレィは右手の人差し指を顔の前に持ってきて目を閉ざす。それぞれに異なった流りゆう儀ぎで挨あい拶さつを済ませると、レプト商会長はセレィの対面に腰こしを下ろした。そこで初めて目に入ったように、セレィの隣となりに悠ゆう々ゆうと腰こし掛かけるクルァシンへと視線を向ける。

「軍師クルァシン殿だ。この度たびの交こう渉しようは、私に代わって彼が行う」

　セレィの紹しよう介かいを受け、クルァシンは軽く頭を下げた。セレィにしたものと同様の挨拶をレプト商会長も繰くり返し、先せん陣じん切って口を開く。

「ではクルァシン殿、話の内容はどのようなものでしょうか。当方としましても、貴国の置かれている危機的な状じよう況きようについて、少なからず理解しているつもりです。しかしながら、コーチアドは中立を標ひよう榜ぼうする国家でありますゆえ、どれか一つの国家に利するような計らいはできかねる。それを前提とした上で……」

「渋しぶい顔をしているな、レプト商会長。儲もうけ話ばなしがひとつ消えるのだから当然か」

　商会長の口上に割り込んで、クルァシンは挑ちよう発はつ的とも言える口調でそう述べた。さすがに意表を突つかれたレプトは、眉まゆ根ねを寄せて出方を窺うかがう。

「律りち儀ぎなものだな。その『中立』という看板のために、戦争が始まるや否いなや国境を閉へい鎖さし、ロケィラ・オルワナの両国に対しては開戦後一いつ切さいの補給・支し援えんを行っていない。オルワナが圧あつ倒とう的な優位に立った今でさえ、その姿勢は相変わらずだ。もう少し色気を出しても良さそうなものを、巌いわおのごとき徹てつ底ていぶりは、東方五国の中心で今後も生き永らえるための知ち恵えか」

「……その通りでございます。我が国は、いずれの国家にも与くみさず、ただ良質な市場を提供するのみ。なればこそ、強国の連なるなかで、なお今の地位を勝ち取って参りました」

「一貫した姿勢、まことに結構なことだ。が、ではなぜ、今のお前はそのように浮かない顔をしているのか？」

「浮かない顔など……」

「当ててみせよう。海路が通るから、だな」

　畳たたみ掛かけるようなクルァシンの言い分に、レプトはしかし激することなく押し黙だまった。それを肯こう定ていと解して、クルァシンはなおも言葉を連ねる。

「だろうな。ロケィラとオルワナの緊きん張ちよう状態はずいぶん前から続いていたが、それでも開戦までは通常通りに貿易が行われていた。しかも、オルワナの海軍を怖おそれたロケィラはキレド海に海路を通していなかったため、二国間の仲ちゆう介かいはコーチアドが独どく占せんできたわけだ。

　だのに、こうして戦争が始まっては、その立場も御ご破は算さん。これだけでも大きな損失だというのに、このままオルワナが勝ってしまえば、なお酷ひどいことになるのは自明だ」

　海路が通るから、というのはつまりそういうこと。ロケィラを支配下に置いたオルワナは、もはやコーチアドを中継して貿易を行う必要がなくなる。さらに、ロケィラとオルワナが海路を通じて繫つながるということは、もとよりオルワナの隣りん国ごくであるギリェ・イゼンまでもがロケィラと通ずることになる。必然、コーチアドの儲けは大きく目減りするはずだった。

「短期的な視野で見ても損害は自明だ。しかし、これをさらに大きな視点で見ると、なお酷いことになる」

「……どういうこと、ですかな」

「惚とぼけるなよ、分かっているのだろう。オルワナがロケィラを吞のみ込めば、東方五国の軍事バランスが大きく崩くずれる。残る二国にいや勝まさる戦力を得たオルワナは、いずれダマカスカ、ギリェ・イゼンをも倒たおしにかかるだろう。二国がオルワナに対たい抗こうするためには、同盟を結ぶしかないが、そうなれば間を挟はさむルグド山脈が邪じや魔まをする。兵力を集中する度たびに山道を越こえねばならない労を厭いとって、コーチアドを回かい廊ろうとして使えるよう二国が求めてくるのは想像に難かたくない。さて、レプト商会長。その時になっても、中立という理由で協力を断れるかな？」

　レプトは答えなかった。激変する軍事事情の中で翻ほん弄ろうされる己おのが国の様を、誰だれよりもはっきりと思い描えがいていたのはこの老人である。もはや疑問の余地なく、コーチアドは商都としての蜜みつ月げつを終えようとしていた。今後とも生き残っていこうとするならば、また別の方法論が求められることになる。

「が、ここで朗ろう報ほうだ」

　うってかわった悪戯いたずらっぽい口調で、クルァシンは分ぶん岐きを口にした。おおよその内容が推すい測そくできていたレプトは、溜ため息いきをついて首を横に振ふる。

「貴国を勝たせるよう取り計らえば、後の通商にも便べん宜ぎを図ってくださる、ということであれば──残念ながらお断りさせていただきましょう」

「ほう？」

「実を申せば、同様の条件でオルワナからも誘さそいを受けておりました。陸からはコーチアド軍が、海からはオルワナ海軍が、それぞれロケィラを挟はさみ撃うてば、この戦いくさの勝利は堅かたいと……しかし、それさえも我々は断りました。貴方あなたが求めるのはここを経由しての進軍でしょう。であれば、失敗した際のリスクの点でより勝まさる貴国に与くみする道理がございません」

「まぁ、その通りだな。今のロケィラは傍はた目めにも敗まけムードだ。沈しずみかかった船に便乗しようとする者はいない」

　セレィの視線が針となってクルァシンを突つき刺さしたが、彼はそ知らぬふうに顔を逸そらした。そうして一拍ぱくを置いた後、クルァシンは両手を首の下に組んで悠ゆう然ぜんと逆接する。

「が、しかし。沈みかかった船に自ら乗ることは無理でも、胡こ椒しようを一粒つぶ載のせることにやぶさかではあるまい？」

「……どういう意味ですかな？」

「投資と投機のお話だ。成功率の低い案件は、それ相応の代だい償しようとリスクマネージメントを用意してこそ。たとい船が沈んで胡椒が一粒海中に没ぼつしたとしても、そちらに大した被ひ害がいはないだろう。しかし万一、成功した場合の見返りが莫ばく大だいだとすれば？　これは商売として充じゆう分ぶん理に適かなっている」

「具体的な案件を聞かせてもらえなければ、なんとも答えかねますな」

　答え渋しぶるレプトへ、にやりと笑えみを浴びせて、クルァシンは囁ささやく。

「実を言うと、当方ロケイラはこれから敵地オルワナへ降こう伏ふくに参るところでな」

　隣となりでセレィがかっと両眼めを見開いた。ますます胡う乱ろんな目つきになった商会長に、クルァシンは狸たぬきの囁きを続ける。

「こちらは進軍したいのではない。降伏のための特使を派は遣けんしたいのだ。いやいや、セレィが直じき々じきナバザ砦とりでに赴おもむき、駐ちゆう留りゆう軍の目前で白旗を上げれば済むことと、きっとお前はそう言うのだろうが、少しは事情を考えてみてくれ。そこなセレィは事実上最後の皇おう位い継けい承しよう者なのだ。となれば、向こうもわざわざオルワナ女王の御ご前ぜんで慈じ悲ひを請こわせるよりか、速すみやかにその首を落としたほうが後々の面めん倒どうが少ないと、そう考えても無理はあるまい？」

「そういった交こう渉しようも、ナバザ砦とりでで済ませれば宜よろしいことでしょう。後々のロケィラ統治にあたっても、使いようによって皇おう族ぞくは有益です」

　ぷるぷると肩かたを震ふるわせ、未いまだ経験のない恥ち辱じよくに耐たえるセレィを差し置いて、クルァシンは白しら々じらしく演技がかった説得を続ける。

「いかめしい軍人にそのような理り屈くつが通じるものか。だから事情を考えろと言ったのだ。我らが最後の希望であるセレィ皇おう子じを、万が一でも、功に逸はやった兵どもの手にかけさせられると思うのか？　女王に最後の慈じ悲ひを請こおうというのが、そんなにも罪深いことか？」

「有角ユルフイネクの民たみでない貴方あなたにそう仰おつしやられても、今ひとつ説得力に欠けますな」

　つるりとして凹おう凸とつのない額をちらりと見やり、レプトは辛しん辣らつに皮肉った。

「これは一本取られたな。しかし、俺はあくまで代弁者だ。今述べたことが、ロケィラ全国民の偽いつわりなき本音であることは、理解していただけよう」

「もちろんですとも。ですがクルァシン殿どの、ただ降こう伏ふくのために、貴方は何千の兵を送ろうというのですかな。セレィ様が心配なのはよく分かりますが、それでは降伏を装よそおった奇き襲しゆうを目もく論ろんでいると思われても仕方がありません。まして、オルワナ主力たる海軍は今いま頃ごろ海上にあるなれば……」

「誰だれが何千もの兵を送ると言った」

「え？」

「三百でよい。門前で待ちぼうけを喰くらっている連中、あれだけでいいのだ」

　その提案には、場の全員が意を測りかねた。ばかりか、セレィはいよいよ堪かん忍にん袋ぶくろの緒おを切らして、クルァシンに食ってかかった。

「ふざけるな！　たった三百の騎兵で何ができる！」

「ああ、もちろん武器も全すべて置いていくぞ。降伏に武器は必要ないからな」

　憤ふん慨がいするセレィの頭を鷲わし摑づかみにして留とどめながら、クルァシンはさらに条件を連ねた。理解の範はん疇ちゆうを越こえた言動に、レプトは思考の海に吞のまれて返事さえままならない。

「むろん、特使の代表は俺が務める。印いん璽じを持参して、セレィに代わり慈じ悲ひを請うつもりだ。必要とあらばこの首とて差し出そう。この場にセレィを伴ともなったのは、ひとえに我々の誠意のほどを知ってもらうため。交渉を俺が代行しているのは、誇ほこり高い彼女にこのような内容を口にさせることが、どうしても憚はばかられたからだ」

　しばし瞑めい目もくのなかで、レプトは考えに考えた──武器持たぬ三百の騎き兵へいで何ができる？　まさか本当に降伏するつもりなのか。いや、それにしては回りくどすぎる。どこかに陥かん穽せいがあるはずなのだ。ここで三百の兵を通すことで、ロケィラを有利に導く何かが……。

「レプト、いい加減にしろ。お前がそこまで考えても思いつかないという時点で、通すための名目としては充じゆう分ぶんだろう？」

　レプトは堪たまらず激高しかけた。オルワナに顔が立つだけの言い訳は用意してやったと、この若造は不ふ遜そんにも言ってのけたのだ。わずかに三百の武器持たぬ騎き兵へい……少なくとも名目上は降こう伏ふくの特使……そんなものを通したところで、オルワナの勝利を早めこそすれ、いっかな不利益もあろうはずがないと……そういう名目が立ってしまうからこそ、レプトの老いたプライドは余計に刺し激げきされた。

「……分からない。何を企たくらんでいらっしゃるのです、貴方あなたは？」

「商会長、それは余計な勘かん繰ぐりだ。今だけは馬鹿であったほうがいい。企みを知っていて通したのであれば、それはオルワナに対する不義となる」

「…………」

「まぁ、万が一の話──この特使の派は遣けんと、なんら関かかわりはないが──これから未み曾ぞ有うの神風が吹ふき、ロケィラがオルワナに勝つようなことがあれば、事後のコーチアド商会にはこの返礼として、やがて始まるであろう海路を経由した通商の監かん督とくを任せよう。──これが、ぼろ船に載のせた一粒つぶの胡こ椒しようが金に化けた場合の話だ」

　クルァシンの言い分には非の打ちどころがなかった。……とはいえ、レプトには未いまだ「断る」という単純にして完かん璧ぺきな選せん択たく肢しが残されている。これがある限り、どれほど詭き弁べんを連ねたところで暖簾のれんに腕うで押おしではないのか──少なくとも、横で聞いているセレィはそう疑っていた。

　だが当のレプトからすればそうではなかった。彼からすればこの交こう渉しよう、無む下げにつっぱねることが必ずしも良い結果を生むとは限らない。敗戦ムード一色のロケィラでも、まだコーチアドと互ご角かく以上に戦う程度の戦力は残しているのだから。

　横目でちらと、レプトはセレィの眼めを窺うかがった──青く澄すんだ、真まっ直すぐな気性を感じさせる良い瞳ひとみだ。が、そう遠くない未来、敗軍の将となった彼女が、条約も何もかも反ほ故ごにしてここを攻せめないとも限らない。人の心など、置かれた状じよう況きようによって如何いか様ようにも変じうるのだ……。

「……交こう換かん条件をいくつか、吞のんでいただけますかな」

　肚はらを決めた表情で、レプトは告げた。クルァシンは満足げに唇くちびるを釣つり上げた。







「本当に勝算があるんだろうな!?」

　問う声は幾いく度ど目とも知れなかった。ほとんど激げき昂こうの体ていで絡からんでくるセレィに、クルァシンは背を向けて歩きつつ、根気良く説明を重ねる。

「ある。国境さえ抜ぬけられれば、間ま違ちがいなくお前にナバザ砦とりでを陥おとさせてやれる」

「たった三百の、それも丸まる裸はだかの騎兵でか!?　そんなことが可能なのは神仏だけだ！」

　相手が神仏そのものであることも忘れて、セレィは強い口調でまくしたてた。クルァシンは二重の意味で苦りきった笑いを浮かべる。

「お前の信を得るにはまだまだ遠いな……。まぁ、レプトの用心深さにも呆あきれたが」

　そう。三百の騎き兵へいを通すにあたって、レプトは武器の全すべてを没ぼつ収しゆうするだけではまだ納なつ得とくしなかった。鉄製の防具の類たぐいまでひとつ残らず置いていけと、無茶な制約を付け加えたのだ。

「あの用心深さあってこそのコーチアド。現在の繁はん栄えいも頷うなずけようというものだ」

「感心している場合か！　それに加えて、さらにもうひとつ加えられた条件を、よもや忘れてはいないだろうな!?」

　セレィは懐ふところから一枚の証書を取り出して神の眼前に突つきつけた。そこに明記された条件は以下の通り──出発に先立ち、ロケィラ皇おう子じセレィ・メル・ロケィラの一角つのを型取り、それによって鋳ちゆう造ぞうした模型を、コーチアド商会に献けんじること。

「この一角は有角種ユルフイネクの誇ほこりそのものだ！　それを模かたどり献じるということは、すなわち約束の履り行こうに民族の尊厳を賭かけるに等しい……！　仮に約束が果たされなかった場合、私の一角の模型は、真っ二つに折られて群衆に晒さらされるだろう！　不義の民族たる証あかしとして！」

「そうなるだろうな。いやはや、好こう々こう爺や然として、レプトもやることがえげつない」

　クルァシンはあくまでも飄ひよう々ひようと応じる。事情の深刻さがまったく伝わっていないものと感じて、セレィはいっそう語気を強めて彼に迫せまる。

「ただのクルァシン！　ひとつの民族を背負うというのがどういうことなのか、お前には分からないのだろう！　考えてもみろ──この世界に住まう全すべての有角民族ユルフイネクの正義が、矜きよう持じが、高潔が！　この無む謀ぼう極きわまりない、作戦とも呼べぬ戦いくさひとつにかかっているのだぞ！」

「ならば座して滅ほろびを待つのもいいな。本当なら数日前に滅んでいた国の話だ」

　ちらりと視線を返しつつ、驚おどろくほど冷え切った声で、クルァシンは言い放った。セレィが言葉に詰つまる。

「賭けるものの重さに躊躇ためらっている暇ひまなど、今さらあると思うか？　お前が負ければロケィラが滅び、ロケィラが滅べば有角ユルフイネクの民たみもまた迫はく害がいされる。自明の因果だ。そうさせないためには、お前が勝つしかない」

「しかし……！　商会長との約束は、ここを通った兵たちが、いかなる他意もなくオルワナに降こう伏ふくを伝えて帰ってくるというものだろう!?」

「違ちがうな。レプトとの約束は、この行動によって、コーチアドに不利益をもたらさないことだ」

　クルァシンは断言した。その言わんとするところが理解できず、セレィは眼をしばたかせる。

「言明こそしなかったが、レプトは俺に可能性を認めた。コーチアドの繁はん栄えいを保ってくれるかもしれないと期待したんだ。それは胡こ椒しよう一粒つぶほどの淡あわい期待だが、実際に三百の騎兵を通すことができた。レプトは我々が何事もなく降伏して帰ってくることなど望んでいない。むしろ、自分にはできない何かをやらかして、少しでも戦せん況きようを揺ゆるがしてくれることを期待しているんだ」

「……どういうことだ。コーチアドは中立を保つのではなかったか？」

「今のところはな。だが、やがて、そうも言っていられなくなる。東方五国の軍事バランスが崩くずれれば、コーチアドとていずれかに与くみさなければ生き残れはしない。そう考えると、オルワナがロケィラを一方的に攻せめ立てている現状は面おも白しろくない。自明の勝ち戦いくさに支し援えんをしても、大きな貸しを作ったことにはならないからな。最終的にはオルワナが勝つにしろ、もう少し苦労をしてもらいたいところだろう」

　小さな期待とはそういうこと。オルワナに明確な不義を表明しない形で、安全に戦せん況きようを変化させられるのなら、どんな小さな可能性でも拾っておこうというのが、レプトの算段だろう。

「つまり、戦勝後の権益を密約している以上、我々ロケイラがオルワナに戦で勝てば、お前の一角つのの模型は無事に返ってくる。ただし過程は迅じん速そくに、コーチアドの不義をオルワナが気づく間もなく、だが」

「……この戦況から、そんなことが本当に可能だと？」

「見誤ったかな、セレィ。それはお前が俺に示したことだと思ったが」

　失望を含ふくんだ視線を向けられて、セレィは堪たまらず赤面した。──戦に勝つ。それは彼女が問うべきことではなく、ただ信じ続けるべきことだったはず。

「……勝算は、あるんだな」

　抑おさえた声に威い厳げんと規律を取り戻もどし、セレィはもう一度だけ問うた。そこでようやく、クルァシンは貫カン頭トウ衣イを翻ひるがえして真っ向からセレィに向きなおる。

「……ああ。任せろ、セレィ・メル・ロケィラ。俺は未いまだ若く、悠ゆう久きゆうと呼べるほどの年月を越こえてきてはいないが──何かを背負って戦う重さも、辛つらさも。お前より、少しだけ多く知っている」

　揺ゆるぎない、けれど少しだけ寂さびしげな笑えみを浮かべて、クルァシンはそう口にした。
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　朝あさ靄もやの立ち込める早朝。武具の全すべてをコーチアド側がわに預け、ずいぶん頼たよりなさげに見えるようになった騎き兵へい隊の先頭。仁に王おう立だちに地を踏ふみしめ、翠みどりと紅あかの鮮あざやかな衣服に身を包む男が一人、ある。

「──もういいだろう。早く出発したい」

　何度もしつこく所持品検査を重ねるコーチアドの職員たちに、クルァシンは棘とげのある口調で言い放つ。連中はまだ納なつ得とくいかなさげだったが、騎兵たちの間からセレィが姿を現すに至って、さすがに恐きよう縮しゆくしたのか。ほとんど逃にげるように引き上げていった。

「……済ませてきたぞ」

　そう告げるセレィの表情は苦々しい。それもそのはずで、彼女はたった今、レプトとの交こう換かん条件にある「一角つのの型取り」を済ませてきたところなのである。有角民族ユルフイネクの誇ほこりたる一角を、一時とはいえ粘ねん土どなどに埋うめさせられたのだから、その自尊心は大きく傷ついている。

　そんな彼女の心情を気遣づかってか、クルァシンはセレィの頭に片手を載のせる。

「……よく耐たえた」

「──ッ！　き、気安く触さわるな！」

　載せられた掌てのひらをそっけなく打ち払はらうも、頰ほおがわずかに紅潮している。おや、初めて可愛かわいいところを見せたじゃないかと、クルァシンはからかい混じりに笑ってみせた。

「……余よ裕ゆう綽しやく々しやくだな導神どの。一応言っておくと、その態度に結果が伴ともなわなかった場合、私は何を置いても、真っ先にそなたの首を取りに行くぞ？」

「それは恐おそろしいな。精々気張るとしよう」

「………ふん」

　思いのほかあっさりと皮肉を切り上げて、セレィはぷいと顔をそむける。ついで騎兵たちに向きなおり、武器も鎧よろいもまったく纏まとわない彼らの姿に、さすがに表情を曇くもらせた。

「……すまない、諸君。よもや、そのような姿で戦場に出させようとは……」

　セレィに謝られるという状じよう況きようが珍めずらしいのか、騎兵たちは困こん惑わくして首を横に振り、健けな気げにもそれぞれ気勢を上げてみせた。……が、虚きよ勢せいの感は否いなめない。これから戦場へと発たつことに、今ひとつ現実感を持てていない者も多いのだろう。

　悲痛なものに陥おちいりかける顔をどうにか取り繕つくろって、セレィはクルァシンを見据すえる。

「……クルァシン殿。どうか、彼らを──」

　無む駄だ死じにさせてくれるな、と継つごうとした口を、神の掌てのひらがとどめた。

「──ああ、安心しろ。一人も死なせない」

　断言だった。セレィが目を丸くするよりも早く、クルァシンは隊列に向けて叫さけんだ。

「──武器もなく！　鎧よろいもなく！　剝むき身みの身体からだで馬に跨またがり、それでもなお戦おうとする大馬ば鹿か者どもよ！　お前たちは間ま違ちがいなく本物の勇者だ！　三百の勇者は万の軍に勝まさる！　何物も恐おそれるな、ひたすら俺に続け！　全力で駆かけ抜ぬけていけば、その先には勝利しかない！」

　進軍の法ほ螺らが鳴る。馬の走りに先駆けて、クルァシンの神体が大地を揺ゆすぶる。

「──ではな、セレィ！　次に会う時は、ナバザ砦とりでを陥おとした後だ！」

　軍馬の疾しつ駆くする音にかき消されて、セレィの返事はクルァシンまで届かない。それでも、真白い一角つのがはっきりと縦に揺ゆれたのを見届けて──クルァシンは強く笑って走り続けた。




「……頼たのむぞ」

　霧む散さんしていく土つち煙けむりのなか、セレィは祈いのるように呟つぶやいた。すると、わずかに残した近この衛えの騎き士したちが、遠えん慮りよがちに尋たずねる。

「ではセレィ様、我々はこれからどうすれば……？」

「決まっている。帰るぞ」

　用意された馬に軽かろやかな動きで跨り、セレィは手た綱づなを取って告げた。

「──残してきた副官が用意を整えているだろう。進軍に時間は取れない。クルァシンとの約束は二日後の正午。そのタイミングで、我々は正面からナバザ砦を攻せめるのだ！」





＊






　導神クルァシンに率いられた三百の騎き馬ば隊がコーチアドを出しゆつ立たつしてから、すでに二昼夜余りが経過していた。馬を労いたわりつつ順当に進んでいれば、オルワナ王都イシュディロゥまで、残り半日というところである。

　だが、拓ひらけた街かい道どうに彼らの姿はない。それもそのはずで、コーチアドを数里も離はなれたところで、クルァシン率いる騎馬隊は進路を大おお幅はばに南変していたのである。

　マガタ山脈は禿はげ山やまではない。二千キロに渡わたって連なる山々は、全身を分厚い樹木の衣服ですっぽりと包んでいる。麓ふもとから頂上までを覆おおう天然の暗幕は、その内側がわを進む兵たちの気配をも見事に隠かくしきってくれていた。だが……、

「はぁ……はぁ……ど、導神どの、そろそろ休きゆう憩けいを、」

「駄だ目めだ。もう半刻ほど頑がん張ばれ」

　代だい償しようは、疲ひ弊へい。人の目を避さけねばならない彼らが行くのは、必然、舗ほ装そうなど望むべくもない獣けもの道みち。まして時刻が夜半とくれば、山行きに慣れた羊ひつじ飼かいですら、大人しく日の出を待つであろう状じよう況きよう──そんな月明かりだけが頼りの暗くら闇やみの中を、少しの迷いもなく闊かつ歩ぽするクルァシンの姿は、もちろん兵たちの唯ゆい一いつの寄よる辺べではあったが、馬にいや勝まさる神の脚あしに追い縋すがる疲ひ労ろうにも並々ならぬものがあった。

「……止まれ。ひとり脱だつ落らくしたようだ」

　無む謀ぼうな暗あん夜や行こうを強行する一方で、行進はしばしば唐とう突とつに停止もした。クルァシンがその神がかった聴ちよう覚かくで三百人全員の足音を把は握あくしているのだと副官が気づいたのは、山道に入ってから長らく、一人の脱落者も出ていない事実を知ってのことだった。

「四番小隊に点呼をさせろ。脱落者の名前を叫さけばせるんだ。まだ近い位置にいる」

　副官はすでに驚おどろくことを止やめていた。隊列の先頭でもっとも身近にクルァシンと接してきた彼は、もはや懐かい疑ぎも不信も乗り越こえている。第一、それを言うならば──武器持たぬ騎き兵へいたちが最後の頼たのみとしていた財産、つまり馬を捨てろと、その命令を受けてしまった時点で手て遅おくれなのである。

　ほどなく進行が再開する。……進軍、と呼ぶには躊躇ためらわれる光景だった。兵たちはみな具足のひとつも身に着けず、疲労で呆ぼうっとした意識のなか、先せん駆く者しやの背中だけを頼たよりに足を進めている。夢中を行くような行軍。脱落者が出ないのはまさしく奇き跡せきと言えた。尋じん常じようならばとっくに、道迷いで半数まで減げん耗もうしているところだろう。

「よし、休きゆう憩けいだ。点呼は要いらんぞ。全員腰こしを下ろせ」

　前列から指示が行き渡わたり、疲労の極きわみにあった兵たちが続々とその場に座り込む。私語などはほとんど交かわされなかった。みな、荒あれた息を整えるのに必死なのだ。

「文句なら聞くぞ、クェッタ・ソニド」

　名を呼ばれて副官が振ふり向く。崖がけ際ぎわにせり出した岩に腰こしを下ろした導神は、いささかの疲労もなさそうに足をぶらつかせていた。

「……名前を覚えていただけたのですか。光栄です、導神さま」

「建たて前まえはいい。色々と不平も溜たまってきた頃ころだろう。許す。遠えん慮りよなく吐はき出せ」

　凝じい、とクルァシンの瞳ひとみがクェッタを見つめる。若い副官は、もとから下に反そり気味の一角つのをさらに傾かたむかせて、やがて根負けした。

「……剣けんも、鎧よろいも、馬もない我々が、これから敵てき陣じんの砦とりでを攻せめるのだという実感が……どうしても、湧わいてきません。誰だれもが同じなのだろうと思います。これならばまだしも、玉ぎよく砕さい覚かく悟ごの負け戦いくさであったほうが、皆みなの士気は上がったでしょう」

「ふむ」

「まるで醒さめない悪夢を見ているようです。木々の間の暗くら闇やみを見ていると、なんだか吸い込まれそうになる。私はまだ幸運なのです。目の前に導神さまという存在がありますから。けれど、後列になればなるほど、この漠ばく然ぜんとした不安感は大きくなるでしょう」

　なるほど、とクルァシンはしかつめらしく頷うなずく。彼はすっくと立ち上がり、両手で自分の頰ほおを叩たたいた。

「眠ねむ気け覚ましが必要だな」

　瞬しゆん間かん、クェッタの視界からクルァシンの姿が忽こつ然ぜんと消える。七ツ月を遮さえぎって、夜空に紅あかと翠みどりが踊おどっていた。一足飛びに木こ立だちを登り詰つめたクルァシンは、その位置から隊列を見下ろして、声こわ高だかに叫さけぶ。

「全員！　座ったままでいい──口を大きく開けて、真上を向いていろ！」

　兵たちは困こん惑わくする。夜や闇あんにふやけた頭では、クルァシンの意図を解せようはずもない。言われるがまま、彼らはぼんやりと大口を開けて空を仰あおいだ。

「宜よろしい。──では、睡すい魔まを打ち消す一大曲芸、とくとご覧ろうじろ！」

　樹じゆ齢れいにして数百年を数える木々の間を、クルァシンは猿ましらもかくやという身軽さで次々に乗り移っていく。縦に横に、上に下に。翠と紅が入り混じり、さながら闇やみ夜よを飛び交かう人ひと魂だまのよう。

　脈みやく絡らくなく始まった見世物に、兵たちが啞あ然ぜんとして魅み入いられていると──隊列の先頭にあったクェッタの口内に、何か丸いものが飛び込んできた。

「もがっ……!?」

　反射的に嚙かみ締しめてしまったところで、およそ経験にない酸味がクェッタの口中を駆かけ巡めぐった。舌を通して脳を串くし刺ざしにするような衝しよう撃げきが、ふやけた意識を一挙に覚かく醒せいへと追いやる。クェッタは堪たまらず、それを手の中に吐はき出した。

「こほっ……す、李すもも？」
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　後列からも似たような悲鳴が上がる。どうやら導神は、兵たちが雛ひな鳥どりのようにして開ける大口に、片っぱしからもいだ李すももを放ほうり込んでいるらしい。季節はまだ初夏である。小ぶりな果実は熟うれきらず、甘味に変じる前の若々しい酸味ばかりを、口にする者にもたらす。

「はっはっは！　何の比ひ喩ゆでもない、青い果実は美味うまかろう！　眠ねむ気けもどこぞへ吹ふっ飛んだか！」

　ひとしきり呵か呵か大たい笑しようすると、クルァシンは樹上から一息に飛び降りた。そうして手の中にひとつ残った李を、それは自らかじり、襲おそってきた酸味に眉み間けんを押さえる。

「……うむ、美味い。甘きは気を休めるが、酸すいは気を引き締しめる。熟れぬ李こそ、この行軍には打ってつけよな。──クェッタ、どうだ！　目は覚めたか!?」

「は──はいっ！」

「良し──他ほかはどうだ！　一いつ騎き当とう千せんの猛も者さどもよ！　まだ眠ねむいなどとほざこうものならば、このクルァシンが直じき々じきに頰ほおを張って回ってやる！」

　凜りんと響ひびく声が、ついに有角ユルフイネクの兵たちを夢から引き戻もどした。覚かく醒せいした男たちが勇ましく鬨ときの声を上げる。掲かかげる剣けんがなくとも、代わりに拳こぶしを振ふりかざして。出発の時にも見せなかった精気を、彼らはここに来て取り戻した。クルァシンは力強い笑え顔がおで頷うなずいた。

「道程みちのりはすでに半ばを越こえた！　さぁ立ち上がれ勇者たち！　ロケィラを救え！　後数千年に渡わたって語り継つがれるほどの栄光が、武勇が、すぐそこにある！」







　進軍を急がせていたのはクルァシンばかりではない。皇おう都とビンナスクに帰き還かんしたセレィも同様であった。いやむしろ、規模にして比べ物にならない兵力を管理しなければならない分、より指揮官としての能力が問われていたとも言えよう。

「ええい、何をやっている！　あの山道に攻こう城じよう塔とうなど持っていけるか！　破は城じよう鎚ついと梯子はしごを揃そろえろ！　それに盾たてだ！　近づく前に天そら弓ゆみ隊から串くし刺ざしにされるぞ！」

　声を荒あらげながらもヒステリーに陥おちいらないところ、どうやらセレィの器量は及きゆう第だい点てんのようだった。初めこそ「時間がない」を口くち癖ぐせにしていた彼女だが、そのうち愚ぐ痴ちる時間も惜おしくなったらしい。代わりに指示を二割増にして、はや一日強──準備の整った部隊より順に皇都から叩たたき出し、ついにセレィ率いる最後の中隊が出しゆつ立たつしようとしていた。

「いざ出しゆつ征せいだ！　正しよう真しん正しよう銘めい、これが勝敗の分かれ目となる！　今や寸刻の間も惜おしい、総員、いざ我に続──」

「せ、セレィ皇子！　報しらせがございます！」

　馬に跨またがり、今まさに出発の掛かけ声ごえを口にしようとしたセレィが、そこで思いもかけず出で鼻ばなを挫くじかれる。額に青筋を浮かせて、彼女は報告を持ってきた士官を睨にらみつけた。

「なんだというのだ！　さっさと報告しろ！」

「そ、それが……」

　何とも途と方ほうに暮れた表情で、士官は後方を指差した。物資を詰つめ込んだ馬車があるが、問題はそれではない。彼が戸と惑まどっている原因は──その御ぎよ者しや席にちょこんと座って手を振ふっている、およそ軍隊に似つかわしくない侍じ女じよの存在である。

「──メ、メリェ？」

「お伴ともさせてくださいな、セレィ様」

　にっこりと微笑ほほえんで、メリェはそう言った。セレィは頭を抱かかえた。

「……遠足ではない。戦いくさだぞ。お前が来てどうしようと言うのだ？」

「導神さまのお世話をいたします」

　あまりに淀よどみなくメリェが答えるので、セレィは思わず苦笑してしまった。──昔からそうだ。普ふ段だんは大人しいようで、一度心に決めると梃て子こでも動かない。それがメリェという少女なのだ。

「……はは。そういえば、あれに抱だかれてこいと言ったのは私だったな。素す性じようも知れぬ神の子を孕はらめと命じた時点で、お前の無茶を気遣づかう権利など喪うしなっていたか」

　苦笑はやがて自じ嘲ちように変わった。そこでセレィはふと、この侍女に関してクルァシンと戦わせた悶もん着ちやくを思い出し──指揮官としての判断とはまったく無関係な嗜し虐ぎやく心が、彼女のなかでむくむくと鎌かま首くびをもたげた。

「──いいだろう、付いてこい。ただし兵たちの邪じや魔まはするな。それに炊たき出だしや手当ての時は手伝ってもらうぞ」

　メリェは元気よく首を縦に振ふった。そんな様子を見て、何だか気が軽くなったように思いつつ、セレィは改めて出しゆつ立たつを宣言したのだった。





＊






　ナバザ砦とりでの兵士たちに緊きん張ちようはなかった。それも当然であろう。ここ最近というもの、十数度に渡わたってロケィラに挑いどまれるも連戦連勝──名実共に無敵の砦として定着しつつある。それがマガタ山脈の中心を横断する唯ゆい一いつの切れ目、ナバザ峡きよう谷こくに設けられた砦の現状だった。

　砦を俯ふ瞰かんしてみた印象は、山やま間あいの底を建造物でみっしりと埋うめたといったもの。王都イシュディロゥから派は遣けんした熟じゆく練れんの大工たちによって二十年がかりで完成を見ただけあり、ロケィラ側がわの壁かべに据すえられた防備は生なま半はん可かのものではない。投石機が四十門。弩いしゆみが二十五門。煮にえ滾たぎる油や熱湯を流すための用水路が十六本。それら盤ばん石じやくの迎げい撃げき装備に加えて、オルワナ軍の主力たる天そら弓ゆみ隊が四個中隊も控ひかえているというのだから、守りの側がわは余よ程ほどの心配性であっても気が緩ゆるむというものだ。

「あーあ、俺も海軍に入ればよかったぜ。ロケィラが陥おちるところをこの眼めで見られたのにな」

「そうぼやくなって。窮きゆう鼠そ猫ねこを嚙かむって諺ことわざもある。ヘタに前線に出て痛い目見るよりは、ここで学ばないバカどもの相手をしてるほうがいいだろ？」

「ここも前線にゃ違ちがいねェけどな。ま、確かに、楽なのはいいこった」

　空には七ツ月が並び輝かがやき、ときおり唄うた虫むしと夜よる見み鳥どりの鳴き声だけが鼓こ膜まくを揺ゆらす穏おだやかな夜半。設備の点検を終え、ひとときの休きゆう憩けいを嚙かみ締しめながら、オルワナ兵士ふたりが雑談を交かわしていた。上官の目がないのをいいことに、手足も翼つばさもだらしなく投げ出している。前回の防衛戦からひと月近く、彼らは暇ひまを持て余していた。

「なぁなぁ、それよりさ、あの噂うわさ聞いたか？　東の崖がけによ……」

「人ひと魂だまが出る、ってヤツか。雨続きで嫌いやになって、見張りの連中は酒でも入ってたんじゃねェのかい？」

「いや、それがよ、けっこう大勢見てるんだよ。緑と赤ってことで色も一いつ致ちしている。物もの凄すごいスピードで崖を上ったり下ったり、とてもこの世のものとは思えない動きをするそうだ」

「はっ、そりゃぜひ拝んでみたいモンだね。網あみでとっ捕つかまえたら高く売れそうだ」

「見張りの間じゃ、死んだロケィラの皇おう子じが化けて出てるって、もっぱらの評判だぜ」

「皇子ってな、どの皇子だ？　あと十個くらい色違いが出てきたらそうかもな」

　ふたりは手足と翼を振ふり乱して下世話に笑い合った。こんな噂話が大流行はやりするくらい、今のナバザ砦とりでは余よ裕ゆうと油断に満ち溢あふれていたのだ。




「くしゅん！」

　食事中の兵たちが仰ぎよう天てんして振り返った。鼻と口を片手で押さえて、何でもない、とクルァシンは首を横に振ってみせる。彼の身体からだは遥はるか樹上にあった。

「驚おどろきました。導神さまでもくしゃみをするのですか」

「ああ。くしゃみもそうだが、疲つかれや眠ねむ気けもたまってくれば無視できん。今とて、お前たちと同じように欠伸あくびを嚙み殺している。──ときにクェッタ、まだでかい声は出るか？」

「充じゆう分ぶんに。腹が充みちればなおいっそう」

　そうか、と満足げに頷うなずいて、クルァシンは眼下の光景を見下ろした。

　遥か谷底に見える石造りの建築は、見紛まごうことなきナバザ砦。ごつごつと岩や樹木の突つき出した東側がわの崖、その頂点で、クルァシン率いる三百の兵たちは最後の憩いこいを済ませていた。

「ここに来た部隊は、歴史上、おそらくお前たちが初めてだろうな。何か感かん慨がいはあるか？」

「さぁ……どうでしょう。高いところは苦手なので」

　クェッタは軽口を利きいた。大勝負を前にしての落ち着きようは、おそらくこちらが地なのだろうな、とクルァシンは思う。とにかく彼は肚はらを決めたのだ。このポッと出の男に、己おのが命を預けると。

「本番強さばかりは才能だ。お前は良い指揮官になれるな」

「指揮官、ですか。監かん督とくの間ま違ちがいでは？」

　クェッタは苦笑して周囲を見渡わたした。まず目に入るのは、崖がけ際ぎわぎりぎりに据すえ置かれたいくつもの巨きよ岩がん。それに加えて、どういった用よう途とを想定したものか、崖の斜しや面めんに生えている樹木に結び付けられて崖上まで伸のびている、十数本のロープ。

「良い兵隊は、よく走り、よく働くものだ。そういう兵隊を上手うまく使えるのが良い指揮官。土木作業で人死にが減るのなら否いや応おうもあるまい？」

　そう言って、クルァシンは額に手で笠かさをして遠くを見渡す。その視線が向かっているのは方角にしてロケィラ側がわだ。にんまりと唇くちびるが釣つり上がって、彼は音一つ立てずに樹上から降り立った。

「予想よりずっと早かったな。──それ、我らが皇おう子じの到とう着ちやくだ」







「止まれ！」

　セレィの号令に応じて、ロケィラ軍の重装歩兵の隊列が一いつ斉せいに立ち止まる。整然と立ち並ぶ盾たての枚数は、前面と側面を完全に囲って、なお余りがあった。いざ戦いくさが始まれば、守るべきは前や横よりもむしろ頭上からの攻こう撃げきであるためだ。

「……何度目の挑ちよう戦せんか、何度目の正直か。いや、」

　そんなことは今さらどうでもいいな、とセレィは独ひとり言ごちた。勝たねばならないことには変わりがない。死者はとっくに責められないところまで昇のぼってしまっている。まったくずるい兄たちだな、とセレィは嘆たん息そくする。

「……私にできる弔とむらいはこの程度のことだ。英えい霊れいの地より見守っていて欲しい」

　死者への黙もく禱とうを済ませると、セレィの関心は再び生者の世界へと戻もどされた。馬の嘶いななき、鉄と汗あせと土つち埃ぼこりの匂におい、浮き足立った兵たちのざわめき。戦場の空気が身を浸ひたすように伝わってきて、かつてない重圧が彼女の肩かたに伸し掛かかる。有角種ユルフイネク全すべての名誉と未来。何の比ひ喩ゆでもなく、ここで敗まければその全てが失われる。不吉な想像に膝ひざが砕くだけそうになるのを、セレィは必死でこらえなければならなかった。

「……勝つとも。あの男の言ったとおり、勝利それを信じ続けることが私の義務だ」

　肚はらの据すわった瞬しゆん間かんが頃ころ合あいとばかり、砦とりでの上に展開していくオルワナ軍の天そら弓ゆみ隊の編隊を見つめながら、セレィはゆっくりと右手を上げていった。それが振ふり下ろされた瞬しゆん間かんが、終わりの始まり──相そう互ごの隊列に緊きん張ちようが走る。

　ロケィラの命運を賭かけた一戦の火ぶたを切って落とす鬨ときの声は、しかし──オルワナ軍にとって、まったく予期しない方向から降ってきた。




「征ゆくぞぉぉぉぉ────！　皇おう国こくの弥いや栄さかは、この一戦にかかれりぃ──！」

「「「「「「「ロケィラ万歳ゴラアアン・ロケイラ！　皇国万歳ゴラアアン・メフメツト！」」」」」」」

「征ゆくぞぉぉぉぉ────！　玉散る剣つるぎ握にぎりしめ、進めや進め、諸もろ共ともにぃ──！」

「「「「「「「皇子万歳ゴラアアン・ノライド！　有角万歳ゴラアアン・ユルフイネク！」」」」」」」

　報告を受けたナバザ砦とりで駐ちゆう留りゆう軍司令部は、一いつ瞬しゆんで沸ふつ騰とうした。

「な──馬ば鹿かな！　崖がけの上に敵だとっ!?」

　ナバザ砦は構造上、崖をそのまま城じよう壁へきとして利用しているに等しい。よって側面からの攻こう撃げきは想定しておらず、当然のようにまったくの無防備。地形を利用した最大の利点──前面さえ守っていればいいという不ふ文ぶん律りつが崩くずされたのだ。

「が、崖上の敵はどれほどの数なのだ!?　あんな場所に、まともな軍隊を連れていけるわけが──」

「じゅ、樹木に隠かくれて、敵の数は判然としませんが──声の密度から察するに、千や二千は固いかと……！」

「そ、そんな馬鹿な……！」







　もちろんのこと、崖上にそのような大戦力は存在しない。予想通りに混乱を極きわめつつある駐留軍を見てとって、クルァシンは不敵に笑ったが──他ほかの兵士たちは驚きよう嘆たんを隠かくせなかった。

「これは……どういうことなのですか？　我々の存在が、敵にここまでの混乱を呼ぶとは……」

「地形効果だ。お前たちも山やま彦びこくらいは経験があるだろう？　音とは跳はね返るものなのだ。そして谷底という位置は、両側がわの斜しや面めんに反はん響きようして増ぞう幅ふくを重ねた音が、最終的に行き着くところでもある。加えてこの人数だ。五倍から十倍程度に、こちらの戦力を見誤ったとしてもおかしくはない」

　錯さつ覚かくとは恐おそろしいものだ。ひとたび沸騰した空気は、一部の冷静な意見を容易たやすく吞のみ込むだろう。どだい想像に敵かなうわけもないのだ。武器も鎧よろいも持たない三百ぽっちの軍勢が、崖の上で気き炎えんだけを上げているなど……。

「が──このままではすぐにペテンがバレる。……全員、配置についたな!?」

「「「「「「「ロケィラ万歳ゴラアアン・ロケイラ！　皇国万歳ゴラアアン・メフメツト！」」」」」」」

「よぉし、いい返事だ！　魂たましいを燃やせ！　力の限り、押して引けぇぇぇぇぇぇ！」

「「「「「「「皇子万歳ゴラアアン・ノライド！　有角万歳ゴラアアン・ユルフイネク！」」」」」」」

　クルァシンの掛かけ声ごえに合わせて、兵士たちが岩を押し、満身の力を込めて綱つなを引く。みしりみしりと音を立てて、斜しや面めんの樹木が反そり返っていく。さらにその幹へ、狙ねらい澄すましたように巨きよ岩がんが落とされ──







　兎とにも角かくにも迎げい撃げきに向かおうと、東側がわの斜面の麓ふもとまでやってきたオルワナ兵士たちは、そこで異様な地じ響ひびきを耳にした。ひしゃげ、ねじれ、ぶつかり、削そげ落ちる──いくつもの音が入り混じって、ひとつの洪こう水ずいとなっている。進軍の轟とどろきとしては明らかに妙みようだ。

「な……何だ……!?」

「まさか……こ、こりゃぁ……！」

　山さん岳がく地帯に故郷を持つ者たちが、音の正体をいち早く察した。だが遅おそい──頭上から降り注ぐ鬨ときの声と、味方が口にする混乱の叫さけびに、彼らの警告は空しくかき消された。

「に、逃にげろぉぉぉ──！　地じ滑すべりだぁぁぁぁ──！」







　ナバザ砦とりでを両側から挟はさむ壁かべの一方、ロケィラ軍から見て右側を成す斜面から、無数の岩や樹木を含ふくんだ表層の土ど砂しやが、どろどろと異様な音を立てて崩くずれ落ちていった。迎撃に集まったオルワナ兵たちをがぶがぶと吞のみ込んでいく、その有あり様さまはまさしく大地の津つ波なみそのもの。策略の効果のほどを見届けて、クルァシンはふぅと嘆たん息そくした。

「……これもまた地形効果だ。今の時期、ナバザ峡きよう谷こくの周辺では断続的な長雨が続く。当然のように土はぬかるみ、地じ盤ばんは脆もろくなっていたが、それだけではまだ地滑りは起きない。最後のきっかけが樹木への干かん渉しようだ。樹じゆ齢れいが高く太い木ほど、その根は広こう範はん囲いに渡わたって広がっている。必然、引っこ抜ぬこうとすれば、より多くの土ど壌じようをかき回すことになる。柔やわらかい土に硬かたく芯しんを通しているのは他ほかでもない樹木の根なのだ」

　解説を加えながらも、クルァシンの口調にはどこかしら覇は気きがなかった。自らの手でもたらした虐ぎやく殺さつを無条件で喜べるほど、彼も嗜し虐ぎやく的な神格の持ち主ではないのだろう。

　ほんの一いつ瞬しゆん頭をよぎった感傷もすぐに打ち消し、クルァシンは砦の真正面──まさに絶好の機を迎むかえたセレィの軍勢を見つめた。







「──今だ、進め兵たちよ！　損そん耗もうを恐おそれるな！　この頃ころ合あいを逃のがしては、もう二度と好機はない！」

　分散した戦力がさらに大きな打撃を受けたナバザ駐ちゆう留りゆう軍の混乱は、主兵力である天そら弓ゆみ隊の足並みを乱していた。飛来する矢の密度は、先だっての海戦に比べればいかほどのこともない。セレィは迷わず歩兵たちを前進させ、さらに梯子はしごと破は城じよう鎚つちを持ち出して砦とりでの攻こう略りやくを開始する。盾たてを傘かさにして勇ゆう猛もうに突とつ進しんしていった尖せん兵ぺいたちが、渾こん身しんの力で破城鎚を門に打ち付けた。みしみしと蝶ちよう番つがいが軋きしみを上げる。

　もちろん敵も黙だまってはいない。岩が飛び、弩いしゆみが迸ほとばしり、梯子を上る兵たちに熱した油が浴びせかけられる。多くの兵たちが梯子を上りきる前に、あるいは上りきったところで突つき落とされて、亡なき骸がらの仲間入りをした。死者と負傷者は一秒ごとに増えていくが、それでもわずかずつ、その比率がオルワナ側がわへと傾かたむいていく。

　ほどなく決着の時はきた。破城鎚が門を打ち破るよりも早く──内側に侵しん入にゆうしたロケィラの兵士が、外側の友軍を迎むかえ入れたのだ。







「……勝った、か」

　砦内部に次々と雪崩なだれ込んでいくロケィラの軍勢を眺ながめ下ろしながら、クルァシンは深く安あん堵どの息をついた。彼が予想した以上の運びで、山は越こえた。ロケィラの損そん耗もうは最小限で済んだだろう。

　休んでばかりもいられない。笑え顔がおを取り繕つくろい、クルァシンは兵たちに向きなおった。

「御ご苦労だった！　お前たちの活かつ躍やくで、ロケィラ軍は見事勝利を収めた！」

　勝かち鬨どきが上がる。未いまだ呆ぼう然ぜんとした面おも持もちで崖がけ下を眺ながめる者、はしゃぐあまり斜しや面めんを滑すべり落ちそうになる者もいて、クルァシンは慌あわてて彼らを窘たしなめた。

「さぁ、もうここに用はない。うまく崖を迂う回かいして下山し、セレィたちと合流するんだ。俺はもう行かなければならない。以降はクェッタの指示に従え。いいな！」

　返事を待たず、クルァシンはすぐさま崖下へと身を躍おどらせた。最短ルートを取らずにはいられなかった。急斜面を滑るように駆かけ下りながら、彼は呟つぶやいた──余った時間にはやることがあるぞ、セレィ。







「遅おそかったな、導神どの」

　崖下に到とう着ちやくしたクルァシンは、予想外にもその場でセレィと鉢はち合あわせた。皇おう子じは小こ脇わきに掘削器スコツプを抱かかえた屈くつ強きような男たちを背後に引きつれていた。

「丁度いい。力仕事は得意であろう。彼らを手伝ってくれ」

　そっけなく言うと、クルァシンにも掘削器を渡わたす。彼がぽかんとしてそれを受け取ると、セレィは眼光鋭するどく導神を睨にらみつける。

「そなたが呆ほうけている間に息絶える者もあるぞ。それとも、敵兵の命などは取るに足らんと言うのか？」

　言われて、クルァシンはすぐさま土を掘ほり返す作業に加わった。持もち前まえの聴ちよう力りよくで土中の物音を感じ取り、効率よく生存者を救い出してゆく。埋うめた当人が掘り返すという奇き妙みような光景には、しかし誰だれも横よこ槍やりを入れなかった。

「セレィ、砦とりでの制圧は済んだのか？」

「指揮官は投降した。ともなって残りの兵たちもみな武器を捨てた。となれば彼らは捕ほ虜りよとしての立場だ。有角ユルフイネクの民たみの名めい誉よにかけて、適切に扱あつかわねばならん」

「だから、土に埋まった敵兵まで掘り出しているのか」

「気に食わないか。そなたも同じことを言うと思ったのだが」

　二人は真っ向から見つめ合った。額より伸のびた一角つのに心まで貫つらぬかれた気がして、クルァシンは思わず胸を押さえた。

「そなたは数ある国の数ある有力者の中から、ロケィラ皇おう子じであるセレィ・メル・ロケィラを選んだのだろう。ならば、求められていることは多少なりとも分かっているつもりだ」

　次々と土塗まみれの兵が掘り出されていく。……もちろん半数は息絶えていた。生者の口に水をやり、死者の目を優やさしく閉ざして回っていくセレィの顔には、万軍を率いる時とは別物の慈いつくしみがある。

「きっと、何もかも知っていて選んだのだろうな。そなたは神なのだから」

　ふっと寂さびしげに微笑ほほえんで、セレィはクルァシンの傍かたわらを通り過ぎていった。たまらない罪悪感に襲おそわれたが、クルァシンは彼女を追うことができなかった。

　周囲を見渡わたす。転がる身体からだの半分は死体。この奸かん計けいでどれだけの人命を奪うばったのか、彼は叶かなうことなら正確に数えたかった。数値化はひとつの指標だ。たとえそれが無限大に増えていく宿命であろうとも。

「……埋めては掘り返して。殺しては活いかして。何様のつもりだ？　俺は」

　ああ──そういえば神様だったな、と。クルァシンは吐はき捨てるようにそう言って、苛いら立だちを隠かくせぬままに作業を続けるのだった。








斥候コリォ









　これはどういうことだ！──というクルァシンの絶ぜつ叫きようにも似た抗こう議ぎは、事後承しよう諾だくという形で強引に封ふう殺さつされた。争点は無論のこと、侍じ女じよメリェの随ずい伴はんに関してである。

　再会が叶かなうや否いなや、すぐさま腕うでに抱だきついてきたメリェを持て余しながら、クルァシンは理り不ふ尽じんさに震ふるえる声でセレィに問うた。

「ふふ、風ふ呂ろ場ばかりか戦場にまで付いてくるだと！　セセセ、セレィ、俺は大きく勘かん違ちがいしていたやもしれんから訊きくが、お前の国でいう『侍女』とはどういった役職だ!?」

「皇おう族ぞくつきの世話役だ。時に導神どの、私は今、なんというか……とても楽しい」

「紛まごうことなき嗜し虐ぎやく性せいの発はつ露ろだ！　何なのだ、お前は俺を追い詰つめてどうしたい!?」

「何を人聞きの悪い。ほんのちょっと、いい声で鳴かせてみたいだけだ」

　そう告げるセレィの唇くちびるは、なるほど酷こく薄はくに釣つり上がっており、悪意以外の感情を微み塵じんも感じさせない。クルァシンは絶望的に察した──この女は、楽しいからやっている。何の含ふくみも意味もない！

「まぁ、そこまで嫌いやがることもあるまい。もとより世話役にメリェを受け入れることは、とうに決まっていた事じ項こうだ。血なまぐさい戦場の空気も、これで少しは和なごむというもの」

「よくもまぁ、この期ごに及およんでそのような詭き弁べんが出てくるものだ！　レプトとの会談を買って出たのは失敗だったな！　お前だけでも充じゆう分ぶんに事足りた！」

「いやいや、そのように誉ほめられると面おも映はゆい。此こ度たびの戦果についても、さしあたり何の報ほう酬しゆうも遣つかわさずに悪いのだが、代わりにそれを好きなだけ可愛かわいがってやってくれ。──ああ、行こう為いに及ばんとする時は、せめて天幕でな」

　クルァシンの罵ば倒とうを物ともせず、セレィは終始上機き嫌げんのままで席を立った。さしあたり進軍の準備が整うまであてがわれた砦とりでの一室で、寝しん台だいに腰こし掛かけ、導神は壮そう絶ぜつな溜ため息いきをつく。

「導神さま、お求めはございませんか？　何でもご奉ほう仕しいたします」

「……とりあえず、腕から離はなれてくれ」

　するりと細腕が解ほどけた。存外に聞き分けがいいと、彼がそう思ったのもつかの間、今度は背後から首筋に抱きついてくる。

「他ほかにお求めはございませんか？　何でもご奉仕いたします」

　何を言っても無む駄だだ、クルァシンはすぐにそう察した。となれば、彼が取るべき方策はただひとつ──徹てつ底てい的に無視を決め込むまでである。

「果物がございますよ。喉のどはお渇かわきになりませんか？」

[image: ]

「…………」

「走り通しでお疲つかれでしょう。お身体からだを拭ふかせていただいてよろしいですか？」

「………………」

　ふたつ、みっつと聞き流しているうちは良かった。だが、そのうちメリェの瞳ひとみに涙なみだの粒つぶが盛り上がってきたので、この作戦もあえなく失敗に終わった。

「あああ、泣くな！　頼たのむから泣くなっ！　およそ男という生き物は、お前くらいの娘むすめに泣かれると、恐おそろしい罪悪感に襲おそわれるようにできているのだ！」

「何、か……お求め、は……、ひぐっ……」

「か、髪かみだ！　髪を梳すいてくれ！　山中を走り回ったせいで、やたらと土を巻き込んでいて気持ちが悪い！」

　咄とつ嗟さに口から出た求めはそれだった。クルァシン本人は大して気にもしていなかったが、かつて湯ゆ殿どので彼女がずいぶんと髪それを気に入っていたことを思い出したのである。好きにいじらせておけば機き嫌げんが直るだろうという、まことに消極的なその場しのぎであった。

　案の定、メリェは嬉き々きとしてクルァシンの髪を手入れし始めた。ないた鴉からすが何とやら、という具合の豹ひよう変へんぶりに、クルァシンは少女という生き物に不可解を覚える。

「お前は……俺が好きなのか？　それとも俺の髪が好きなのか？　あるいは、そのどちらでもないのか」

「導神さまをお慕したいしております」

「知り合って数日だぞ。惚ほれた腫はれたを差し挟はさむ隙すきもあるまい」

　メリェはきょとんと首を傾かしげた。人を愛するのに理由がいるということが、どうしても理解できないというような顔だった。

　彼女はしばらく一心に髪かみを梳すいていたが、その時間はきちんと思考にも費ついやされていたらしい。解いた下げ髪を丁てい寧ねいに結ゆい直しながら、有角ユルフイネクの侍じ女じよはぽつぽつと話し始めた。

「わたしのメリェという名前は、ちょっとだけ特別です。母神メリェノスから取られたものなのですが──この名前を持つ侍女には、いくつか義務があるのです」

「……義務？」

「一つめが、人間ひとの男性には、けっして身体からだを預けないこと。二つめが、もし人生のうちに神の眷けん属ぞくと出会うことがあったなら──求めに応じるまま、身体を差し出すこと」

　クルァシンは複雑な表情で押し黙だまった。エナ・ガゼの風土が育はぐくんだ習俗とはいえ、一いつ介かいの少女に押しつけられるには、あまりに酷こくな決まりであるように思えた。

「あ、でも、一つめの決まりは、成人したら取り消されるんです。それに神様が本当にいらっしゃったことなんて人ひと代よに入ってからはほとんどなくて、わたしは不自由に思ったことはないんです」

　セレィがしきりにメリェを押しつけてくる理由が、ようやくクルァシンにも理解できた。彼女は文字通り、神への供く物もつとして育てられた少女だったのだ。つまりは神との縁えんを取り持つ巫女みことしてのお役目なのだろう。今はいささか趣しゆ旨しが変わっているふうもあるが……。

「でも、いざこうなってみると、その──」

　しどろもどろになりながら、メリェは必死に言葉を探した。

「──きっと、嬉うれしいんだと、思います。胸を張って愛せる方が、目の前にいらっしゃるのが」

　メリェは自信なさげに言った。おそらく、想おもいの言語化という行こう為いそのものに不慣れなのだろう。クルァシンはやり切れない気持ちになって彼女から目をそむけた。

　……愛だの恋だのは、近代社会の生んだ偏かたよった常識だ。異世界でそんなことを論じるのが無意味であることは彼も承知している。だが、しかし、この無む垢くなる少女には、もっとありふれた幸せが与あたえられるべきではないのか？　国のために神への供物となる──そんな重苦しい義務が少女に似合っているとは、彼には到とう底てい思えなかった。

　ああくそ、理性が飛んでもこの娘むすめは抱だけんな──そう決意する一方で、健けな気げな娘に対する庇ひ護ご欲よくも湧わいてくる。入り乱れる心情の間で、クルァシンは強きよう烈れつな葛かつ藤とうに悩なやまされた。

「どうなさいましたか？　導神さま」

「あ、あまりくっつくな。……ああ、髪を結ってくれたのか……」

　綺き麗れいな三つ編みに整え直された長ちよう髪はつを認めて、クルァシンは小さくありがとう、と呟つぶやく。にこにこと微笑ほほえんで、メリェは次の世話を心待ちにしていた。

　このくらいの距きよ離りで気長に付き合っていければな……と、諦てい念ねんと愛情が入り交じった心境のなかで、クルァシンは疲つかれきった苦笑いを浮かべるしかなかった。







　侍じ女じよメリェを引きつれたクルァシンが砦とりでを巡めぐっていくと、ついさっき攻せめ込んだのとは反対の出入り口で、まもなくセレィと合流した。

「なんだ、もう無難に落ち着いたのか。つまらんな」

　第一声はそれで、後はもう興味を失ったという具合に、セレィは兵たちへと視線を戻もどした。損そん耗もうした重装歩兵隊を一度解散させ、ロケィラの主力である胸きよう甲こう騎き兵へい隊へと組み直させるためである。

「まもなく索さく敵てきを兼かねた先せん遣けん隊を出発させる。あわよくば王都イシュディロゥまで辿たどりつき、その様子を窺うかがってきて欲しい。そなたが率いてくれるなら、兵たちも安心すると思うのだが」

「言われるまでもなく、そのつもりだ。副官には誰だれを？」

　ぜひ私が、と隊列の中から声が張り上がった。クルァシンにも聞き覚えのあるその声の主は、剣けんと具足を身に着けて、ようやく兵士としての体裁を取り戻した青年クェッタであった。

「疲つかれを知らんのか、お前は。充じゆう分ぶんすぎるほど働いただろうに」

「ここから走るのは私ではなく馬ですから。それに、まだ李すももが効いております」

　気力充実を示すように、クェッタは二にの腕うでに力こぶを盛り上げてみせた。見世物の利り益やくは充分だったかと、クルァシンは半ば呆あきれて、半ば苦笑する。

「……まぁ良いか。どのみち期限はあと四日。短期決戦であることは間ま違ちがいない」

　王都イシュディロゥの攻こう略りやくにはそこまで手間取るまい──クルァシンはそう考えていた。ナバザ砦とりでで守りが成ったと思い込んだオルワナは、主力であるところの海軍に、兵力の大部分を向かわせている。王都にも守備隊が残されてはいるだろうが……今のロケィラ軍が全力を投入すれば、陥おとすに難しくはない。残された課題は、速すみやかな用兵、そして速やかな進軍だ。

「俺が前線に回るということは、セレィ、お前に指揮の全すべてを委ゆだねることになる。任せていいんだな？」

「見くびるなと言っただろう。そなたもせいぜい流れ矢に気をつけろ」

　二人が不敵に笑みを交かわした瞬しゆん間かん、わずかに風を切る音があった。あ、と兵たちが反応するよりも早く、クルァシンは己おのれとセレィを射抜ぬこうとした矢を三本まとめて摑つかみ取っていた。

「なるほど。流れ矢は何も、前線ばかりではないらしい」

　鋭するどい視線が、遥はるか上方を射抜く。人ひと気けのない防ぼう壁へきの上、弓を構えたオルワナ兵士が、舌打ちして翼つばさをはためかせた。

「逃にがさんさ」

　握にぎりしめた矢を振ふり上げ、クルァシンはそのまま空中の下げ手しゆ人にんめがけて投とう擲てきした。飛来時にいや勝まさる速度で迸ほとばしった三条の軌き跡せきは、その全すべてがオルワナ兵士の翼つばさを穿うがち抜ぬいた。

「う……ぁっ！」

　兵士はそれでも懸けん命めいに羽ばたこうとしたが、やがて限界が来た。傷ついた翼は揚よう力りよくを失い、ほとんど落下するように身体からだを地につけた。

「捕とらえろ！　私の前に連れてこい！」

　セレィが命令し、すぐに数人の兵士が賊ぞくを捕えに走った。まもなく引っ立てられてきた下手人の様子に、クルァシンは思わず目を丸くした。

「……女、か？」

　一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。軽量化を突つき詰つめた衣服はあちこちから肌はだを覗のぞかせ、胸のふくらみすら満足に隠かくし切れていない。オルワナ軍の主力たる天そら弓ゆみ隊のなかでも、特に長距きよ離りの飛行を必要とする者……いわゆる斥せつ候こう兵へいに間ま違ちがいなかった。

「もはやこれまで。好きにするがいい……」

　顔を俯うつむかせたままで、女は呟つぶやいた。セレィはふんと鼻を鳴らす。

「愚おろかなことをしたものだな。すでにこの砦とりでの兵たちは投降している。お前ひとりの行動が、彼ら全員の身を危険に晒さらすとは考えなかったのか」

「……投降……？」
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「知らなかったのか？　さては偵てい察さつにでも出ていて戦いくさに遅おくれたか。だとしても冷静に状じよう況きようを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう」

　冷れい酷こくとも取れる平へい坦たんさで、セレィは女に向けて説教を続ける。まったくの愚ぐ行こうだと。彼女の行動は、オルワナ兵に対する我々の心証を不必要に悪化させただけだと。

「そんな……」

　そこでようやく女は顔を上げた。してみると、存外に凜り々りしい顔立ちである。整った眼め鼻はなの筋に、強い意志を感じさせる瞳ひとみ。ともすれば美少年と錯さつ覚かくしかねない女の印象に、クルァシンはなぜか強い既き視し感を覚え──ちらりと横のセレィを窺うかがえば、彼女も静かに瞠どう目もくしていた。

「お前──名は、何という」

　ぐっと顔を近づけ、瞳と瞳の間に視線で橋を渡わたしながら、セレィは問うた。兵らに両腕うでを押さえられた女は、そのために涙なみだを拭ぬぐうことも許されず、悄しよう然ぜんとした面おも持もちのままで答えた。

「……コリォ」

「コリォ。コリォ……コリォ、か」

　女が絞しぼり出すように答えた名前を、セレィはなぜか、口の中で何度も反はん芻すうした。

「……そうか。では、コリォ──お前には罰ばつを与あたえよう」

　二つの顔がさらに接近する。一角つのがちくりとコリォの額を突ついたところで、セレィは染しみ込ませるように告げた。

「見届けろ、有翼種クロトアの娘むすめ。もっとも身近で、これから私が行うことを」





＊






　王都イシュディロゥ。有翼種の国オルワナが誇ほこる華はなの都。六万の人口を養うこの大都市が有する特異点には、何をおいても八本の『塔とう』を挙げなくてはならない。

　円形の市街地に、いくぶん小ぶりな正方形を二重に描えがくようにして屹きつ立りつする『塔』は、有翼クロトアの民たみがもっとも頻ひん繁ぱんに用いる移動施設である。ときたま誤解されることだが、いかに有翼種とはいえ、鳥のように大空を自由に行けるわけではない。長距きよ離りに渡わたって都内を移動する場合、彼らはまず『塔』を登り、その頂点から目的地周辺の『駅』──すなわち地上に設けられた着地のための広場──をめがけて滑かつ空くうする。朝方の仕事始めはとりわけ利用者が多く、初めて都を訪おとずれる旅行者などは、上空から挨あい拶さつを食らって度ど肝ぎもを抜ぬかれることもしばしばである。

「くはは、確かに高い高い。このような眺ながめばかり見ていれば、己おのれこそ万民の支配者だと驕おごってしまうのも、なるほど無理からんことか」

　次々と大空を滑すべり降りていく有翼の民たちを、さらなる高みから見下ろす影かげがあった。オルワナの象しよう徴ちようとも言える八本の『塔』よりも高い建築となれば、もはや国内に一つしか存在しない。『塔』によって描かれた二つの正方形の対角線が交わるところ──つまり都の中心に建てられた、オルワナ王族の住まう王宮である。

「──36号。ナバザが陥おちた」

　王宮内でも最高の位置にあたる天守の間。本来ならば女王と、女王に伴ともなわれた直系の王族にしか立ち入ることを許されない空間に、それらの存在は明らかに異質だった。纏まとった黒衣で顔の下半分までを隠かくした男──アルマダートの工作員イドと、裸はだかの上半身を晒さらした姿で窓枠わくに腰こし掛かける大男。二人の背中には、オルワナ国民の証あかしたる両りよう翼よくが存在していない。

「耳の早いことよ。で、儂わしにどうしろと？」

「野戦で迎むかえ撃うて。王都決戦に持ち込まれる前に、指揮官の首を取れ」

「誰だれに命令しとるつもりだ、アルマダートの走狗イヌ」

　空気が凍こおる。ぎしりと窓枠が軋きしみ、大男の存在力が空間を圧あつ迫ぱくする。

「吼ほえるな。きさまの趣しゆ味みには合った状じよう況きようだろう」

　大気がそのまま鉛なまりに変じたような圧力を、イドは眉まゆひとつ動かさずに受け流す。ふん、と鼻を鳴らして、大男は怒ど気きを収めた。

「きさまらが仕損じたというだけでは、な。そいつがどの程度の歯は応ごたえなのかも、まるきり分からんのだが……」

　ぼやきつつ、大男はやれやれと腰を上げた。そうしてみると巨きよ軀くはなお際きわ立だち、危あやうく天てん井じように頭を擦こすりそうなほどだ。イドも長身の部類だが、その彼の頭ですら胸板の下にあった。

「兵を五百ばかり借かりていくぞ。……まぁ単たん騎きでも構わんのだが、さすがに恰かつ好こうがつかんからな」

　好きにしろ、というイドの返答を待たず、大男の姿は階下に消えていた。──そこで電子音が鳴り響ひびき、急に広くなった感じのする室内で、イドは懐ふところから小型の端たん末まつ装置を取り出す。

『──あ、兄貴。いま、砦とりでから斥せつ候こう隊が出発しただ』

「ヤツは？」

『先頭を走ってるだ』

「承知した。お前も急ぎ帰き還かんしろ」

　たったそれだけを早口で連れん絡らくし合うと、イドは速すみやかに端末の電源を落とす。意味性の崩壊ゲシユタルト・ブレイクこそ免まぬかれているが、発展界の機器は異世界エナ・ガゼでは消しよう耗もうが著いちじるしく、少しの浪ろう費ひも避さけねばならないのだ。

「……いよいよ、かち合うことになるか」

　珍めずらしく切迫感を帯びた声で、イドはぼそりと呟つぶやいた。








野戦──暴神オルデンダラィム












　ナバザ砦とりでを出発して数刻も経たった頃ころ、斥せつ候こう隊の先頭を走っていたクルァシンが、唐とう突とつに足を止めた。

「いかがなさいましたか？　導神さま」

　クェッタが不思議そうな面おも持もちで問うても、クルァシンは返事をしない。ただ、未いまだかつてないほど険しい目つきで、眼前に広がる地平を見据すえるばかり。

「……意味性ゲシユタルトの乱れを感じる」

　余人には理解できない内容を、クルァシンはぼそぼそと口にする。

「〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟か……？　いや違ちがう、そんな規模のものではない！」

　隊に向きなおり、クルァシンは鋭するどい口調で指示を飛ばす。慌あわただしく戦列を取っていく騎き兵へいたちは、隊列全体が二等辺三角形を描えがいたところで、ようやく指示の意味を理解した。

「ぜ──前方に敵部隊を目視！　総員、抜ばつ刀とう！」

　しゃらん、と清せい澄ちような音を立てて白はく刃じんが煌きらめく。クルァシンとクェッタが睨にらみ据える先には、土つち埃ぼこりを巻き上げて疾しつ駆くする敵方の騎兵隊が、いよいよ間近に迫せまりつつあった。

「止まれえぇい！」

　指揮官の号令一下、騎兵隊がクルァシンたちの目前でぴたりと停止する。そこに至って、ロケィラの兵らは皆みな揃そろって目を剝むいた。──敵騎兵を率いて先頭に立つ大男の、その余りの巨きよ体たいゆえである。

「おいこら。きさまが指揮官だな？」

　自らの体たい軀くが生み出す長大な影かげのなかに、クルァシンの全身をすっぽりと覆おおい隠かくしたまま、大男は無ぶ遠えん慮りよに問うてきた。……焦こげ茶色の長ちよう髪はつをひとくくりに纏まとめ、顎あごには同じ色の髭ひげを豊かに蓄たくわえた壮そう年ねんの男である。全身を覆う筋肉は分厚く壁かべを成し、とりわけ裸はだかの胸むな板いたなどは凄すさまじい。ロケィラ兵らが持つ程度の刀では、鍔つば元もとまで刺さし込んだところで心しんの臓ぞうに至るまい。

　なるほど敵ながら見事な益ます荒ら男おではあったが、先だっての勝利からクルァシンを信しん頼らいすることを覚えたロケィラの兵たちは、その程度のことでは動どう揺ようしない。クェッタは瞳ひとみに敵意を燃やし、信頼する導神が当とう意い即そく妙みようの皮肉を返してくれることを期待したが、意外にも彼は黙もくしたままだった。ただ、尋じん常じようならざる警けい戒かいを宿した瞳を、じっと大男に向けるだけ。

「思ったよりちんまいな。何号かとは訊きかんから、ま、とりあえず名乗ってみろ。仮にもヴェル・グルンを一度は退けたくらいだ。師事した神くらいはいるんだろう」

　大男は身勝手に問いを連ねる。いよいよクェッタの憤ふん激げきが頂点に至ろうとした時、クルァシンは彼を片手で制して、重々しく声を発した。

「……この界くにでの名は導神クルァシン。不ふ肖しようの身ながら、祖武神ユンフェイの門下に名を連ねている」

「ほぅ、祖武神の系けい譜ふときたか！　噓うそか真まことか知らんがな、その肩かた書がきは相応に重いぞ」

「承知している。して、御おん身みは何者か？」

　ふむ、と顎あごの髭ひげを片手でさすりながら、大男は真しん剣けんに考え込むそぶりを見せる。

「……どの名がいちばん通りがいいかのぉ。ディルディエゴ、メリクエダサクス、エンシノガイオス……む、最後のはポセイダオンと言ったほうが分かりやすいか？」

　途と中ちゆう、ほとんど分からないくらいの動きではあったが、クルァシンの肩かたがわずかに震ふるえた。その反応が、最後の二つの名前に対する動どう揺ようであったことまで、男は目ざとく見逃のがさなかった。

「ほ、そこに反応したか。おおよそ読めたぞ──クルァシンとやら、きさま地球アースの出身か」

　容易たやすく看破されても、クルァシンは誤ご魔ま化かしひとつ口にできない。そんな余よ裕ゆうもないくらい、大男が口にした名詞に、彼ははっきりと戦せん慄りつしていたのだ。

　エンシノガイオス──それはギリシア神話において海洋を司つかさどる神の名前。ティタン神族のクロノスとレアーを父母に持ち、オリュンポス十二神の一柱に名を連ねるこの神は、しかし別の名前のほうでより広く知られている。

　それが、ポセイダオン。だが、これもイオニア系の方言に訛なまった呼ばれ方である。より一般的に表記するならば──ポセイドン、とするのが望ましい。

「ああ、そうとも、形けい而じ上じように住まう同胞はらからよ──」

　大男は満足げに頷うなずき、分厚い胸むな板いたを、片手でどんと叩たたいた。

「儂わしはＭＰメタフイジツクス36号。──この界くにの神話に、オルデンダラィムと名を刻む暴神よ！」

　名乗りを上げた刹せつ那な、オルデンダラィムの手中に、閃ひらめくようにして三みつ叉またの銛もりが顕けん現げんした。──かねてより海神の象徴とされる武装は、この異世界エナ・ガゼにあっても同じこと。

「行くぞ導神！　祖武神の弟子よ！　儂の銛ときさまの拳こぶし──二つこうして並んでしまえば、どうして比べ合わずにいられようかッ！」

　馬上から突き下ろされた銛が、危あやうく身をかわしたクルァシンの喉のど元もとを掠かすめていく。その暴挙を見届けるに至って、ついにロケィラの兵たちが戦意を爆ばく発はつさせた。

「──突とつ撃げきッ！　許しておくな、敵は我らが導神さまに手を出したぞぉッ！」

　クェッタの号令に雄お叫たけびで応こたえ、騎き兵へいたちは目前の敵軍に馬を走らせる。負けじとオルワナ側がわも応じた。蹄ひづめと剣けん戟げきの音はいよいよ密度を増し、両軍入り混じっての大混戦へと発展していく。

「邪じや魔まじゃ！」

　大将首は狙ねらわれるが必定とばかり、我先にとオルデンダラィムへ走った兵たちが、しかし暴神の振ふるう一撃によって三騎もまるごと吹ふっ飛ばされた。腸はらわたと肉片を撒まき散らし、ぐしゃりと音を立てて落下した彼らの身体からだは、馬の首ごと真っ二つに両断されている。

「雑魚ざこは退のけよ！　人は人同士、好きに殺し合うがいい！」

　雑草でも刈かり取るように人馬を蹴け散らし、憚はばかることなく暴言を叫さけぶオルデンダラィムは、己おのが指揮官としての立場など少しも意識していない。正まさしく暴神──その認にん識しきが、両軍の兵たちに畏い怖ふと怯おびえを伝でん播ぱさせていく。

「──ぬっ!?」

　鋼はがねの軋きしむ音がして、オルデンダラィムが驚おどろきに眼めを見開く。落馬した兵を刺さし貫つらぬこうとした銛もりの切っ先が、その手前でがっしりと両腕うでに絡からめ取られていた。

「……それが御おん身みの在あり方かたか、偉い大だいなる先せん達だつよ。ならば交こう渉しようの余地はないッ！」

　震しん脚きやくが大地を揺ゆすぶり、クルァシンの全身に充じゆう溢いつした力が爆ばく発はつする。絡め取った銛の切っ先を起点に、自らが起重機であるかのごとく、彼はオルデンダラィムの巨きよ軀くを宙に浮かせたのだ！

「な──ぬおおぉっ!?」

「破ハァァァァアァァッ！」

　宙づりになった形のオルデンダラィムを、クルァシンは満身の力を込めて地上に投げ落とした。速度に増ぞう幅ふくされた大質量が地じ響ひびきを起こし、抉えぐれた草と土が一いつ斉せいに舞まい上がる。

「かはっ──ふ、ふはははッ！　愉ゆ快かいだ、まっこと愉快ぞ！」

　仰あお向むけになりながら大笑し、オルデンダラィムは巨軀に似合わぬ身軽さで跳はね起きた。その口元は歓かん喜きに打ち震ふるえ、落下による影えい響きようなど微み塵じんも感じさせない。

「ユンフェイの系けい譜ふというのも駄だ法ぼ螺らではなかったか。ならば、こちらからも征いかせてもらおう。──見事凌しのいでみせろ、若き神よッ！」

　一転して攻こう勢せいに回ったオルデンダラィムの猛もう攻こうは、その苛か烈れつなること、もはや武芸の域に収まるものではない。刺し突とつが頰ほおを掠かすめ、斬ざん撃げきが地を抉り、薙なぎ払はらいが兵を束ねて屠ほふる。挙動のひとつひとつによって出で鱈たら目めに攪かく拌はんされた大気が、すさまじい癇かん癪しやくを起こして荒あれ狂くるう……！

「───くッ！」

　紙一重のところで攻撃を避さけながら、クルァシンは防戦一方に追い込まれる状じよう況きように歯は嚙がみした。──ヴェル・グルンの時とは訳が違ちがう。不用意な踏ふみ込みは、間違いなく串くし刺しの結末をもたらすだけ。

「どうしたッ！　引ひけ腰ごしが勝利を呼ぶと、ユンフェイはそう教えたのかッ！」

　流しきれない衝しよう撃げきが蓄ちく積せきし、クルァシンの両腕を刻々と重くしていく。が、導神とていつまでも黙だまってはいない。危あやうく首を刈かりかけた一いつ閃せんをのけぞってかわした瞬しゆん間かん、待っていたとばかりに彼の機転が炸さく裂れつした。ひねりを加えた首の動きによって、導神は銛の柄えに、自らの下げ髪かみを絡からませたのだ。

「ぬぅっ!?」

　必然、オルデンダラィムが突つきを戻もどすのと同じ速度で──否いな、予測があった分だけ加速して、クルァシンの身体からだは暴神の懐ふところへと飛び込んだ！

「砕サイッ！」

　体重を乗せた拳こぶしの一いち撃げきが、正面からオルデンダラィムの顎あごを打ち抜ぬく。ぐらりと傾かしいだ巨きよ体たいに、クルァシンは髪かみを解ほどくと同時、さらなる連れん撃げきを見舞まった。両眼めへの二に指し鋭えい爪そう、人中への中なか高だか一いつ本ぽん拳けん、両こめかみへの髪かみ留どめによる鞭べん打だ──全すべては一呼吸のうちに為なされた神かみ業わざである。必殺の名を現実とするべく、クルァシンは止とどめとばかりに、敵の鳩尾みぞおちを狙ねらった掌しよう打だを打ち下ろし、

「かはァ──温ぬるいわッ！」

　苦し紛まぎれに放たれたオルデンダラィムの拳が、まったく予期せぬ頃ころ合あいで、導神の胸むな板いたを捉とらえた。

「が──ああッ!?」

　毬まりのように吹ふき飛ばされながら、クルァシンは中空で戦せん慄りつした──馬ば鹿かな。渾こん身しんの連撃は余すところなく命中していた。今のはさながら、槍やりの雨が降り注ぐなかで、拳を天に掲かかげるような反はん撃げきだ……！

　背を地面に叩たたきつけられ、クルァシンはしたたかに吐と血けつした。最低限の受け身を取ることさえも、暴神の一撃は許さなかった。倒たおれ伏ふす導神を見下ろして、裸はだかの胸板を居い丈たけ高だかに反そらし、オルデンダラィムは一いつ喝かつした。

「たわけぃ！　経けい穴けつだか急所だか知らんが、通り一いつ遍ぺんの牽けん制せいが儂わしに通ずると思うな！　一撃に全力を込めて打ってこい！　祖武神ユンフェイならば、二の打は要いらぬと言うたはずだ！」

　その罵ば倒とうはクルァシンの精神を強きよう烈れつに揺ゆさぶった。事実、彼にすれば、最後の掌打は渾こん身しんの一撃。仮か借しやくない決め手のつもりだった。だというのに、食らったオルデンダラィムは今もって意気軒けん昂こう。導神の心を絶望が覆おおい始める。──あれを真正面から受けてなお反撃してくる相手に、果たして勝ちの目があるのか……？

「ぁ……ぁ、あ？」

　折れかけた心を、じゃらり、と錆さびた鉄の音色が脅おびやかす。クルァシンはハッとして自分の身体を見下ろし、その至るところに巻きついた鎖くさりの縛いましめを幻げん視しした。……ああ、憶おぼえているとも。神となってからもずっと増え続け、今や本数を数えることすら虚むなしい、この業ごうを……。

　魂たましいに刻まれた碑ひ文ぶんを指でなぞったように、若き神は否いや応おうなく自覚した。──屈くつせるわけがない。そも、この身を動かすものは、今や自分の意志ではないのだから。

　曲がった膝ひざが発条ばねのように伸のびた。その復活は明らかに不自然で、上空から見えざる糸に引かれているのかと疑うほどの唐とう突とつさだった。瞳ひとみには生気がなく、表情には絶望より他ほかの感情が見えてこない。それでも確かに、クルァシンは立ち上がっていた。まったく不可解な動因によって、命の限り戦い続けるモノとしてそこに在あった。

「……なんだ、きさまは。すっかり戦意喪そう失しつかと思ったら、操あやつり人形のように立ちおって。雲の上に繰くり手でもおるのか？」

　あながち冗じよう談だんでもなさそうな面おも持もちで、オルデンダラィムは天を見上げる。クルァシンは昏くらい目のまま、唇くちびるだけを自じ嘲ちよう的に釣つり上げた。

「……ああ、たしかに、繰り手はいるとも。天上に何千、何万、何億といる。彼らは各おの々おの一本ずつ鎖くさりを握にぎっていて──それは絡からめ取った俺を縛いましめるばかりでなく、俺の一挙一動に至るまでを、固く規定するのだ」

　何の寝ね言ごとだ、と笑い飛ばそうとしたオルデンダラィムは、しかしそこで言葉を失った。霊れい気き、とでも表現するしかない圧力が、クルァシンの全身から迸ほとばしっていたからだ。

「……おい。なんだ、それは？」

　長く時と寄り添そってきた分だけ磨みがかれた戦士の感覚が、見えざる脅きよう威いを直感していた。それは不可解な重みとして、オルデンダラィムには感じられた。自分の半分ほどの重量めかたしかないクルァシンが、まるで鉛なまりがみっしりと詰つまったように、重厚な存在と思えたのだ。

　ぽつぽつと雨あま粒つぶが落ちてきた。……当事者たちも気づかぬうち、戦場の空は分厚い雲によってすっかり覆おおわれていた。遠えん雷らいが兵たちの耳に低く轟とどろき、ほどなく訪おとずれるだろう嵐あらしの激しさを予感させる。

　徐じよ々じよに密度を増していく雨の中で、神々は静かに睨にらみ合っていたが──やがて、オルデンダラィムのほうから銛もりを引いた。彼の瞳ひとみは、今や未知への期待に爛らん々らんと輝かがやいていた。
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「──面おも白しろい。それが、きさまをＭＰメタフイジツクスたらしめる根幹というわけか」

「…………？」

　怪け訝げんに眉まゆ根ねを寄せるクルァシンをよそに、オルデンダラィムは颯さつ爽そうと踵きびすを返した。

「なかなか楽しませてもらったぞ、ユンフェイの弟子。まだまだ温ぬるいが、若さの割には上等な功夫クンフーだった。なおかつ、それ以上の出し物があるというのであれば──このような荒あれ地ちで屠ほふってしまうのは、あまりに勿もつ体たいない」

「…………」

「知っておるか？　神話の創造には、それを見届けるための観衆が要いる。──王都までやってこい、導神クルァシン。二十万の観客を侍はべらせて、儂わしとの決着はそこでつけてもらおう」

　未いまだそこここで戦せん闘とうを続ける騎き兵へいたちを一いつ喝かつし、オルデンダラィムは悠ゆう然ぜんと去っていく。生き残ったオルワナ兵たちは、慌あわてて戦線を離り脱だつして彼の後を追った。……その背後から、血気盛んなロケィラ兵らは追つい撃げきしようとしたが、クルァシンの異変に気づいたクェッタがその愚ぐ行こうをとどめた。

「ど、導神さま……」

　いよいよ叩たたきつけるように激しくなってきた雨のなか、半身に構えたまま彫ちよう像ぞうのように動かないクルァシンを認めて、クェッタは不安げに声をかけた。彼は長いこと、去っていくオルデンダラィムの背中だけを凝じっと見つめていたが──その姿が地平線の彼方かなたに消えたところで、ようやく我に返ったように両腕うでを下ろした。

「……クェッタ。被ひ害がいは、」

　傷いたんだ肺から絞しぼり出した掠かすれ声で、クルァシンは副官へと問うた。かつてないほど消しよう沈ちんした様子に動どう揺ようしつつも、クェッタは自らの義務を果たす。

「四十ほど死にましたが……大だい丈じよう夫ぶです。主力には、損害ありません」

「そうか……」

　肉親の訃ふ報ほうでも聞いたように、クルァシンは沈ちん鬱うつな表情を和なごませなかった。

　──また四十本増えたのか。

　声には出さず、彼が唇くちびるだけで紡つむいだ言葉に、クェッタが気づくことはなかった。








野営









　ナバザ砦とりでから王都イシュディロゥまでの中間地点にあたる開けた草原で、セレィ率いるロケィラ全軍は野営を行っていた。正確には全軍、というにはいくぶん足りていない。ナバザ砦を補給の中ちゆう継けい点として、物資を運ぶ輜し重ちよう隊たいなどには、準備ができしだい本隊を後追いさせる形になっていたからである。

　とはいえ、その過程もほぼ終しゆう盤ばんに差し掛かかっていると見ていい。もとより長期戦は想定外としたため、用意された糧りよう食しよくも、ほとんどが当座のもの。──温かい食事を摂とらせることで兵たちの英気を養い、かつ後続の隊が合流して戦力の集中が成されれば、明日の王都攻こう略りやくは破竹の勢いとなる。それがセレィの出した予想であった。

　そうして腹を満たした兵たちが、思い思いに談笑する野営地の只ただ中なかを、明るく声を張り上げながら闊かつ歩ぽする影かげがある。紅くれないの深シン衣イに翠みどりの貫カン頭トウ衣イを重ね着て、長くしなやかな黒くろ髪かみを二ふた房ふさに括くくり、傍かたわらに侍じ女じよメリェを影かげのように従えている。──今や、セレィと並んでロケィラ軍の精神的支柱となった、導神クルァシンの姿であった。

「いいか！　泣こうが喚わめこうが、次の戦いくさで全すべてが決まる！　では、あえて問うぞ──今のお前たちに敗北の道理があるか!?」

「ありませぬ！　我らのうちに誰だれ一人として、セレィ様とクルァシン様を信じぬ者は無きゆえに！」

　導神を起点として熱ねつ狂きようが波のように広がっていく。激げき励れいに応こたえる兵たちの顔を一通り見回して、クルァシンは彼らの肩かたを一人一人叩たたいて巡めぐった。信しん頼らいする神に手ずから触ふれられた兵士たちは、そこに揺ゆるぎない加護を感じて、歓かん喜きの涙なみだを滲にじませる者さえある。

「「「「ロケィラ万ばん歳ざい！　セレィ様万歳！　導神クルァシン万歳ぃぃぃ！」」」」

　満座の合唱に送られて、翠の貫頭衣を翻ひるがえし、クルァシンは颯さつ爽そうと兵たちの溜たまり場ばを去ってゆく。一見したところ、導神の風格にはいささかの衰えもない。

　しかし、もっとも身近なメリェだけは彼の振ふる舞まいに確かな違い和わ感を覚えた。小さな一角つのが疼うずき、これは繕った威厳だと訴うつたえていた。その感覚の正しさはまもなく証明される。

「導神さ、ま──」

　兵たちの喧けん騒そうから遠く離はなれたところで、導神の横顔をそっと覗のぞき見たメリェは、その有あり様さまに思わず息を吞のんだ。──それは凄せい絶ぜつな笑え顔がおの仮面だった。兵たちを鼓こ舞ぶするために繕つくろった偽いつわりの笑みが、内心の懊おう悩のうと不気味なほどに乖かい離りして、今にも剝はがれて落ちるような危あやうさで導神の整った相そう貌ぼうを平たく覆おおっていた。

「──何が違ちがう？」

　不気味に強こわ張ばった笑え顔がおを戻もどさぬままに、あるいは戻せぬままに──クルァシンは自問する。

「詐さ術じゆつと謀ぼう略りやくで血路を拓ひらき、戦略と武力で敵を殲せん滅めつする。戦果と演説をもって人心を弄もてあそび、小こ賢ざかしい人気取りポピユリズムで味方を死地に向かわせる。──俺がやっていることは、いったい何なのだ？　ヒトラー、スターリン、発展界アルマダート──そういった有う象ぞう無む象ぞうの侵しん略りやく者どもがやってきたことと、本質的にどこが違ちがう!?」

　正答のない問いが積み重なっていく。それは怒いかりであり、自じ嘲ちようであり、嘆なげきだった。クルァシンは思わずにはいられない──およそ自分は神としても指導者としても不適格なのだと。まったく笑わせる。自分の正義を信じられないというのに、他人には自分を信じろと迫せまる詭き弁べん者ぶりは、詐さ欺ぎ師と何ら変わるところがない。自分の采さい配はいで死んだ者、これから死ぬであろう者に、俺はどの面つらを下げて胸を張れるというのか。

　誰だれにもぶつけようのない不安と苛いら立だちを胸に滾たぎらせ、クルァシンは雑草を踏ふみ散らしながら歩を進めていく。この神にしては珍めずらしく冷静さを欠いていたと言えるだろう。メリェや他ほかの侍じ女じよが制止するのも構わず、まもなく見えてきた総司令専用の天幕に、彼は踏み込んでいった。

「──な!?」

　時が止まる。天幕の中でセレィは、折悪く、戦いくさ装しよう束ぞくをはだけて白い肩かた口ぐちを露あらわにしていたのだ。女の顔色がかぁっと赤く染まり、反対にクルァシンの顔からは青白く血の気が失せた。すかさず鞘さやを取り払はらった白はく刃じんが導神に向けて投げ放たれ、反射的に避さけたから良かったものの、彼は危あやうく味方に首を刈かられるところだった。
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「着き替がえの最中だ！　こっ、ここ、殺されたいか！」

　クルァシンは電光石火の動きで天幕から退出した。そうして、忙せわしない衣きぬ擦ずれの音がやむのを、今度は大人しく外で待つ。

　ほどなく、「……もう、入ってよい」という声が聞こえたので、彼はごほんと咳せきをして、メリェには外で待つように言い含ふくめ、ぎこちない挙動で再び天幕に入っていく。途と端たん、殺気のこもった瞳ひとみが無礼者を出迎むかえた。

「──見たか？」

　主語も目的語も省かれた端たん的てきな問いかけに、クルァシンは努つとめて簡潔に答えた。

「肩かたの肌はだだけは見えた。他ほかは、神名に誓ちかって見ていない」

「どの神に誓うつもりだ。そなた自身に誓ったところで意味がなかろう」

「う、む……な、なら、父神ネルマファでも母神メリェノスでもいい。とにかく見てはいない」

　珍めずらしく弱りきったクルァシンの様子に、もう怒おこる気力も失せて、セレィは魂たましいの抜ぬけるような溜ため息いきをついた。

「……もう、良いわ。……思えばクルァシン、そなたには隠しても無意味なことであったな」

　最後のお返しにひと睨にらみすると、セレィはそれで手打ちとばかりに雰ふん囲い気きを和やわらげた。

「で──何があった？」

　セレィは単たん刀とう直ちよく入にゆうに問うた。クルァシンの顔に、再び陰かげが差す。

「王都の偵てい察さつは失敗したようだな。……まあ構わん。これだけの兵力を引きつれているのだ。悟さとられることなく奇き襲しゆうできるとは思っていない」

　ナバザを陥おとした時にも、いくらか逃にがしたようだからな──セレィはそう呟つぶやいて苦笑した。……捕ほ虜りよコリォは何も語らないが、彼女が属していた斥せつ候こう隊の他の面子メンツは、制圧されたナバザ砦とりでを確かく認にんしてすぐさま、報告のために手近の常じよう駐ちゆう部隊へ向かったのだろう。

「我々の接近はとっくに気け取どられている。ここに至るまで、駐留部隊による反はん抗こうがなかったのもそのためだろう。向こうも少ない戦力を搔かき集めるのに必死というわけだ」

　自軍の優勢を示すように、セレィはゆったりと余よ裕ゆうのある口調で語った。……それはおそらく、これからクルァシンが語る内容の厳しさと、少しでも釣つり合あいを取らせようという無意識の働きだったろう。

　重く口を閉ざしていたクルァシンは、セレィの話がひと段落ついたところで、彼女に背を向けて呟いた。

「向こうにも神がついた」

　その言葉の意味を解するのに、セレィはいくらかの時を要した。予想を超こえた切り口だったのだろう。すぐに質問を挟はさむこともなく、じっとクルァシンの言葉を待つ。

「オルデンダラィム、と奴やつは名乗った。……なぜ今まで気づけなかったのか。ヴェル・グルンの襲しゆう撃げきが、あれきり途と切ぎれていることからも推すい測そくすべきだった。俺やお前の暗殺を焦あせらずとも、奴らには本命があったのだ」

　こみ上げる震ふるえを嚙かみ殺し、セレィはごくりと唾つばを吞のみ込んだ。

「神々が、互たがいに相争うというのか……。ユルフィネクとクロトァの対立のように？」

「ネルマフカ神話か。なるほど乳ち房ぶさを巡めぐって争った、というのは実に風ふう刺し的だな。ご立派な大義などありはしない。人の争いも、神々の諍いさかいも、所しよ詮せんはそのようなものだ」

　クルァシンは平へい坦たんな声で呟つぶやいた。その言葉も、輪りん郭かくも、今にも闇やみと融とけ合っていくような錯さつ覚かくをセレィは覚えた。彼女は膝ひざを折って地面に座ざし、努めて冷静な声で問いを投げた。

「──そのことについては、私も常々問いたいと思っていた」

「……ふむ？」

「だから、理由だ。そなたと、ヴェル・グルンとかいう連中と、それにオルワナについたという神も──なぜ好んで、この世界エナ・ガゼに関かかわりたがるのか」

　く、と陰いん鬱うつな含ふくみ笑いがこぼれた。あくまでセレィとは向き合わず、クルァシンは背中を向けたままで応じた。

「聞いたところで呆あきれるだけだ。そのうちのどれとして、お前を納なつ得とくさせるだけの大義を抱いだいているものはない」

「かも知れぬ。……私とて、使えるものは使うという主義にすぎない。最初は、そなたの協力を得たところで、その動機にまで想像を及およばせるつもりはなかった」

「──では、今はなぜ？」

　クルァシンに反問されても、セレィはしばらく黙もくして答えなかった。が、そのうち顔を赤らめて、「好こう奇き心しんとでも思うておけ」と自棄やけ気味に呟いた。

　クルァシンは嘲あざけるでも、厭いとうでなく、どこか辛つらそうに唇くちびるを嚙み締しめた。

「……好奇心は猫ねこをも殺す。俺もそれに殺されたクチだ。──いいか、セレィ・メル・ロケィラ。何かを知るということは、必ずしも良いことばかりではない。知る前よりも責任が増えることにもなるからだ」

　ゆっくりと導神の身体からだが翻ひるがえる。樹脂ろうそくの灯あかりにぼんやりと浮かんだ顔かんばせは、画風を違たがえた肖しよう像ぞうのように──これまでに見せてきた、どの表情とも異なる厳げん粛しゆくさを湛たたえていた。

「だが、それでも聞きたいというのなら、話そう。俺は──お前になら、話してもいいと思う」

　セレィは迷わなかった。その背に新たな責を負う覚かく悟ごを決めて、有角ユルフイネクの皇おう子じはおもむろに頷うなずきを返した。




　発はつ展てん界かいというものを定義する時、それは外界への侵しん略りやく活動を存在の基き盤ばんとする共同体と捉とらえることができる。地球アースの例を出すなら、かつてのローマ帝国を想像してもらえれば分かりやすい。

　国家がひとまずの泰たい平へいを迎むかえ、増加する人口を養うために、新たな土地と新たな資源を欲するようになる。そのために目をつけた土地で、先住民との戦争が起こる。そうして新たに得た新天地でも、遠くない未来、またしても増えた人口が土地の保養能力を超こえていき、人々はさらなる土地を求めて次の遠えん征せいと戦争を始める。

　規模だけを広げて、どこまでも無限に連なっていく侵略と繁はん栄えい。その渦うずに吞のみ込まれたまま、ついには運動の一部と化してしまった世界のことを──人々は便べん宜ぎ的に『発展界』と呼んでいる。

　クルァシンの故郷である地球アースは、ごく最近になってその『発展界』に仲間入りしたばかりの界くにである。きっかけはアルマダートによる自身の存在告知カミングアウトだった。地球アースよりも遥はるかに古くから文明を保持してきたアルマダートは、とうの昔に界くにの隔へだたりを越こえるための技術を実用化しており、いくつもの他界史において絶大な影えい響きようを及およぼしてきていた。

　もちろん、地球とて例外ではない。公おおやけに知られる史実の中にも、彼らによる支し援えんが、あるいは妨ぼう害がいがあった事こと柄がらを数えればキリがない。それでも地球が一いつ介かいの植しよく民みん界かいに貶おとしめられることを免まぬかれたのは──事実、その候補ではあったのだが──半ば以上が幸運の所産だったと言える。

　他世界への侵略には多大な費用コストと困難が伴ともなう。その最たるものが意味性の崩壊ゲシユタルト・ブレイクである。ヴェル・グルンを見れば分かるように、発展界ならではの進んだ技術を武器にごり押そうにも、異なる物理法則フイジツクスがそれを許してくれない。では人の住まわない世界を対象とすればいいかといえば、そのような界くにはそもそも植民地として適さない。二世界間での法則が異なれば異なるほど、意味性の崩壊ゲシユタルト・ブレイクはより激しいものとなり、中和するためにかかる費用も膨ぼう大だいなものとなるからである。

　ゆえに、発展界の食指はいつも先住民ありきの界くにへ向く。植民予定界の住人たちを分ぶん裂れつさせ、適度に弱らせるところから、彼らの侵略活動は始まるのである。




「幸運にも、俺の故郷である地球アースは、侵略の対象としての適齢期を過ぎていた。世界規模情報網グローバル・ネツトワークの普ふ及きゆう、軍事力の充じゆう実じつ、核兵器オメガウエポンありきの世界情勢……いくつか要因はあるし、おそらくアルマダート内でも意見は割れていたのだろう。ともあれ結果として、アルマダートは侵略よりも同盟を選んだ。もちろん、互たがいのパワーバランスを考こう慮りよした上での、平等とはほど遠い条件ではあったが」

　つまりは属国ということだ、とクルァシンは吐はき捨てた。……どれほど崇すう高こうな理念を並べてみたところで、最終的に国家の権利を保障するものは武力でしかない。その点で劣おとってしまう国々は、たとい直接の侵略を受けずとも──外交や経済といった様々な面で、列強諸国に劣る環かん境きようを強しいられることになる。

「奴ど隷れいが嫌いやなら太たい鼓こ持もち、というわけだ。……何ということはない。今まで国という単位で争っていたところを、界くにという規模に置き直しただけのこと。より大きな繁はん栄えいのために、国力で劣る傘さん下かの国々や、新天地フロンテイアの先住民には割を食っていただく。……セレィ、お前にも覚えがあるのではないか？」

　セレィは唇くちびるを嚙かんで押し黙だまった。……有角ユルフイネクの民たみに限らず、現在のゴルォグンナ大陸に住まう民族は、かつてこの土地に根を張っていた他民族と熾し烈れつな争いを繰くり広げ、ついには周辺諸島へと追いやった過去を持つ。

「強者が栄さかえ、弱者はその糧かてとなる。地球アースの歴史においても、これは数千年を通して変わることのなかった常識だ。世界の仕組みそのものと言ってもいい。

　──だが、それを認めようとしない者も、決して少なくはなかった」

　天幕の綻ほころびから零こぼれ落ちる星明かりのもと、導神は訥とつ々とつと自らの来歴を語り出す。

　その胸に去来するは懐かい古こと後こう悔かいの疼痛いたみ。激変する世情に翻ほん弄ろうされた、ちっぽけな青年たちの記き憶おく──。








罪を知り、そして











『量りよう販はん店に行けば、何もかも安く買えるようになってしまった。

　このペンが、このシャツが、この家電を構成する部品の一つ一つが、

　どこの界くにの、誰だれの手によるものなのか、知っている者がいるか？

　冷れい房ぼうの効いた喫きつ茶さ店てんで、我々がコーヒーを飲みながら談笑する暇いとまを、

　他ほかの誰だれかが代わりに賄まかなってくれていると、考えたことはあるか？』

　西せい暦れき２１４０年　後進界保全組織『ＮＭＰノー・モア・プロスペリテイー』講演会、開式の辞より








　東京都千ち代よ田だ区の中心に聳そびえるミルトダイン大学は、日本初の界際大学スーパー・ユニバーシテイーである。アルマダートを含ふくむ発展界から多くの留学生と教授陣じんを受け入れ、探究心溢あふれる学徒たちのために優すぐれた環かん境きようを提供する。各学部の平均偏へん差さ値は七十オーバー。海外に持つ姉妹校と合わせて、地球アースにおける学究の最先せん端たんと言えるだろう。

　そんなミルトダイン大学の中でも、最大の知識の集積点となれば、膨ぼう大だいな情報のデータ化によって紙媒ばい体たいの書物がほとんど姿を消した図書館ということになるだろう。電子バイザーを目ま深ぶかに被かぶり、疑似的に増大した認にん識しき野やで七冊さつもの本を同時に広げながら、シンは黙もく々もくと読書にふけっていた。集中のあまり、他ほかのことへは盲もう目もくも同然の彼だったが、現実で肩かたを叩たたかれる感かん触しよくにはさすがに気がつく。

「やぁ、シン君。御ご一いつ緒しよさせてもらってもいいかな？」

　バイザーを取るまでもなく、シンは気軽に「ああ、どうぞ」と客を招いた。すぐさま隣となりでバイザーを被る気配があって、シンの仮想空間に若い女性が滑すべり込んでくる。彫ほりの深い美び貌ぼうと、黒みがかった青色の長い髪かみ。現実の容姿をそのまま写したアバターは、典型的なアルマダ人の特とく徴ちようを余すところなく備えている。

「こんにちは、アリーシア。今日の講義はどうだった？」

　シンは親しく挨あい拶さつを交かわした。女性の名はアリーシア・ヤストターカス──交こう換かん留学制度によってミルトダイン大学に在ざい籍せきする生きつ粋すいのアルマダ人である。シンとは来日してすぐに知り合い、以来ずっと良好な関係を保っている。

「実にフレッシュだったよ。この国の神シン道トーというやつはまったく興味深いな！」

「相変わらずの日本びいきだなぁ。その知識がどこかで生きると良いんだけど……」

　苦笑して応じつつ、シンは読んでいた本のページをスクロールする。アリーシアが興味深げに、それらの表紙を横から覗のぞき込んだ。

「……マルクスの『資し本ほん論ろん』、小こ林ばやし多た喜き二じの『蟹かに工こう船せん』。ゲルダルの『富ふ者しやの驕おごり』……ああ、これはアルマダうちの思想家だな……他にもプロレタリア文学がいくつか。──ずいぶん偏かたよったラインナップじゃないか。左翼ひだりに気か触ぶれていたのか、君は？」

　飾かざるところのないアリーシアの言い方に、シンは苦笑を重ねる。

「異界人の君からそんな言い回しが出ても、驚おどろくには当たらないんだろうね……小林多喜二を知ってるくらいだ。でも、これらの本は、本人の主義思想に関かかわらず、大学生のうちに読んでおけという有名どころだよ」

「そうなのかい？　私の故郷では、ゲルダルを愛読する者は奇き異いの目で見られるぞ」

　そういうものにこそ学ぶ価値がある、とシンは嘯うそぶいた。アリーシアも失笑して同意する。その時、二人が共有していた仮想空間に、さらなる闖ちん入にゆう者が飛び込んだ。

「ようよう、二人とも。図書館デートたぁインテリな付き合いしてんねェ」

「テラトー、地球アースに帰っていたのか！」

　へらへらと冷やかす口調で乱入したのは、二人に共通の悪友であるところの愛まな塚づか寺てら斗と──通つう称しようテラトーである。アルマダートの主言語である祖英語アーキ・イングリツシユを始めとし、七ヶ国語に熟じゆく達たつする彼は、激げき烈れつな競争率を潜くぐり抜ぬけて、アルマダート側がわとの中期交こう換かん留学に参加していたのだ。

　異界常識に心身を馴な染じませるための準備期間を含ふくめて、留学は実に一年間にも及およんでおり、三人が一堂に会するのも久しぶりだった。シンとアリーシアは、実際に彼らを隔へだてているだろう距きよ離りも忘れて、仮想空間のテラトーに抱だきつく。

「ヘイヘイ焦あせるな。正確にゃ、まだ緩かん衝しよう領域でくすぶってるところですよゥ。ここで身体からだを地球そつちの常識に馴な染じませてから帰れるのは──まぁ、まだ一月は先さ。面めん倒どうなこった」

「そうなのか。しかし、よく地球アースのネットワークにアクセスできたな。そこにもオンライン環かん境きようがあるのか？」

「あるこたあるがな、聞いて驚おどろきの十じゆつ分ぷん50Ｒリドだ。通貨基準は頭に入ってるよな？」

「ごじゅう……!?　と、とんでもない贅ぜい沢たくじゃないか！」

「まぁな。つーわけで、無む駄だ話は一月後までお預けだ。小一時間もダベってたら俺の旅費がスッ飛んじまう。俺の流りゆう儀ぎじゃねぇが、単刀直入にいこう」

　受け取れ、という言葉と共に、テラトーの手の上に３Ｄ動画ファイルのアイコンが現れた。

「間ま違ちがってもここで再生すんなよ。……大きい声じゃ言えねぇが、そこそこにヤバい代しろ物ものなんだ。どっちかの自宅に持ち帰ってから、オフライン環境とじまりしつかりで楽しみな」

「おや、ヤバい代物とね？　我が祖国の土産物屋には、そんなキナ臭くさいモノがあったかな」

　禁きん忌きの匂においに反応したアリーシアがアイコンを鼻先へ滑すべらせる。テラトーは不敵に笑った。

「それぞれ見るもよし、二人きりでしっぽりと見るもよし。一月後の感想を楽しみにしているぜ。──それじゃ！」

　そう伝えてしまうと、本当にあっさりとテラトーは仮想空間から退出していった。残されたシンとアリーシアは互たがいに顔を見合せて、目的を共有した悪童のように、狡ずる賢がしこい笑えみを交かわし合った。










　邸宅マンシヨンハウス、という単語を用いる基準は難しい。それは大きな屋や敷しきというニュアンスを含ふくむが、領土の狭せまい日本のような国では「大きい」ということの基準自体が下がるだろう。百坪つぼもあれば十分かもしれないし、三百坪あれば豪ごう邸ていと呼べるかもしれない。だが、海外の富ふ豪ごうたちまでもが迷わず邸宅マンシヨンハウスと呼ぶような住宅は、この島国をくまなく探してもそうあるものではない。まして都市部における個人名義での所有となれば十指にも満たないだろう。そして稀け有うなことに、奄おお倉くらの屋敷はその十指に入った。シンが表現する場合、忌いまわしくも、という形容が頭につくのだが。

「おお、ミス・アリーシア！　よくいらっしゃった。ささ、上がりなさい。昼食は済んでいるのかな？　ともあれ、まずは最高の中国茶をごちそうしよう！」

　シンがアリーシアを伴ともなって居間に入ると、中で寛くつろいでいた壮そう年ねんの男性がネクタイを締しめ直し、潑はつ剌らつと歓かん迎げいの意を露あらわにした。着込んだタキシードは一目でそうと分かる海外ブランド物、三日に一度は美容師を呼びつけて整えさせるヘア・スタイルには一いち分ぶの綻ほころびもない。両手の指には親指を除のぞく全すべてにレアメタルの指輪が嵌はめられており、それは趣しゆ味み性というよりも、稀き金属分野における彼の絶対的支配を象しよう徴ちようしていた。

　奄おお倉くら喜き一いち郎ろう。シンの実父にして、複合企業コングロマリツト・奄倉エンタープライズを束ねる長である。

「こんにちは、喜一郎おじさま。過分な歓かん迎げいをいただいて恐きよう縮しゆくの限りです」

「父さん、彼女は僕の客だ。こっちで勝手にもてなすから、あなたは口を出さないでくれ」

　いかにも鬱うつ陶とうしそうに眉まゆ根ねを寄せて、シンは父親を牽けん制せいした。喜一郎は残念そうに一歩後退し、ピンと跳はねた口くち髭ひげを指でしごく。

「ううむ……だがなぁ、信しんよ、お前の部屋ではロクな歓迎もできんだろう。言っては何だが、この屋や敷しきにあれほどつまらん部屋は他ほかにないぞ。今なら応接室も空いているし、邸てい内ないの見どころを案内することもできる。せっかくヤストターカスのお嬢じようさんに来ていただいたのだから、めいっぱい楽しんでいただかなくては」

「父さんの言う『見どころ』っていうのは、あの悪趣味なゴシック洋館や、場ば違ちがいも甚はなはだしい藁わら葺ぶき屋根の東あずま屋やのことかい？　別に万国博覧会を見に来たわけじゃないんだ。調和ってものがカケラもない成金趣味の自じ慢まんに彼女を巻き込まないでくれ」

　有う無むを言わさぬ口調でまくし立てると、シンはアリーシアの手を引いて素す早ばやく居間を通り抜ぬけた。吹ふき抜けの階段を上がり、トルコ絨じゆう毯たんの敷しき詰つめられた廊ろう下かを抜けたところで、ちょうど観葉植物を手入れしていた婦人と行き合う。

「あらあら、信さん、お帰りなさい。今日はアリーシアさんも一いつ緒しよなのね」

「ああ、母さん……」

　権けん威い主義と異国情緒を合わせて煮に詰めたような邸内で出会うには、いささか素そ朴ぼくに過ぎる風ふう貌ぼうの女性だった。橙だいだい色のワンピースに土仕事用のエプロンを纏まとい、どこか見る者をほっとさせる微笑ほほえみを浮かべている。名を奄倉冬ふゆ火ひ。喜一郎の妻であり、シンの母親にあたる人物だった。

「母君、こんにちは！」

　アリーシアが元気よく挨あい拶さつし、冬火もころころと笑って会え釈しやくを返す。まるきり気質の違う二人だが、初対面の時から不思議と関係は良好である。

　いくらか世間話を交かわしてから彼女とも別れ、さらに数分も邸内を歩いたところで、二人はようやくシンの自室へと辿たどりつく。成金趣味にはお腹なか一いつ杯ぱい──そんな道中の終わりとしては、拍ひよう子し抜けするほど慎つつましい造りと言えた。広いと言っても十畳じようやそこいら。フローリングの床ゆかに量りよう販はん店の絨毯を敷き詰め、簡素なデスクとＰＣが二台、テーブルを挟はさんでソファーが二つ、天てん井じようにはＬＥＤの蛍けい光こう灯とう。随ずい所しよにエスニックな調度類が侵しん食しよくしてきてはいたが、住人の努力の甲か斐いあって、悪趣味の誹そしりを受けない程度には抑おさえられている。

「ようやく落ち着けるな。ま、好きに寛くつろいでくれ。飲み物はジンジャーエールでいいかい？」

　アリーシアにソファーを勧すすめつつ、シンは冷蔵庫から冷えた炭酸飲料とグラスを取り出した。テーブルを挟はさんで差し向かいに落ち着いたところで、シンがどことなく口くち寂さびしそうにしているのに気づき、アリーシアが苦笑する。

「吸いたまえ。君の部屋で、君が遠えん慮りよをする道理はない」

　リモコン操作で換かん気き扇せんを作動させ、お言葉に甘えて──と、シンが懐ふところからライターとロングピースの箱を取り出す。一本咥くわえて火をつけ、彼はふぅ、と紫し煙えんを吐はき出した。

「……ひと箱一五〇〇円か。贅ぜい沢たくな趣しゆ味みになったものだよ」

「酷ひどい税率だね。だが、君が生まれた時からそうだったのだろう？　私としては、なんと贅沢な趣味に走ったものだよ、と言いたい」

「親父おやじがよく吸っていたんだ。連れていかれた社交の場でも、金持ちはみんな葉巻を口に咥くわえていた。一種のステータスなんだな。そんな中で育つうち、大人はみんな煙草たばこを吸うものと思い込んでしまった」

　シンは自じ嘲ちよう的に呟つぶやく。──彼の父親は、地球がアルマダートの同盟界になってほどなく、二界こく間での交易を始めたアグレッシヴな商人だった。彼はアルマダートという存在に、侵しん略りやくへの恐きよう怖ふでも支配への憤ふん慨がいでもなく、巨きよ大だいな顧こ客きやくを見み出いだしたのだ。

　アルマダートの庇ひ護ごという強力な後うしろ盾だてを得たシンの父は、時に界こく賊ぞく呼ばわりされながらも、交易によって莫ばく大だいな利益と先進的な技術をいち早く手に入れた。そんな彼が、さらなる資金とコネクションを求めて婿むこ入いりした先が──旧ふるくは華か族ぞくに名を連ね、かねてより家系から多くの政治家・官かん僚りようを輩はい出しゆつし、首都圏けんに強力な地じ盤ばんを残す、この奄おお倉くらの家だった。

「金の取り持つ縁えん、なのだろうね。父も母も、それにしては仲睦むつまじくやっているが」

「自由恋愛が男女を結ぶものの全すべてではないさ。金の取り持つ縁、大いに結構じゃないか。幸せの形など人の数だけあっていいのだから」

「その通りだとは思うよ。……ただ、人が幸せになるためには、いつか必ず周囲と折り合いをつけなければならない。そういう時に、親父のような生き方は苦労が多いと思う」

「苦労を伴ともなわぬ開かい拓たくなどないよ。リスクを恐おそれず最初の一歩を踏ふみ出すからこそ、開拓者たちは尊いのだ。違ちがうかい？」

　アリーシアはそう言って、渇かわいた喉のどをジンジャーエールで潤うるおした。話がひと段落したのを見て取って、シンは懐ふところからメモリーチップを取り出して立ち上がる。

「さて、そろそろこれを見てみようか。テラトーが何を企たくらんだものか、気になって仕方がない」

　挿そう入にゆうしたチップをＰＣに読み込ませ、その間に二人はバイザーを装着した。仮想空間に没ぼつ入にゆうしたシンは、まずは回線をシャットアウト。テラトーの指示に従って、ネットワークから隔かく絶ぜつされた状態を準備する。

「鬼おにが出るか、蛇じやが出るか」

　いたずらっぽく笑って、シンは読み込みを終えた３Ｄ動画ファイルのアイコンをクリックした。途と端たん、己おのれを中心とした全周の光景がぐにゃりと歪ゆがみ──二人の認にん識しきは、一いつ瞬しゆんのうちに異なる世界へと飛び込んだ。

「これは──？」

　荒こう涼りようとした地平。枯かれ果てた草花の下から、畸き形けいの蔦つたがずるずると伸のびている。その隙すき間まには小動物の亡なき骸がらがぽつぽつと点在し、それらは腐ふ敗はいが正しく進んでいないのか、木乃伊ミイラと死し蠟ろうの中間のような有あり様さまで風になぶられている。

　乾かわいた土を踏ふみしめる音があって、二人を中心とした視界それ自体が前に動いていき──ほどなく巨きよ大だいな穴にかち合った。自然の景観か、それとも掘ほったものなのか──巨大な穴の全容は推おし量ることも難しい。撮さつ影えい者の動作に伴ともなって、二人はそろそろと穴の中を覗のぞき込み、

　そうして、呼吸を忘れた。





　──新たな界くにの開かい拓たくにあたって、まず先住民の八割が死し滅めつする。






　耳慣れた声が、耳慣れない調子でもって二人に降り注いだ。

　それは編集者テラトーによる状じよう況きようの解説だとすぐに知れた。二人が覗き込んだ穴の中には、青白く変色したヒトの死し骸がいが、老ろう若にやく男なん女によを問わずにみっしりと積み重なっていたからだ。





　──第だい一いち日じつ。界全体の物理法則フイジツクスを揺ゆるがせ、発展界側との相対的な差異を薄うすめていく。

　　　この作業の完かん遂すいには百年以上を要する。その間、生態系が恒こう常じよう的な崩ほう壊かいを続け、畸き形けいの動植物が次々に生まれては死んでいく。

　　　大地にはみるみる死骸が溢あふれ出す。不安定な物理法則下で上手うまく腐くさることもできないそれらを、発展界の工作員は、現地民に命じて一か所に埋うめさせる。






　累るい々るいと重なった死者の上に、もうひとつ骸むくろが落ちて加わった。撮影者から少し離はなれた位置で、やせ細った男性が、台車で運んできた亡骸をひとつずつ穴に落としていた。

「……これ、は……」

　言葉を失ったシンの視線が、隣となりのアリーシアに迷い着く。眼下の死者たちと同じくらい、彼女も顔色を青ざめさせている。

　やがて場面が暗転する。薄うす暗ぐらい室内にはいくつも寝しん台だいが据すえられており、その上で、何組もの男女が一心にまぐわっている。こもった熱気や、すえた精液の臭においまで伝わってくるようで──シンは知らず口元を押さえた。





　──第二日。激減した人口の再生産が始まる。現地民には多種の薬物が投とう与よされ、昼間に土木・農耕作業に従事させた後、夜半は精力的に性交に励はげんでもらう。発情期の有う無むや繁はん殖しよく形体の相そう違いについては、技術が許す限り効率的に改変される。

　　　生まれてくる新生児にも畸き形けい・短命の者が多い。労働力になる限りは生かし、ならなければ処分する。






　解説は淡たん々たんとしている。声こそテラトーのものであっても、シンはそこに旧友の存在を感じることができない。薬物によって盛りのついた人々のまぐわいを、撮さつ影えい者はアングルを変えて執しつ拗ように撮とり続けている。

　ふたたび場面が変わる。またも室内だが、今度は教室らしい。何十人もの瘦やせこけた現地民の前で、教師と思おぼしき男が、黒板に文字を書いてみせている。





　──第三日。界くに全体の物理法則フイジツクスが揺ゆらぎを収めると、人口の増加も安定期を迎むかえる。

　　　ここから文化面における更新アツプデートが始まり、後々入にゆう界かいしてくる資本家や監かん督とくに、コミュニケーション面での不自由がないよう、現地民には言語教育が徹てつ底ていされる。彼らが覚えさせられるのはチルド語と呼ばれる人工言語で、これは日常生活を送る上では充じゆう分ぶんに機能するが、複雑な思し索さくを巡めぐらせることなどには向かない構造になっている。

　　　なお、この段階に至るまでに、侵しん略りやく前まで現地民が保有していた文化・習俗は、ほぼ消しよう滅めつしている。






　シンは癲てん癇かん患かん者じやのように痙けい攣れんした。臓ぞう腑ふの奥からこみ上げてくる何かが、居ても立ってもいられない焦しよう燥そうを彼に与あたえた。それは怒いかりであり、怖おそれであり、義ぎ憤ふんだった。こんな現実がどこかに存在している──たとえ自分とは遠く隔へだたった話であっても、その事実だけで気が狂くるいそうだった。

「………くれ」

　かすれた声でアリーシアが呟つぶやいても、映像に魂たましいを持っていかれているシンには意味をなさない。だから彼女は重ねて懇こん願がんするしかなかった。

「……頼たのむ……この映像を、止めてくれ……」





　──第四日。入植者が増え、生産ラインが充じゆう実じつしていくと、本格的な工業品の輸出が始まる。

　　　歯ブラシからネジに至るまで生産品目は多種多様であり、やがて量販店などを通じて一般家庭に届けられる。なお、主だったブランドにはドルトン、テレヴァ、ヤストターカスなどが挙げられる。






「ヤストターカス──？」

　聞き覚えのある名詞にシンが首を巡めぐらせると、横ではアリーシアが卒そつ倒とう寸前の顔色で涙なみだすら浮かべていた。彼はしばらく躊躇ためらった後、プレイヤーを停止させ、アリーシアにバイザーを外させた。

「……大だい丈じよう夫ぶか、アリーシア」

　自分のバイザーを外しつつ、シンは気き遣づかいを込めて問うた。けれども、アリーシアは責められたように身をすくませて、上目遣いにシンを見つめるばかり。

「わ、私、私は……」

　彼女は言葉に迷っているようだった。その様子にシンは打ちのめされた。──初めて出会って以来、彼女はいつだって明めい晰せきだった。こんな様子は一度だって見たことはない。

「アリーシア……今の映像は」

　だから、シンは問うてしまった。余計に彼女を責め立てる結果になると知りながら、それを見てしまった今、確かく認にんせずにはいられなかった。

「教えてくれ。発展界の植民地では、日常的にあのようなことが起こっているのか……!?」

　ごくりと細い喉のどが鳴る。真っ向から問いを受けたことで、アリーシアは逆に落ち着きを取り戻もどしたようだった。額に滲にじんだ汗あせを拭ぬぐい、彼女は弱々しく抗こう弁べんする。

「い、今の映像は編集に悪意を感じる。非人道的な印象を与あたえる場面ばかりをクローズアップしてまとめてあった。植民地での方策は場合ごとにまちまちで、一いち概がいにどうとは言えない」

「アリーシア、曖昧フアジイな詭き弁べんで間を埋うめるのは止よしてくれ。僕が訊ききたいのはそんなことじゃない。あれは事実か？　初動段階で先住民の八割が死に絶えるというのは本当か？」

「せ、正式なデータを見てみないことには、確かなことは、」

　シンはついに痺しびれを切らした。あくまで明確な返答を避さけようとするアリーシアを両りよう眼めできつく睨にらみつけ、テーブルに拳こぶしを叩たたきつけて身を乗り出し、

「イエスかノーで答えろ、アルマダ人！」

　はっきりと相手を差別化した表現で、事の真相を問い質ただした。

「シ───シン、君」

　アリーシアは恐きよう慌こうに近い表情で固かた唾ずを吞のんだ。なまじ整った顔立ちであるだけ、シンが長ちよう髪はつを振ふり乱して激げき怒どする様には、まさしく鬼き気き迫せまるものがあった。般はん若にやの面相が想像の産物ではなかったことを、アリーシアは身をもって思い知ることになった。

　もはや言い回しで誤ご魔ま化かすことも叶かなわないと知り、アリーシアは忸じく怩じたる面おも持もちで頷うなずいた。

「……………イエス、だ、よ」

　シンはそれを聞き届けて、糸が切れたかのように、ソファーにくず折れた。

「……馬ば鹿かな。なぜ、なぜそんなことができる？　いったい、なぜ──僕らよりも遥はるかに長く歴史を紡つむいできた君らが、僕らと同じ過あやまちを今も犯おかし続けている!?」

「……さらなる繁はん栄えいの、ためさ」

　そう呟つぶやくアリーシアの唇くちびるは、ひどく自じ嘲ちよう的に歪ゆがんでいる。シンは背筋に冷たいものを感じて食ってかかった。

「繁はん栄えい──だって？　人のための繁栄じゃないのか？　異世界の住民を殺し尽つくし、その屍しかばねの上に築いた血塗まみれの御ご殿てんに、何の意味があるというんだ！」

「界くにが違ちがえば同じヒトではないよ、シン君。種しゆとしてもまったく別物だ。遠い過去、同族で相争っていた時代からすれば、ふふ──まだしも名目が立つとは思わないか」

「──本気で言っているのか」

　震ふるえる声でシンは問うた。アリーシアは一いつ切さいの表情を消してこくりと頷うなずいた。

「知らなかったのかい？　そう開きなおった連中の集まりを、発展界アルマダートと呼ぶのさ。──そういえば、君の国に面おも白しろい倫りん理り問題があったな。ええと、確かクジラについてだったか。頭のいい生物だから殺すな──そういう論調で他国に責められていたのだったね」

「…………」

「我々からすれば失笑ものの論理だよ。クジラがなぜ取って食われるのかと言えば、それは他ほかでもなく、彼らが君らに対抗しうる武力を持っていないからだ。頭の良し悪しなど関係がない。無力だから食われるのだ。抗あらがわないから餌えさにされるのだ。その原理に基づいて、発展界われわれは他界よその住民に接する際の態度を決定している」

　危あやうい光を湛たたえた瞳ひとみが、ここにきて真っ向からシンを見返した。そこにいるのは、もはや一個人としてのアリーシア・ヤストターカスではない。ただひとりのアルマダ人があるだけだ。

「幸いと、君たちはクジラではなかった。辛うじて人だったのだ、地球アースの民たみよ」

　シンは咄とつ嗟さに反はん駁ばくの言葉を失った。世間知らずの坊ぼうやを嘲あざ笑わらう娼しよう婦ふのように鼻を鳴らして、アリーシアは艶つやめいた声で続ける。

「それに、勘かん違いされては困る。我々は、クジラがヒトになる可能性まで奪うばってしまうほど無む慈じ悲ひではない。さっきの植民界にしても、生産が軌き道どうに乗り、余よ剰じよう財産が生まれてくれば、それはやがて現地民たちにも還かん元げんされていくだろう。そうなったのなら、我々は喜んで彼らの功績を称たたえ、より多くの権利をも与あたえるだろう。そうしていつの日か──彼らの界くには我々と同じ発展界に仲間入りするのだ。労苦と犠ぎ牲せいの全すべては、そこで報むくわれる！」

「馬ば鹿かな……！　それは被ひ害がい者を共犯者に仕立て上げる最悪のシステムだ！　さらに規模を広げて侵しん略りやくと殺さつ戮りくが繰くり返されるだけだ。まるで終わりのない悪夢だ！」

「それでいいじゃないか。自然に考えるなら、無限の繁栄には無限の代だい償しようが必要になる。ならば帳ちよう尻じりは合っているのだ──少しの理り不ふ尽じんもなく」

　決定的な意識の溝みぞを隔へだてて、二人はしばらく無言のまま睨にらみ合った。だが、そのうちシンのほうがゆるく瞼まぶたを閉ざし、改めて見開いた時には、別物のように和やわらげた声で口を開いた。

「……すまなかった」

　何に向けた謝罪か分からず、アリーシアは眉まゆ根ねを寄せた。が、シンは構わずに続けた。

「君には幽ゆう霊れいが憑ついている。ついさっきまで眠ねむっていた、その、アルマダ民族という霊れいを、不用意に起こしてしまったのは僕だ。無神経な振ふる舞まいだった。心から謝罪する」

「…………」

「だから改めて問い直そう。──イエスかノーで答えるんだ、アリーシア」

　アリーシアはたじろいだ。シンの目は、もはや敵を睨にらむ時のそれではなかった。その輝かがやきはどこまでも慈いつくしみ深く、無防備に優やさしげで、友への揺ゆるぎない信しん頼らいだけを宿していた。

「きみは、あれが、人として正しい在あり方だと思うか？」

　シンは問うた。何物にも怖おじず、引け目なく、どこまでも真まっ直すぐに。

　アリーシアの頰ほおに涙なみだがつたった。──肩かたの憑き物が、するりと落ちていった。

「ああ──その沈ちん黙もくで、充じゆう分ぶんだ」

　シンは安あん堵どの微笑ほほえみを浮かべて、アリーシアの肩を優しくかき抱いだいた。彼女がいま必死で嚙かみ殺した答えが何であったか──本当は聞くまでもなく、分かっていたのだ。

「ありがとう、アリーシア。──きみのおかげで、信じることができた」

　ひとつの確信、ひとつの決意、ひとつの理想が、その瞬しゆん間かん、シンの胸中に生まれていた。此処ここにまだ無いものがある、ならば何処どこまでも求め続けるのだと──危あやういほどに純じゆん粋すいな覚かく悟ごを抱いて、彼は自分でも気がつかぬまま、神の階きざはしの一段目に足をかけていた。







「うぃース、久しぶるぃー」

　大学からほど近い位置にある学生御ご用よう達たしの外人酒場・『脱線路線ブロークン・レイル』。紫し煙えんと喧けん騒そうでごった返す店内で、シンとアリーシアの間のカウンター席に腰こし掛かけ、テラトーは気さくに挨あい拶さつした。あの慌あわただしい再会から二十日余り。三人は予想よりいくぶん早く、この千ち代よ田だの外人酒場で、肉を持った実体としての対面を済ませていた。

「なんだよぉー、辛しん気きくさいツラしてよぉ。とりあえず飲もうぜ？」

　飄ひよう々ひようとグラスを掲かかげるテラトーへと、二人は畳たたみ掛けるように質問を浴びせた。

「テラトー、あの映像をどうやって手に入れた？」

「テラトー君。植民界の現状に関しては、まだ地球アースの民たみには一般的な情報公開が為なされていない。外交機密に属するものなんだ。一いつ介かいの留学生である君が、まともなやり方で入手を──ましては地球アースに持ち込むことなど、許されるものではない」

　テラトーはグラスの酒を半ばまで干し、にんまりと笑って間を置いた。

「……がっつくんじゃねェよ。ちゃんと話してやるから。

　ご想像の通り、あれはマトモなツテで手に入れたもんじゃない。相応にキナ臭くさい連中と接せつ触しよくして譲ゆずり受けたもんだ。新興の発展界である地球アースの留学生に、こんな不都合な事実を望んでぶちまけるような連中とくれば──アリーシア、お前になら当たりがつくんじゃねェか？」

　アリーシアは雷かみなりに打たれたように硬こう直ちよくした。

「なんて命知らずなことを──反政府組織レジスタンスと接せつ触しよくしたのか、君は!?」

　テラトーは頷うなずくでもなく、ただ邪よこましに唇くちびるを歪ゆがませた。彼はにやにやとシンを見つめて、感想はどうだ、と視線で尋たずねる。シンはこみ上げてきた嘔おう吐と感をアルコールで押し戻もどし、グラスを割る勢いでカウンターに叩たたきつけた。

「──あれは、許されることじゃない」

　テラトーは気の抜ぬけた拍はく手しゆをして、怒いかれる友人の神経をさらに逆さか撫なでた。

「模も範はん解答だな。現代人ならそう言っとかなきゃ噓うそだ。──で、問題はそこからなんだが」

　テラトーは懐ふところからメモリーチップを取り出し、それを指先で器用に回してみせる。

「──コイツをどうするか」

「やめろッ！」

　鋭するどい制止によって、賑にぎやかな店内がいっとき静まり返った。何事かと興味を寄せた人々の好こう奇きの視線の先にあるのは、憤ふん懣まんたる面おも持もちで立ち上がったアリーシアだ。

「テラトー君、君には、それがどれほどのものであるか分かっていない！　地球アースとアルマダートの外交に亀き裂れつを入れるばかりでなく、まかり間ま違ちがえば武力衝しよう突とつさえ引き起こしかねない、とびきりの火種だぞ！　そんなものを個人の裁量でどうしようと──」

「そんなに本性がバレるのが怖こわいかよ、ヤストターカスのお嬢じようさん？」

　途と端たんにアリーシアは言葉を詰つまらせ、愕がく然ぜんとテラトーを見つめた。

「そうかもしれねェーなぁ。血みどろの植民地政策の裏側がわで、一番甘い汁しるを吸ってきたのが、外資系筆頭企業ヤストターカス──他ほかでもないお前さんの親の会社だもんなァ？　ウマい飯もキレイなおべべも、その留学の費用でさえ、植民界の人間を馬車馬みてぇにコキ使って得てきたモンだろ、エェ？」

「ち──違う、私は──」

「違わねぇよ。テメェは奴ど隷れいの血肉を喰くらって生きる特権階級だ。食物連れん鎖さの頂点に君くん臨りんして植民界の人間未満デミヒユーマンを見下ろす、高こう慢まんちきなあばずれ女だ」

　テラトーの口から悪意の濁だく流りゆうが堰せきを切った。堪たまらずよろめいたアリーシアの、その肩かたを立ち上がって支えながら、シンは静かに言葉を挟はさんだ。

「……テラトー。彼女を責めるのなら、同じように僕も責めろ」

「あァ？」

「昨日、親父おやじに問い質ただした。奄倉エンタープライズはヤストターカスの下請けだ。人の血肉を喰らって生きてきたのは、僕にしても同じことだった」

　アリーシアは目を剝むいてシンの相そう貌ぼうを仰あおいだ。テラトーは拍ひよう子し抜けして肩をすくめた。

「ありゃ、もう知ってたの。残念残念、タイミング計ってたのに」

「僕の想像力が足りていなかった。──いや、知りたくなかったのかもしれない。アルマダートの企業と提てい携けいするということは、つまり植民地ビジネスに手を染めるということだ」

　少し考えれば分かりそうなものだと、シンは悔くやしげに呻うめいた。──実家が富ふ豪ごうであることに少なからずコンプレックスを抱いだいていた彼は、今に至るまで、その現実を直視しきれずにいた。

「無知が罪かどうかはさておき、知ってしまったからには見過ごせない。──テラトー、その映像は、一般に公開して是ぜ非ひを問うべきだ」

　揺ゆるぎのない口調で言われて、さしものテラトーも表情をひきつらせる。

「……いいんだな、それで？　そうなっちまえば、もう誰だれも情報の海からコイツを抹まつ消しようすることはできない。管理者の存在しないユビキタス・ネットワーク上にバラ撒まかれた情報は、雪ダルマのように善意と悪意を絡からみつけ、見る影かげもないほど変異した形で現実に返ってくる。その責任を負う覚かく悟ごはできているんだな？」

「人は知ることでしか選せん択たく肢しを増やせない。この情報をひた隠かくしにすることは、地球アースの民たみ全すべてから善よく生きようとする意志を奪うばう行こう為いだ。

　……僕は認めない。たといあの侵しん略りやくが必要悪で、人々が最終的にその存在を認めるのだとしても、それを事後承しよう諾だくさせることだけは認めない！」

　シンは決然と言い切った。──途と端たん、その腕うでに、ずしりと重みが伸のし掛かかる。

「──アリーシア？」

　シンの身体からだにもたれかかって、アリーシアはぷっつりと意識を失っていた。




　目を覚ましたアリーシアが見て取ったのは、いつもと同じ自宅の天てん井じようだった。

「──起きたか。すまない、鍵かぎは勝手にポケットから抜ぬかせてもらった」

　部屋に灯あかりはなく、窓から差し込む月明かりだけが、ほのかに闇やみを薄うすめていた。すぐ横から降ってきたシンの声に、彼女はようよう上体を起こす。

　ベッドの端はしに腰こし掛かけていたシンは、彼女に振ふり向こうとして、そこで赤面して視線を切った。

「……着衣が寝ね乱みだれている。直してくれ」

「あ、うん……」

　アリーシアは言われるままに従った。……普ふ段だんなら、シンの初心うぶさをネタにからかっているところだが、今の彼女にそんな遊び心は残っていない。

　少し間を置いて、シンは改めて彼女と向き合い、言葉を選んでから口を切った。

「テラトーの言ったことは気にしないでくれ。人は生まれを選べない。君がヤストターカスの姓せいを持って生まれたことに、罪など問えるはずもない」

「──慰なぐさめてくれるのかい？　嬉うれしいが、それはたぶん違ちがうよ」

　アリーシアは寂さびしげに微笑ほほえみ、そのままベッドの上で膝ひざを抱かかえた。

「少し……聞いてくれるかな。アルマダートという界くにに生まれ、裕ゆう福ふくな家庭で何不自由なく育った、ある少女のお話なんだ」

　シンはこくりと頷うなずいた。アリーシアは言葉を選びつつ、ぽつぽつと語り出した。

「少女は、とても活発な娘むすめだった。幼い頃ころから、絵本や人形で遊ぶより、外で少しでも知らないところを探検して回ることを好んだ。……好こう奇き心しんの塊かたまりのような子供だった。

　少女に物心がついてくると、両親は時間の許す限り、その好奇心を満たしてやろうと考えた。そうして──彼女はアルマダートの国という国を、次々と旅して回ったんだ。中等学校に入る頃には、網もう羅らしていない地域はないと言えるほどになった」

　アリーシアは巡めぐった国の数を指折り数えて、その途と中ちゆうで分からなくなったと笑った。そんな彼女の様子は、普ふ段だんよりもずいぶん幼く感じられて……知らず、シンも頰ほおを緩ゆるめた。

「でも、問題はそこからだった。収まるところを知らない少女の探求心は、ついにアルマダートという世界の外側がわを向いてしまった。

　いかに両親が裕ゆう福ふくでも、こればかりは難しい。ちょっと温泉へ行くのとは訳わけが違うんだ。物理法則フイジツクスの異なる外界へ赴おもむくには、相応の施し術じゆつと訓練が必要になる。ばかりでなく、外交問題が絡からんで物ぶつ騒そうな界くにもあり、富ふ豪ごうの娘むすめなんかがのこのこ遊びに行けるわけがない」

　だから──と、アリーシアはベッド脇わきの棚たなから、一冊さつの古びた本を取り出した。

「少女は書物のなかに、見知らぬ世界を求め出したんだ。フィクションもドキュメンタリーも楽しんだが、何より好きだったのはやはり、作者自身の経験に基づく紀行文学だった。これなら、アルマダートと交流のある外界の作家の作品は、いくらでも手に入ったからね。

　その中でも、少女がとりわけ夢中になったのは……ゲルダルという、ひとりの越界者メタフイジツクスの作家が綴つづった風ふ土ど記きだった」

　聞き覚えのある人名が出てきて、シンが驚おどろいた顔をする。アリーシアはくすりと笑った。

「地球こつちでは思想家として、ようやく世間に知られ始めたようだがね。彼はもともとアルマダート出身の紀行作家だったのだ。千を超こえる年月、両手では数えきれないほどの界くに々ぐにを回り、その先々で彼は詳しよう細さいな風土記を著あらわした。……現存しないものも多かったが、紙媒ばい体たいの古書まで搔かき集めて、少女は一冊さつ一冊を諳そらんじるくらいに熟じゆく読どくした」

　しばし目を閉ざして記き憶おくを漁あさり、アリーシアは弾はずむ声で語り出した。


　──地球アースの東の果てに倭わ国こくなる国あり。

　　　四方を海に面し、領内に山多く緑の幸溢あふれ、また金の多く産出さる島国なり。

　　　国民の背は揃そろいて低く、その風ふう貌ぼう、どこか故こ界かいアルマダートのデロゥキにも似たり。

　　　支配階級に就つくものは頭頂に『まげ』なる髪かみ型がたを有し、この珍ちん奇きなること甚はなはだし。

　　　初め、我は礼を失するも構わず、それを鷲わし摑づかみたい衝しよう動どうに駆かられたり──



「──訳は即そつ興きようだがね。これが『地球アース東方其その七』の序文だ。デロゥキというのは、まぁ……こちらで言うところの猿さるに似た生き物だ」

　アリーシアは気まずそうに声を潜ひそめたが、シンは憮ぶ然ぜんとするのも忘れて失笑してしまった。

「はは……ゲルダル氏は日本にまで来ていたのか。それも、そんなにも昔に」

「うん……そうなんだ。──ともあれ、彼の描えがく外がい界かいの様相に、少女はすっかり魅みせられてしまった。ゲルダル自身も愉ゆ快かいなお人でな。行く先々で、それはもう、くだらないトラブルを巻き起こすのだ」

　アリーシアは語った。握にぎり飯めしを食いながら合かつ戦せんを見ていたら、流れ矢が尻しりに刺ささって絶ぜつ叫きようした氏のこと。長屋の建設に日雇やといの人にん足そくとして参加し、勢い余って自分の部屋まで作って住み着いてしまった氏のこと。

「結局──彼は日本を巡めぐる間に三人の妻を娶めとり、うち二人の最さい期ごを看取った。……自由奔ほん放ぽうで、けれど人情に厚い人だったのだろう。そんな彼の話を読んでいるうちに、少女はいつしか、自分もこんな風に旅をして回りたいと思うようになった」

　越界者メタフイジツクスになれれば──それが少女の口くち癖ぐせだったという。両親の悩なやみのタネでもあったようだ。シンは苦笑しつつ納なつ得とくする。大事な娘むすめに、風任せの放ほう浪ろう生活を夢見られたのでは堪たまらない。

「少女の欲求は高まりこそすれ、衰おとろえるということを知らなかった。見知らぬ地平を駆かけ抜ぬける自分を、何度も何度も夢に見た。──アルマダートが嫌きらいだったわけじゃない。ただ、そことは異なる土地で、異なる風を感じてみたかった。

　少女の願望はやがて実行に移された。自分の父親が、仕事で異なる世界を行き来していることを知っていた彼女は、手を尽つくして会社の物資運うん搬ぱん船に紛まぎれ込んだんだ」

　一歩間ま違ちがえれば死ぬところだったがね、とアリーシアは苦々しく語った。──幸いと、少女の乗った貨物船の行き先は、すでに物理法則フイジツクスの同調が済まされた界くにだったため、大事には至らなかったようだが。

「若さとは凄すごいものだよ。異界酔よいにふらふらになりながら船を抜け出し、ついに念願の新天地に降り立った少女は、そこで勝かち鬨どきを上げたのだ。──これでまた一歩、ゲルダルの生き方に近づけたんだとね」

　しかし、とアリーシアは声を低めて逆接する。重力に抗あらがう気力さえなくしたように顔を俯うつむかせ、彼女は感情の死んだ声で呟つぶやいた。

「そこで見たものが何であったか──シン君にはもう、想像がつくだろうな」

　シンは押し黙だまった。少女の冒ぼう険けんの果てに待っていたものは、あまりに無残な結末だった。

「寂さびしいものだったよ。訪問者を楽しませる文化など、そこには少しも残っていなかった。あるものと言えば、無味乾かん燥そうな工場と宿舎、それらの間を、自我というものの希き薄はくな顔で行き来する現地民たちだけ。

　新しん鮮せん味などあるはずもない。彼らの生活は、その精神文化に至るまで、発展界アルマダ人によって規定されたものだ。もともとあったはずの独自の習俗は、植民地化が進む段階で完全に消去されている。神話や物語という形で片へん鱗りんを残すことさえ許されず。

　あの映像に、植民界の開発にあたっては、その住人の八割を殺すとあったね。しかし独自性アイデンテイテイーについては完璧に殺し尽くすのだ。歌を失い、言葉を失い、神を失い──彼らはそうして、名実ともに発展界アルマダートの奴ど隷れいとなる」

「…………」

「その事実を知ったのが、彼女が十二歳さいの時だよ」

　告解をした懺ざん悔げ者のように、アリーシアはがっくりと項うな垂だれた。……膝ひざを抱かかえたまま、彼女はやがて、シーツにぽたぽたと涙なみだをこぼし始めた。

「だからっ……植民界どれいではなく、同盟界なかまとして地球アースが存在していることを知った時は、本当に嬉うれしかったんだ……！」

「……アリーシア……」

「留学はすぐに思い立った。……でも、父さまも母さまも反対した……！　直接口には出さなかったけれど、たぶん思想が偏かたよることを心配したんだ。植民界主義コロニアリズムに疑いを持った時点で、アルマダートではまともに生きていけないから。

　……それでも頑がん張ばった。どうしても私は地球アースに行ってみたかった。アルマダ人わたしたちが蹂じゆう躙りんして更さら地ちにしてしまった後じゃない、ありのままの異世界の文化というものを──ゲルダルと同じように、この肌はだで感じてみたかったんだ……！」

　二人ともそこが限界だった。アリーシアは声を上げてすすり泣き、シンはそんな彼女の身体からだを両腕でぎゅっと抱だきしめた。

「ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい……！　私は侵しん略りやく者しやの娘むすめなのに、他ほかでもない自分こそが、他の界くにを根こそぎにしてきた張本人なのに──勝手なことばかり言ってごめんなさい……！」

「謝らなくていい……！　異なる世界と親しみたいという素そ朴ぼくな気持ちに、いったい誰だれが罪を問えると言うんだ！　アルマダートに生まれてしまったが最後、永遠に他の世界を愛することが許されないとでも言うのか！　そんなはずがあるかっ！」

　熱い雫しずくが頰ほおをつたって、シンは自分でも気づかぬうちに涙を流していた。その雫を人差し指で拭ぬぐってやって、アリーシアは泣いたまま微笑ほほえんだ。

「はは……馬ば鹿かだな。君が泣いてどうする」

「どうして泣かずにいられる。友が悲しい時は、僕だって悲しいものだ」

「ああ、そうか──君はそういう男だったな」

　アリーシアはシンの後頭部に手を回し、そこから流れ落ちる長ちよう髪はつを指で梳すいた。──そうしながら、出会いの記き憶おくに想おもいを馳はせているようだった。

「君の髪これを初めて見た時は、本当に驚おどろいたものだよ。地球アースに来て一番の衝しよう撃げきだったと言ってもいい。……私も髪かみにはいささかの自信を持っていたからね。そうそう引けを取るつもりはなかったし、まして男性の髪に遅おくれを取るなどとは、それこそ夢にも思わない」

　毛髪を指先で弄もてあそびながら、アリーシアは苦笑した。

「さぞや立派なまげが結ゆえることだろうと、そんな馬ば鹿かなことも考えたものさ」

「なんなら結ってくれてもいい」

「よしてくれ、笑い転げてしまうよ。

　……ああでも、そうだな。不快でなければ、梳くしけずらせてはくれないか」

　シンは黙だまってこくりと頷うなずいた。アリーシアは微笑ほほえんでポケットに手を伸のばし、抜ぬき取った櫛くしでシンの髪かみを整え始めた。

「……本当に素す直なおな髪だ。折れることも、色褪あせることもなく、どこまでもしなやかで……人のものとは思えない」

「…………」

「でもね、だからこそ危あやうさを感じるよ。髪にしろ、人格にしろ、理念にしろ──多少の欠陥キズや濁にごりを含ふくんでいるくらいが丁度いいのだし、それが人間というものだ。

　人ジンから濁点にごりを除けば神シンになるだろう。けれども、それは同時に罪シンともなりうる。……つまらない言葉遊びだがね」

　呟つぶやきつつ、アリーシアは手に取った髪を三つ編みに結っていく。幾き何か学がく的な紋もん様ようの連なったそれらは──どこか、鎖くさりにも似ていた。

「私は心配なんだ──遠くない将来、君が、大きすぎるものに囚とらわれてはしまわないかと」

　長ちよう髪はつを二つに束ね終えて、アリーシアはふぅと一息つき、そのままシンの背中に軽く額をぶつけた。

　シンはひどく躊躇ためらってから、それでも、言うべきことを口にした。

「……しばらく、君とは親しくできない」

「分かっているさ。君があの映像を使って何をするにしろ──それが、お互たがいのためだ」

　しばし沈ちん黙もくが降りて、それに耐たえきれなくなったように、シンがベッドから立ち上がった。おぼつかない足取りで退室しようとした彼を、アリーシアが最後に呼び止める。

「待ってくれ。……これを持っていってくれないか」

　後ろ手に古びた本を渡わたされて、シンは少し戸と惑まどった。

「いいのか？　これは、君の大事な──」

「諳そらんじてしまったと言ったろう？　このほうがゲルダル氏も喜ぶさ。それに──」

　アリーシアは微笑わらい、両の瞼まぶたを閉ざし、祈いのりを込め──告げた。

「──君が持っていってくれ。それは、私の願いそのものだ」

　否いや応おうなく頷かされて、シンは静かに部屋を出ていった。……マンションの玄げん関かんを潜くぐったところで、彼は歯を食いしばって夜空を仰あおいだ。

　不ふ穏おんの気配も、嵐あらしの前兆も、目を凝こらせば全すべて、そこに見て取れたのかもしれない。けれども、シンの仰あおぐ空はひどくぼやけて──星が見えないと、ただそれだけが悲しかった。





＊






「──うわわっ!?」

　クルァシンの語りが佳か境きように入ってほどなく、天幕の外から人ひと影かげが転がり込んできた。聞き耳を立てるのに集中して、体重を預けすぎてしまったらしい。

「……コリォ、何をしている」

　呆あきれた声でセレィが問うと、先にナバザ砦とりでで捕とらえられたオルワナの女兵士コリォは、だらしなく広がった翼つばさを器用に畳たたみながら地面に片かた膝ひざをつき、頭を垂たれて姿勢を正した。

「し、失敬！　お話が終わるまで待つ所存でありましたが、どうにも内容への興味が抑おさえきれず、その……」

「言い訳はよいわ。──して、そこの連中は？」

　セレィがじろりと天幕の向こう側がわに視線をやると、慌あわただしく気配が散ってゆく。どうやら兵たちが盗ぬすみ聞きしていたらしい。

「……たるんどる。後で活を入れておかねば」

　セレィは俯うつむいて溜ため息いきをつき、翻ひるがえった両眼めでコリォを見据すえた。

「──して、コリォ。何用か」

　コリォは苦く渋じゆうと戸と惑まどいのないまぜになった顔で、懇こん願がんするようにセレィを見上げた。

「あ──明日の話でございます。聞くところによれば、貴軍は明朝、オルワナ王都イシュディロゥに総攻こう撃げきを仕掛かけるとのこと。どうかその前に、」

「介かい錯しやくを頼たのむというのなら聞かん。もちろん自害も許さん」

　コリォは唇くちびるを嚙かんだ。この女兵士にとって、それは死ねと言われるより残ざん酷こくだった。

「……どうか御お慈じ悲ひを。あんまりでございます。祖国が蹂じゆう躙りんされてゆく様を、私ひとり、敵陣じんでのうのうと眺ながめていろなどとは！」

「お前の矜きよう持じはよく分かっている。だが、お前の存在には天意があるのだ」

　天意という言葉を投げられて、コリォの視線が咄とつ嗟さにクルァシンを向いた。彼はしばらくコリォとセレィを見比べて、任せろ、というように頷うなずいた。

「……俺からも重ねて頼もう。コリォ、死んでくれるな」

「なぜですか！　私は何の背景も持たない一兵卒でございます！　戦いくさがこの局面まで進んでしまっては、私の存在が貴国を利することなど、少しもないではございませんか！」

　天幕が大きく波打った。憤ふん怒ぬの形相で大地に足を打ちつけ、セレィはコリォを一いつ喝かつした。

「人の生いき死しにを利害で測るか！　貴様は何様のつもりだッ！」

　コリォはたじろいだ。行き場を失った視線が辺りをさまよって、ついに己おのれの足元で止まり──諦てい念ねんのこもった溜め息が、その口から零こぼれた。

「……お怨うらみ申し上げます、セレィ皇おう子じ」

　ぐ、とコリォの顎あごに力が入った。──それが舌を嚙かみ切ろうとしての行こう為いと気づき、セレィがぎょっと目を剝むく。すかさず彼女が腰こしを上げたが間に合わない。つぅと赤いものが、有翼種クロトアの娘むすめの口元から流れ落ち、

「──やめろ」

　舌を嚙み切る直前、真後ろから導神に頰ほおを押さえられたコリォは──神速の前には、死の速あしですら霞かすむのだと知った。

「頼たのむから死んでくれるな──もう、とっくに一いつ杯ぱいなんだ」

　後ろから抱だき締しめるように覆おおいかぶさったクルァシンに、彼女は茫ぼう然ぜんと身体からだを預ける形になった。熱い滴しずくの感かん触しよくが、コリォのうなじから背中を滑すべり落ちていった。

「ど、導神さま……？」

　コリォは困こん惑わくした。消えかけた命に縋すがるように、クルァシンは弱々しい声で哀あい願がんを重ねていた。……誰だれの目にも、それは到とう底ていに神の姿とは思えなかった。人ひとりの生いき死しにを嘆なげき悲しむ、何の変へん哲てつもない人間に思えた。

　快音が鳴った。歩み寄ったセレィが、平手でコリォの頰を張ったのだ。

「──満足したか？　次は猿さる轡ぐつわを嚙ませるぞ」

「…………」

「私も神も死ぬなと言うたのだ。……贅ぜい沢たく者ものめ。少しは融ゆう通ずうを利きかせぃ」

　そう言って、セレィはコリォの腕うでを取り、彼女を連れて天幕を出ていこうとした。が、途と中ちゆうでふと気づいて、クルァシンを見返した。

「──いいところで邪じや魔まが入った。話の続きはまた聞かせてくれ」

「ああ」

　セレィは少し黙だまり込み、横目だけを鋭するどく向けて、クルァシンに尋たずねた。

「──勝てるか、クルァシン。その、オルデンダラィムとかいう暴神に」

　クルァシンは不敵に笑った。両の拳こぶしを握にぎりしめ、揺ゆるぎない声こわ音ねで答えを発した。

「勝つとも。人は人に打ち勝ち、神は神を打ち負かす。戦いくさの道理はひとつきりだ」

　それ以上の言葉は要いらなかった。セレィはただ信しん頼らいを込めた頷うなずきを返し、そのままコリォを連れて天幕を去っていった。

「…………」

　二人の気配が完全になくなると、クルァシンはその場にくず折れた。

「導神さま！」

　膝ひざをつく音を聞きつけたメリェが、慌あわてて天幕に駆かけ込んでくる。そうして差し伸のべられた少女の手に、導神は縋るように自分の両手を重ねた。身体は噓うそのように冷え切っていた。

「……すまん。もう、お前にまで虚きよ勢せいを張っていられん」

「導神さま……」

　絞しぼり尽つくした威い厳げんの代だい償しように、導神の身体からだは熱を失って震ふるえていた。……エナ・ガゼに来てから初めて他人に見せる、それは紛まぎれもない怯おびえの発はつ露ろだった。

「あ──あれに、勝てというのか。地球アースの人類史に匹ひつ敵てきするほど永く生きてきた神を、たかだか七十年しか生きぬ俺に──この拳こぶしで打ち倒たおせというのか」

　クルァシンはかちかちと歯を鳴らした。メリェはその場に屈かがんで身体を寄せ、小さな身体をいっぱいに使って導神を抱ほう擁ようした。彼女にできるのはそれだけのことだった。

「ＭＰメタフイジツクス36号という肩かた書がきは恐おそるべきものだ。それは発はつ展てん界かいによって36番目に観測された神ということ。……ましてや、あれは戦神の類たぐい。すなわち、戦い続け、勝ち続けることで生き延びてきた存在に他ほかならない」

「導神さま……」

「アルマダートと協力関係にあるＭＰメタフイジツクスが存在することは知っていた。……だが、連中は基本的に自分の都合でしか動かない。あるいは若い神であれば、アルマダートの傘さん下かに身を寄せる代だい償しように、植民界政策に協力させられることもあるかもしれない。

　しかし──オルデンダラィムはそうではない。あれはとうに他者の庇ひ護ごなど必要がない、図ず抜ぬけて強大な神だ。ならば──たまたま利害が一いつ致ちしたということなのか」

　何という不運だと──クルァシンは己おのれの肩かたに爪つめを立てて慟どう哭こくした。

「……なぜだ。なぜこの段に至って、全すべてを引っくり返すような鬼おに札ふだが捲めくられるんだ！　運命はそんなにも僕に、四度目の滅ほろびを見せつけたいのか！」

　クルァシンの脳裏に過日の残像がよぎった。救えなかったもの、救えるはずだったもの──全ての過去は彼の背中に等しく伸のし掛かかり、責任と拳こぶしを重くした。それは日を追うごとに増え続けていくのだった。決して減ることは有り得ずに。

「……失礼いたします、導神さま」

　唐とう突とつにそう断って、メリェは額ひたいの小さな一角つのを、ちくりとクルァシンの胸に押し当てた。──有角ユルフイネクの民たみは、その一角つのをもって人の心に触ふれるのだ。

「な──よせ！」

　クルァシンの制止を待たず、果皮を突つき抜ぬけて果肉に至るように、メリェは導神の内なる記き憶おくと融とけ合った。──彼が経験してきた惨さん劇げきのごく一部、しかし常人が一生に出会うそれを遥はるかに凌りよう駕がする死の連れん鎖さが、即そく座ざに少女の胸のうちへと去来した。

「あ──あ──、」

　クルァシンはすぐさまメリェを引き離はなした。が、時すでに遅おそく、彼女は瞳どう孔こうを開いて過呼吸を起こしていた。──咄とつ嗟さの判断で、導神は少女へ口くちづけた。わずかな呼気を共有し、小刻みだったメリェの息いき遣づかいが、それで段々と正常に返っていった。

　メリェの瞳ひとみが光を取り戻もどしたのを認めて、クルァシンはゆっくりと唇くちびるを離はなした。メリェは小さな胸を苦しげに押さえながら、それでも健けな気げに微笑ほほえんでみせた。

「……辛つろうございますね、導神さま」

「当たり前だ！　俺と心を重ねるなど、どれだけの無茶を──」

「わたしは平気ですから。その辛つらさ──どうか、少しでも、お分けください」

　クルァシンは咄とつ嗟さに言葉を失った。──分ける……、という単語に、ひどく耳慣れない響ひびきがあった。そんなことを求められた経験はなかったし、彼自身、これまで考えたこともなかった。神は背負わねばならないと思っていた。咎とがも責も業ごうも、その全すべてを担にないきるために──人ならぬこの身はあるのだと信じていた。

「ロケィラは有角種ユルフイネクの国です。エナ・ガゼはそこに住まう全ての人と神々の世界です。だから──その栄えも滅ほろびも、きっと人と神々、その両方のものなのです」

　メリェは切々と訴うつたえた。舌足らずに、けれど偽いつわるところのない慈じ愛あいを込めて。……クルァシンは今になって、この少女が母神の名を冠かんしている理由を知った気がした。

「だから、導神さま。──守られているだけでは、悲しゅうございます」

　二度目の抱ほう擁ようはどこまでも温かく、母のように柔やわらかだった。ついさっきまで稚やや児このように思っていた少女に、クルァシンは無意識のうちに体重を預けていた。

「メリェ……お前は……」

　母神の慈愛に抱いだかれて、導神は静かに涙なみだを流した。──このいっときに、数十年を隔へだてて、小さな救いを得たというように。








決戦──王都イシュディロゥ









　王宮の規き律りつは千々に乱れていた。ナバザ砦とりでから命からがら帰き還かんした敗残兵の報告によって、セレィ率いるロケィラ軍が、今まさに王都イシュディロゥに迫せまっている事実が明らかにされたためである。ナバザの防備に全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置き、後は海軍による皇おう都とビンナスクの制圧を待つだけと油断していた有翼種クロトアは──あまりに突とつ然ぜんに訪おとずれた窮きゆう地ちに際して、にわかに烏う合ごうの衆と化していた。

「イドや！　ああイドや！　そなた何処どこにあるのか！　妾わらわに道を示してたもれ！」

　客人の姿を求めて、天守の間まで小走りに駆かけ上のぼってきたのは、その名にし負うオルワナ女王キュリマイェ・セトントラ・オルワナの御み姿すがたである。ふっくらとした胴どう体たいに愛らしい丸顔を乗せた初老の女性。頭には王家の紋もん章しようを刻んだ王おう冠かんを頂いただき、着込んだ纏てん衣いは床ゆかに引きずるほども長い。そのせいで、階段を上がる度たびに、何度もつまずきかけている。

「っく、あぅ……。……イドや！　どこにあるのか！　ああ、イドや！」

「ここにいる。狼狽うろたえるな、見苦しい」

　すぐ隣となりから声がしたせいで、女王は仰ぎよう天てんして尻しり餅もちをついてしまった。そんな彼女にも手ひとつ貸さず、アルマダート工作員イドは、冷然とした視線だけを女王によこした。

「おお、イドや！　大変なのじゃ、有角ユルフイネクの蛮ばん族ぞくどもがここに攻せめてくると」

「知っている。準備に手ぬかりはない」

　大窓から下界の風景を見下ろしながら、イドは平へい坦たんに呟つぶやいた。……その視線の先では、年ねん齢れいも性別もてんでばらばらな民衆が、王都イシュディロゥの象しよう徴ちようたる八本の『塔とう』のうち、宮きゆう殿でんにほど近い位置で正方形を形成する四塔に忙せわしなく出入りしている。

「お前も民たみに顔を見せてこい。この策は士気が命だ」

　イドは言葉少なに指示するが、それだけでは到とう底てい落ち着くものではない。纏衣をつまんで立ち上がり、女王は不安げに問い返す。

「し、しかし、本当によいのか？　このようなやり方では、早々に敵を街中へと受け入れることにも──」

「構わん。残った兵が少なすぎる。真っ当な防衛戦では勝ち目などない」

　ふたりが言葉を交かわしていると、大窓から差し込んでいた日差しが唐とう突とつに遮さえぎられる。女王は目を丸くして、長い両腕うでで窓枠わくにぶらさがっているその原因を見つめた。

「ああ、兄貴、ただいま」

「御ご苦労。すぐ仕事だ。これから言うとおりにしろ」

　イドが早口で耳打ちすると、オドは頷うなずいて、すぐさま宙に身を躍おどらせた。女王が呆ぼう然ぜんとその様子を見守っていたところ、厳しさを帯びた口調でイドが言う。

「何を呆ほうけている。今この街にあって、手の空いている者などひとりもない」

　女王は反論を失い、しょんぼりと消しよう沈ちんして階段を下っていった。──もともと人の好よかった君主は、今や自覚のないままに、発展界アルマダートの傀かい儡らいと成り下がっている。

　野太い笑いが空気に満ちた。あるいはそれも、去りし女王の無様さを嘲あざ笑わらうものだったろうか。

「しち面めん倒ど臭くさい小細工を巡めぐらせているようだな、発展界の走狗イヌ。人の戦いくさは面めん倒どうなことよ」

「……きさまは単純でいい。36号」

　女王と入れ替かわりに現れた巨きよ漢かんの暴神を見据すえて、イドは冷たく言い放った。その程度の嫌いや味みなど歯し牙がにも掛かけずに、オルデンダラィムはぼりぼりと頭を搔かく。

「何をそう不安がっとる？　あのクルァシンとやらは儂わしが引き受けたと言っておろう。戦の勝敗がどうあれ、発展界アルマダートにとっての目の上のたんこぶは消える。何の懸け念ねんもあるまい」

「だからきさまは単純だと言う。オルワナここはエナ・ガゼ全体の世情不安を誘ゆう発はつする起き爆ばく点てんだ。そのために時間をかけて間ま抜ぬけの女王にまで取り入った。それを今の時点でロケィラに制圧されては、おそらく費用対効果の問題から、エナ・ガゼの植民界化を諦あきらめることになる」

　ふぅん、とオルデンダラィムは興味なさげに鼻を鳴らした。植民界化を巡めぐる権けん謀ぼう術じゆつ数すうになど、彼は少しの関心も湧わかないらしい。釘くぎを刺さすように、加えて、とイドは続ける。

「──きさまがあれを処理できると決まったわけではない。保険は掛けさせてもらう」

　歯に衣きぬ着せぬイドの発言に、暴神は目を丸くし──一転して笑い転げた。

「かーっはっはっは！　素すっ頓とん狂きようなことを吹ふいたな！　よしんばその通りになったとして、儂が勝てぬ相手を、きさまらごときがどう料理しようというのか！」

「きさまが負けるとは思わん。だが、気まぐれで奴やつを見逃のがすことは有り得る。植民界政策に反発するＭＰメタフイジツクスは、ここで確実に処理しなければならない」

「よかろ、よかろ！　好きにするがいい！　どうせ人の戦が終わるまで、儂は手を出さぬ。それまでにあの男が滅やられたのであれば、それはそれ。その程度の相手だったというだけの話よ」

　暴神はしばらく可笑おかしそうに喉のどを鳴らし、だがな──と、唐とう突とつに重い声を挟はさむ。

「これは忠告だが。──あの男、きさまら〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟が相手取るには、ちと荷が重い」

　イドは否定せず、むしろその事実を追って認めた。

「形而上に住まう者メタフイジツクスを相手取って、我らが有利であった例ためしなど、一度もない」

　ヴェル・グルンの任務とはそういうものだ。超常との戦いを重ねてきた戦士だけが纏まとうことを許される風格が、イドの佇たたずまいに充みち満ちていた。

「戦力比は常に向こう側がわへと傾かたむいている。この天てん秤びんは容易に覆くつがえらん。が──そうであるがゆえに、連中が抱いだく油断もまた、不変のものだ」

　それだけが付け目だと、低い声で呟つぶやき、イドは拳こぶしを握にぎりしめて骨を鳴らした。オルデンダラィムは薄うすく笑って腕うでを組み、では手並みを拝見──と、愉ゆ快かいそうに焚たきつけた。
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　日は高々と昇のぼっていた。全天に雲はなく、うすら寒いまでの蒼そう穹きゆうが空を抜ぬいている。

　地平にずらりと並ぶロケィラ兵士の数は、歩兵・弓兵・騎き兵へい合わせて八千弱。皇おう都とビンナスクには一兵たりとて残してきていないため、これが現在のロケィラが保有する掛かけ値ねなしの全兵力である。ダラィオンに率いられたオルワナ海軍が、次に皇都を攻せめてくるまでのわずかな間かん隙げき──そこに全すべてを賭かけた作戦の、これが最終局面であった。

「諸君──よくぞ、ここまで付いてきてくれた」

　縦並びに四つの長方形を構成する隊列の先頭。ロケィラ皇おう子じセレィは万感の想おもいを込め、いざ決戦に挑いどもうとする兵たちを激げき励れいしていた。その身を鎧よろう白銀の胸きよう甲こうは土つち埃ぼこりに塗まみれてなお燦さん然ぜんと光り輝かがやき、主の意気軒けん昂こうたることを示している。

「時は満ちた。先んじて散った兄陛下たちの無念を、今こそ晴らす時ぞ！」

　喚かん声せいが大気を打ち震ふるわせる。兵たちの気き炎えんにいささかの衰おとろえもないことを実感したセレィは、後ろで身を縮ちぢめるコリォに軽く笑いかけ、颯さつ爽そうと剣けんを掲かかげた。

「今回は街攻ぜめだ！　中には一般の民衆も多くある！　誇ほこりある有角ユルフイネクの兵として、いかに振ふる舞まうべきか──諸君、申してみよ！」

「「「「「「「驕おごらず、奪うばわず、辱はずかしめず！」」」」」」」

「まさしくその通りだ！」

　鷹おう揚ように頷うなずいて、セレィは残った左手で手た綱づなを引いた。それによって彼女の跨またがった馬が甲かん高だかく嘶いななき、騎き馬ばの民たみがもっとも親しむその声によって、全軍の闘とう志しに火を入れた。

「駆かけ抜けろ、有角ユルフイネクの戦士たち！　戦場を吹ふき抜ける、一いち陣じんの風となれ──！」

　号令に応じ、立ち塞ふさがる全てを穿うがち抜かんと──八千の一角つのが、一いつ斉せいに大地を迸ほとばしった。







（──始まったか）

　四方よもから響ひびき始めた戦場音楽に耳を傾かたむけて、クルァシンは心中で呟いた。王都イシュディロゥの東西南北に据すえられた門を、セレィ率いるロケィラ軍が、それぞれに攻め始めたのだ。王都に残っている守備兵は二千に満たない。防衛のためにはそれをさらに四分割せねばならず、いかに地の利があろうとも、物量でロケィラが押し切るだろう。

（そこまではいい……だが、）

　足音を殺して走り続けるクルァシンの姿は、その身ひとつ、すでに王都イシュディロゥに潜せん入にゆうしている。いくつか助言を残して戦いくさの采さい配はいをセレィに一任し、今の彼の目的は別にあった。

（やはり……民たみが少なすぎる）

　クルァシンは予感の的中を感じた。いくつか民家を覗のぞき込んでも、物もの陰かげで身を縮める老人や子供の姿があるばかりで、労働力となりうる若い男女の姿が見えない。それが意味するところを推すい測そくして、クルァシンは時ならぬ感心さえ覚える。

（大したものだな。セレィ率いるロケィラ軍の性質を把は握あくしきっての作戦だ。……これもやはり、ヴェル・グルンかオルデンダラィムの入いれ知ぢ恵えなのか）

　クルァシンは宙に視線を泳がせ、重厚な質感を持って屹きつ立りつする八本の『塔とう』と、それに囲われる形で中央に控ひかえる宮きゆう殿でんを眺ながめた。──セレィがあれに至るまで、見た目ほど平へい坦たんな道程みちのりではなさそうである。

（が……それはもはや、俺の領分ではない）

　閑かん散さんとした住宅地を駆かけ抜ぬけるクルァシンの目的は、後にも先にもただひとつ──ヴェル・グルンとオルデンダラィムの排はい除じよにある。この戦いくさの勝敗を不確定の領域に留とどめおく最大の不安要素を取り除のぞくことが、彼に残された最後の役割だった。

「──むっ！」

　路地を抜けて分ぶん岐きに差し掛かかったところで、鋭するどい殺気が彼のうなじを焦こがす。クルァシンは咄とつ嗟さに片手を閃ひらめかせ、こめかみを射抜こうとした矢を摑つかみ取る。

　矢の飛んできた方向に視線をやり、ほど遠い屋上に弓兵の姿を認め──クルァシンは唇くちびるを釣つり上げた。常人離れして長い背せ丈たけと手足は、アルマダート工作員オドのそれに間ま違ちがいない。

「話が早いな」

　悪い状じよう況きようではなかった。オルデンダラィムが援えん護ごなどする性格ではないことは明らかだ。であれば──先にヴェル・グルンと当たった以上、各個撃げき破はが望める。

「──手早く行かせてもらうぞ！」

　クルァシンは手近な建物に取りつき、そこから屋根伝いに獲え物ものを追い始めた。







　四方から王都を攻せめたてるロケィラ軍の勇ゆう猛もうたるや、指揮官のセレィの予想をも遥はるかに超こえていた。導神の導きによって、ナバザ砦とりでで奇き跡せきにも等しい勝利を得た彼らは、二日を経た今もってなお、その勢いを持続していたのだ。

　少ない兵力を、さらに小分けにして運用しているイシュディロゥの王都守備隊からすれば、堪たまったものではない。掛かった梯子はしごから兵が次々と乗り込み、破は城じよう鎚つちを叩たたきつけられた門がぎしぎしと悲鳴を上げる。

　そんな、オルワナ側がわにとっては絶望的な戦せん況きよう下での奮ふん闘とうも、当然のように長くは続かなかった。攻こう撃げきを始めて半刻も経たった頃ころ、ほとんどの守備兵を失った東門が、最初に重い口を開けたのだ。

「皇おう子じ！　門が開きました！」

「我に続けぇぇい！」

　セレィを先頭にして、精強の誉ほまれも高きロケィラの騎き兵へい隊が続々と街中に雪崩なだれれ込んでゆく。王都の中央に位置する宮きゆう殿でんには、必然、街かい道どうをまっすぐに進めば辿たどりつく。もはや勝利は目と鼻の先と思われたところで、しかし兵たちは慌あわてて馬を制せい御ぎよせねばならなかった。

「防ぼう馬ば柵さくが据すえられているぞ！　慌てるな、慎しん重ちように進め！」

　無数の尖とがった切っ先に迎むかえられて、セレィは危あやうく馬を急停止させる。瞬しゆん間かん、彼女の背筋に緊きん張ちようが走った。──いちいち柵の隙すき間まを迂う回かいしながら進むのはじれったいが、騎馬の民たみからすれば難しいことではない。つまり、わざとらしく隙間を残して設置されたこの防馬柵は、進軍の足を鈍にぶらせることが目的なのだ。

「皇子、これはおそらく……」

「わかっている」

　クェッタに言われるまでもなく、セレィは注意深く街道周辺の物もの陰かげに気を巡めぐらせた。……奇き襲しゆうがあるとすれば、騎馬隊最大の武器である突とつ進しん力が殺されているこの頃ころ合あいは、敵にとって最大の好機だからだ。

　数秒ほど黙もつ考こうして、セレィは思い切った行動に出た。

「……奇き数すう小隊の者は馬を降りろ！　歩兵を伴ともなえば、奇襲にも対応しやすい！」

　突とつ然ぜんの命令に、兵たちはいささか面食らったが、それでも意図を理解して指示に従った。──歩兵は騎兵を護衛しつつ、そのまま防馬柵の撤てつ去きよにも当たり、やがては騎馬兵の突進力を活いかせる地形を取り戻もどしてくれる。

　しばし緊張を伴ともなった進軍が続いたが、宮殿への道のりが何事もなく半ばを越こえた辺りで、堅けん実じつな対応が功を奏したかと、セレィが軽く安あん堵どの息をつきかけた。つられて隣となりのクェッタも肩かたの力を抜ぬき、なんとなく宙を仰あおいで──そこで、愕がく然ぜんと目を見開く。

「皇おう子じ、危ないッ！」

「何ッ!?」

　馬から馬へ飛び移るようにして、クェッタはセレィとコリォを抱だき抱かかえて地面に伏ふせた。仰あお向むけに押し倒たおされた視界の中で、二人は見た──全天を埋うめ尽つくす鏃やじりの豪ごう雨うを。

　馬と人の悲鳴が混声合唱を織おり成した。いくら歩兵に警けい戒かいさせたところで、空からの奇襲に応じる術すべはない。身体からだのあちこちに矢傷を受け、兵たちは苦く悶もんの声を上げた。恐きよう慌こうを来たした馬が手た綱づなを振ふり切って走り出し、それに蹴られて新たな負傷者が生まれた。

「う……ぐ……」

「クェッタ！」

　二人を庇かばって地に伏ふせたクェッタは、その背中に四本もの矢を受けていた。セレィは彼に肩かたを貸して一いつ緒しよに立ち上がらせ、

「──くっ！」

　起き上がりざまを襲おそった敵の斬ざん撃げきを、危あやうく剣けんで受け止める！

「敵は壊かい乱らんしているぞ！　今だ、かかれぇぇぇ！」

　とたん、物もの陰かげという物陰から、満を持してオルワナ兵たちが姿を現した。セレィは歯は嚙がみして思う──門に配備されていた兵が少なすぎた。奇き襲しゆうは予想できていたというのに！

「皇おう子じを狙ねらえ！　そいつの首を取れば終しまいだ！」

　大将首を狙い、オルワナ兵たちが血走った目つきで襲いかかる。──セレィはまず、コリォを走らせ、ついでクェッタを担かついで後続の歩兵たちに紛まぎれながら、大声で指示を叫さけぶ。

「下がれ！　全員、門まで撤てつ退たいしろ！」

　大将の指示を受け、ロケィラ兵たちが負傷者を助けつつ、来た道を戻もどっていく。……迅じん速そくと呼べるものではなかったが、あらかじめ防ぼう馬ば柵さくを撤去していなければ、撤退すらままならなかったろう。下手をすれば全ぜん滅めつさえあったかもしれない。

　息も絶え絶え、ロケィラの兵たちはどうにか門のところまで辿たどりついた。オルワナ兵の追つい撃げきがないことを確かく認にんして、セレィはクェッタを地面に寝ねかせた。彼は意識が朦もう朧ろうとしているのか、焦しよう点てんの合わない瞳ひとみでセレィを見つめ返した。

「セレィ……様……ご無事……でした、か」

「ああ、無事だ。お前のおかげでな」

　すぐさま衛生兵が駆かけつけ、傷口に止血を施ほどこす。……が、傷は四か所にも及およんでいる上、どれも浅くはない。臓物はらわたを傷いためていればそれまでだ。

「気を強く持て。すぐにちゃんとした治ち療りようを受けさせてやる」

「……あの矢は……塔とう、から……」

「もう喋しやべるな。……後で好きな報ほう賞しようを遣つかわす。何を求めるか、それだけを考えていろ」

　クェッタの頰ほおを優やさしく撫なでると、セレィはすぐさま毅き然ぜんと立ち上がった。浮足立つ兵たちに大声で活かつを入れ、ばらけた隊列を組み直させる。

「落ち着け！　まずは報告からだ！　各隊、死傷者はどれほどか！」

　各小隊長は泡あわを食って点呼を行った。それによると全体の被ひ害がいは負傷が二割、死亡が一割ほど。手痛い損そん耗もうだが、戦せん闘とう継けい続ぞくが不可能なほどではない──セレィは自分にそう言い聞かせ、どうにか戦意を保つ。

　場がどうにか落ち着きを取り戻したところで、その一角から声が上がった。

「あ、あの矢はどこから来たのでしょうか。だいいち、オルワナ主力たる天そら弓ゆみ隊は、そのほとんどが今もってキレド海に浮かんでいるはずで──」

　兵のひとりが漏もらした疑問に、隊全体がどよめきを起こす。……確かに、問題はそこだった。弓兵の影かげも形もないところから、あの矢はそれこそ突とつ然ぜんのにわか雨のように、ロケィラ側がわへ降り注いだのである。

　セレィはそこでクェッタの言葉を思い出す。──あの矢は、塔とうから。

「……塔だ。宮きゆう殿でんを四方から囲む、あの塔の中に、弓手を配置しているに違ちがいない」

「だとしても、そんな兵力がどこに？　天そら弓ゆみ隊はほとんど海軍に回されていると、先さき程ほども」

　セレィはしばし考え込んだ。そうして至った解答は、ある意味で単純なものだった。

「……民間人、だな」

　兵たちが一いつ斉せいにざわめいた。片手を上げてそれを制しつつ、セレィは続ける。

「クルァシンが言っていた。今のイシュディロゥに、まともな防衛戦をやる兵力は残っていないと。その穴を埋うめるために、何らかの方法で民間人を活用してくるかもしれないと」

「し、しかし、現実的に可能でしょうか？　人だけが居ればいいというものではありません。相応の訓練も必要ですし、全員分の弓と矢だって簡単には、」

「弓きゆう的てきはオルワナの国技と聞く。我々が幼い頃ころから馬と親しんだように、国民全員が弓を嗜たしなんでいるとすれば？　道具は各人に持ち寄らせればよいし、最低限の技量はもとより身に付いているはず」

　いよいよ推測も現実味を帯びてきた。だとすれば、オルワナは即そく席せきで数万もの弓兵を獲かく得とくできたことになる。もちろん中には女子供などの非戦闘員もいるだろうし、塔に配備できる人員にも限界があるだろうから、現実的にはそこまでの数ではない。だが、今のロケィラ軍にとっては充じゆう分ぶんな脅きよう威いだった。

「何より問題なのは」

　セレィは剣けん先さきで地面に図を描えがいた。四角形で表現した宮殿を丸の塔が四方から囲み、射しや撃げき範はん囲いを示す矢印が、それぞれから縦横斜めに伸のびている。

「あれらの塔と宮殿が、巨大な方陣を組んでいるということだ。直接に宮殿を攻せめようとすれば、どの角度から突つこうと、両側の塔から集中砲ほう火かを浴びることになる。……いや、中央の宮殿にも弓兵が配備されているだろうから、正確には三方向からだな。近づけば近づくほど矢の密度は高まり、辿たどりつく頃には我々は針はり鼠ねずみになっているという寸法だ」

「──将を射んと欲すれば何とやら。まずは塔を落とすのはどうでしょうか？　二つも落とせば方ほう陣じんにも十分な隙すきができます。そこで改めて宮殿を攻めれば」

「……駄だ目めだ。今回の戦いくさは電でん撃げき戦せんでなくてはならん。一つならまだしも、二つも落としていては間に合わない」

　士官らと意見を交かわしながら、セレィは焦じれて頭をかきむしった。──オルワナ同様、ロケィラも背水の陣なのである。ダラィオン率いる海軍は今日にも皇おう都とビンナスクを攻めるかもしれず、長期戦を見込んだ戦略は立てられない。

「向こうもそれを見切った上での作戦なのだ。……考えてもみろ。長期戦が許されるのならば、籠ろう城じようによって利するのはこちらだ。我々は向こうの物資が尽つきて音を上げるまで、包囲を保っておけばそれでよかった」

　そうできれば苦労はないのだがな、とセレィは愚ぐ痴ちる。……知ち恵えが要いるな、と彼女は思った。膠こう着ちやくした状じよう況きようを打開するための、別角度からの発想が必要だった。

「……とにかく伝令を出せ。他ほかの門から攻せめている連中にこの情報を伝えろ。我々と同じ失敗をさせるわけにはいかん」

　命を受けた伝令が馬に乗って出ていくのを見送ると、セレィは腕うでを組みながら辺りをうろつき始めた。ほとんど前を見ずに歩いていたため、ぶつかるまで他人の存在に気づかなかった。

「わっ！　──あ、あの、セレィ皇おう子じ」

「む？　──ああ、コリォか。よく残っていたな。てっきり街中で逃にげたものと思っていた」

　辛しん辣らつな皮肉を返されて、コリォは唇くちびるを嚙んで俯うつむく。翼つばさを隠かくすために羽織った外がい套とうの下で、翼が所在なさげに動いているのが見て取れた。……先日は自害にまで及およぼうとした彼女のこと。捕ほ虜りよという立場にあっては、何かと葛かつ藤とうも多い。

「あ、あの──副官の方は」

「副官？　ああ、クェッタか。心配するな。いま治ち療りようを受けさせている」

　助かるかどうかは分からんがな、とはさすがのセレィも付け加えなかった。……いくら加か虐ぎやく趣しゆ味みの気がある彼女にしても、これ以上、コリォの負い目を増やすことは本意ではない。

「そうですか。……お礼を言わせてください。彼のおかげで、私は同族ともがらの矢に倒たおれずに済みました」

　深く頭を下げるコリォに、後で本人に言うんだな、と素っ気なく返して──そこでふと、セレィは頭に閃ひらめきが降りるのを感じた。

「──コリォ。ひとつ聞くが、」

「はい？」

「お前、同族ともがらを撃うてるか？」

　コリォは真っ青になって首を横に振ふった。セレィはそれを見て、そうか、と得心したふうに独ひとり言ごち──かと思えば、にんまりと唇くちびるを釣つり上げた。

「道が見えたぞ。──全員、聞け！」

　慌あわただしく士官たちが集まってくる。セレィは意を決して、たった今思いついた策を説明し始めた。







　オドを追って市街南西の広場までやってきたクルァシンは、そこで厄やつ介かいな状況と直面することになった。どう見ても非戦せん闘とう員と思おぼしき子供と老人が、広場にびっしりと立ち並んでいたからである。

「な──これは」

　質たちの悪いことに、オドの姿までも群衆の中に紛まぎれた。クルァシンはすぐに理解した──これがヴェル・グルンの作戦だ。一般人を肉の壁かべとし、こちらを戦い辛づらい状じよう況きように追い込んで隙すきを突つこうという算段だろう。

　ならば、とクルァシンは肺はい腑ふに大きく息を吸い込み、声こわ高だかに警けい告こくした。

「散れ、お前たち！　ここにいては巻まき添ぞえを食うぞッ！」

　叫さけぶと同時、震しん脚きやくを地に打ちつけた。石いし畳だたみが割れ、広場全体に激しい振しん動どうが伝でん播ぱする。民衆は怯おびえの表情でクルァシンを見つめたが、裏腹に誰だれ一人として、その場から動こうとはしない。

　導神は舌打ちした。厳しく命令されているか、さもなくば脅おどされているのか。固い意志によって立つ柔やわらかい肉体──障害物として、これほどに厄やつ介かいなものはない。

「……ならば、速そつ攻こうで片をつけるまで」

　肚はらを決めて、クルァシンは等間かん隔かくで立ち並ぶ群衆の中に踏ふみ入った。彼にしても戦略を練っている余よ裕ゆうはない。危険を承知で、罠わなも策略も正面から打ち破る他ほかないのだ。

　導神は耳を澄すませてオドの気配を探さぐった。いかに人海に紛まぎれようと、ひとりこちらを狙ねらって動く気配を察知できぬわけがない。案の定、彼はすぐさま忍しのび寄る靴くつ音おとを聞き届け、

「──そこだ！」

　邪じや魔まな人間を押しのけ、先手を打って足音の主と対たい峙じしてみれば──そこにあったのは、震ふるえる両手に包ほう丁ちようを握にぎりしめる、あどけない少年の姿。

「なんだと!?」

　危あやうく当たりかけた拳こぶしを寸前で制し、クルァシンは二重の意味で寒さむ気けを覚えた。──侮あなどっていた。群衆は単なる障害物ではない。隙あらば背中を刺さそうとする敵なのか！

「く──っ！」

　背後からの刃やいばを身をひねって避よけつつ、導神は返す一いつ指し拳けんで敵の経けい穴けつを突いた。老おいた男性がその場に昏こん倒とうし、かと思えば別の角度から新あら手てが襲おそってくる。手傷を負わせぬよう注意しながら応戦しつつ、クルァシンは段々と精神的に追い詰つめられていく。

「おおお──っ！　ド頭タマカチ割るだぁ──ッ！」

　瞬しゆん間かん、彼にまとわりつく群衆を粉ふん砕さいしながら、唸うなりを上げてオドの鉄てつ棍こんが迫せまる。クルァシンは危うく屈かがんでそれを避けつつも、打だ撃げきを受けた人々の飛び散った血と肉片を、総身に浴びてしまった。

「な───」

　しばし呆ぼう然ぜんと、地に転がる原型を留とどめない亡なき骸がらを見下ろし、導神は眼めを剝むいて叫んだ。

「それが、それが──お前たちのやり方かッ！」

　怒ど気きをそのまま練り固めたように、導神の全身に力が充じゆう溢いつする。あらゆる方向から牙きばを剝むいた敵の刃やいばを、もうクルァシンは避よけようとはしなかった。両膝ひざを内向きにひねって重心を中央に、肺を絞しぼって丹たん田でんに呼こ気きを落とし──彼は盤ばん石じやくの排ハイ打ダ功コウでもって、それら全てを受け止めたのだ。刃は一本たりとも皮ひ膚ふを貫つらぬかず、あまつさえ刃は毀こぼれした。

「おおおぉッ！」

　鋼はがねが悲鳴を上げる。オドの振ふり下ろした鉄てつ棍こんすらも、クルァシンは正面から額で受け止めてのけた。そのまま両手で棍ぼうを摑つかみ取り、眼光鋭するどくオドを睨にらみつける。

「か──かかっただな！」

　鉄棍の内部から駆く動どう音が響ひびく。──今この時の必中を期するため、前回の戦いでは、棍に仕掛けはないという伏ふく線せんを張ってまで温存した奥の手である。棍の先せん端たんから発射される大口こう径けいのスラッグ弾だんは、今こそ導神の胸むな板いたを貫つらぬいて致ち命めい傷をもたらすはずであり──

「あ──あれ？」

　いつまで経たってもその結果が訪おとずれず、オドは首を傾かしげた。手元の引き金は確かに引いている。では何が悪いのかと見通したところで、彼は絶望的に納なつ得とくした。──導神に摑み取られた棍の先端部が、見るも無残に捻ねじ曲げられていたのである。

「何が──かかっただと？」

　ささやかに地面を蹴ける音がした。──万策尽つきたオドに、もはや何ができただろう。

「ああ──そうか。お前の足が、黄泉路にかかったか」

　頰ほおっ面つらに突つき上げる拳こぶしが炸さく裂れつした。折れた歯を血反吐へどと一いつ緒しよに撒まき散らしながら、オドは空中で数回転して地面に叩たたきつけられ──そのまま、ぴくりとも動かなくなった。

「──イド！　出てこいッ！」

　未いまだ収まりきらぬ怒いかりを込めて、クルァシンは敵の名を呼ばわった。オドがやられたと見るや、残った群衆もみるみるうちに散っていく。後には導神と、彼によって昏こん倒とうさせられた、十数人が残るのみとなった。

　戦うには都合のよくなった反面、クルァシンは違い和わ感を覚えた。──なぜイドは姿を現さないのか。人ごみに紛まぎれて戦うならば、体格が常識的なイドのほうが適していたはずだ。オドを囮おとりとした波状攻こう撃げきを仕掛かけてくるものと読んで、クルァシンはずっと警けい戒かいしていたのである。

「う……ううん……」

　小さな呻うめき声がした。クルァシンはそちらへ振り向くと、最初にクルァシンを狙ねらってきた少年が、寝ねぼけ眼まなこで上体を起こしている。クルァシンが昏倒させた覚えはないので、おそらく乱闘に巻き込まれて気を失ったのだろう。

「大だい丈じよう夫ぶか？　すぐに起きて避難しろ。ここは危な──」

　警告しようとしたところで、クルァシンの全身に戦せん慄りつが走った。──この感覚には覚えがあった。規模こそ数段上だが、ヴェル・グルンが発はつ展てん界かいの兵器を用いる際に起こる、意味性の崩壊ゲシユタルト・ブレイクの余波に間ま違ちがいない。

（だが遠い！　……まさか、遠距きよ離り射しや撃げきに訴うつたえるつもりか!?）

　発信元をはっきりと突つき止める暇ひまはない。発射されてからでは間に合わないのだ。クルァシンは少年を抱だき上げ、即そく座ざに全力で駆かけ抜ぬけた。

「───くぅっ！」

　強きよう烈れつな閃せん光こうが迸ほとばしった。咄とつ嗟さに振ふり返ったクルァシンは、自分が一秒前まであった地面が、理想的な円形に蒸じよう発はつしているのを認めた。背筋を冷たい汗あせがつたう──反応がもう一いつ瞬しゆん遅おそければ、少年ともども同じ運命を辿たどっていたに違ちがいない。

「光学兵器まで使ってくるとは……、……ん？」

　クルァシンは眉まゆ根ねを寄せた。たった今できた穴とは別に、目の前の光景が、何か違うと思われたのである。それは本当に微び細さいな違い和わ感で、何がおかしいのか、クルァシン本人にも説明できない。

　それが、倒れている人間がひとり減っているせいだと、導神がその事実に気づく直前──彼の頭上に影かげが差した。

（な───）

　直感的に空を仰あおぎ、導神は愕がく然ぜんと目を瞠みはった。──服装はオルワナ人そのもの。背中の翼つばさは模造品だろう。手中に見覚えのある隠おん剣けんを握にぎりしめ、化け粧しようによって巧たくみに印象を操作した顔も、酷こく薄はくな瞳ひとみだけは変えようがなく──

（遠距離射撃の遠隔起動──それすらも、囮だと──！）

　片腕うでに子供を抱かかえて行動を限定されたクルァシンの、その背後の頭上から、もはや逃のがれようのない死神が迫せまる。詰つめ将しよう棋ぎのごとき策略によって培つちかった、千せん載ざい一いち遇ぐうの隙すきを突き──アルマダート工作員イドは、見事、王手飛車取りの一撃を実現した。







「──全員、突とつ撃げき！　……頑がん張ばれ、もう一息だ！」

　号令に応じて、ロケィラの歩兵が一いつ斉せいに突撃する。

　雨あめ霰あられと降り注ぐ矢にも負けじと、彼らが攻せめたてているのは、イシュディロゥの南東に聳そびえる『塔とう』である。ついさっき南の門を破り終えたばかりの部隊が、セレィの命令によってこの『塔』の攻こう略りやくへと回されたのだ。

　重装歩兵隊を組み直している時間はなく、彼らは無茶を承知で、粗そ末まつな盾たてだけを片手に突撃を重ねていた。他ほかの『塔』からの援えん護ごが不可能な角度を選んでいるとはいえ、下階から上階までびっしりと配備された弓手を相手取っては、当然のように損害も大きい。

「怯ひるむなぁ！　ひとたび斬きり込めば、それで我らの勝ちだ！」

　刻々と死傷者の増えていくなかで、それでも兵たちは戦意を喪そう失しつしない。──その勇ゆう猛もうさが、ついに天てん秤びんをロケィラ側がわへ傾かたむけた。戦せん闘とう可能な兵力を半数にまで減らしながらも、ついに『塔とう』に取りついた兵たちが、その扉とびらを打ち破ったのである。

　喚かん声せいを上げて飛び込んでいこうとする兵たちを、隊長が危あやうく押し留とどめた。中にいる人々の扱あつかいについては、セレィから厳命を受けている。有角ユルフイネクの誇ほこりを別にしても、今回ばかりは無む闇やみに殺あやめてしまうわけにはいかない。

　隊長は剣けんを鞘さやに収め、腰こしに手を当てて声を張り上げた。

「聞け、勇ゆう敢かんなるオルワナ市民たちよ！　我々に攻せめ込まれた以上、この塔はもはや陥かん落らくしたも同然だ！　こちらとしても頂上まで殺さつ戮りくして上がるのは忍しのびない！　武器を捨てて投降してはくれまいか！」

　しばし沈ちん黙もくが降りたが、ロケィラの兵たちが靴くつ音おと高く螺ら旋せん階段を上っていくと、それを迎むかえた下の階の者から、順々に弓を落としていった。──案の定と言うべきか。民間人である彼らには、最後のひとりまで戦おうとするほどの気力はない。

　長い階段を上り終え、ついに頂上にあった最後のひとりまでも武装解除を済ませると、隊長はにっこりと笑って拍はく手しゆした。

「恥はずべきことはない！　諸しよ君くんはまことに勇戦された！　まず、その非ひ凡ぼんなる弓の技量を讃たたえさせて欲しい！」

　唐とう突とつに賞賛されて、オルワナ人たちは怪け訝げんそうに表情を曇くもらせる。そんな彼らの肩かたを馴なれ馴れしく叩たたいて回りつつ、隊長はなるべく下の階まで聞こえるよう、大声で告げる。

「有翼種クロトアは空を行く民たみだ！　そんな君たちに、階段をぞろぞろ下っていかせて、地べたで降参させるような真似まねはしたくない！」

　隊長はひとり納なつ得とくしてうんうんと頷うなずき、その指でまっすぐ窓の外を指差した。

「誇り高く飛びたまえ！　思うまま翼つばさをはためかせ、できるだけ長く辺りを滑かつ空くうしてから、宮きゆう殿でんのふもとに降りるのだ！」

　眼下に広がる王都の情景を見下ろして、有翼クロトアの民衆は互たがいに顔を見合わせた。







「──！　セレィ皇おう子じ！」

「飛んだか！」

　とりわけ目のよい者に南東の塔を見張らせていたセレィは、知らせを聞いてすぐさま、その兵に走り寄った。いつでも突とつ撃げきできるよう隊列を整えていた他ほかの兵たちも、それで一いつ斉せいに色めき立つ。

　眼めの上に手で笠かさをさしながら、兵は状じよう況きようを報告する。

「いまひとり……二人……四人。──ああ、下の階からもどんどん飛んでいます！」

「よし──時は満ちた！」

　全員が一いつ斉せいに剣けんを抜ぬき放つ。──ついに、待ち焦こがれた瞬しゆん間かんが訪おとずれたのだ。

「直接に宮きゆう殿でんを攻せめるぞ！　歩兵が先行しろ！　半数は一気に宮殿まで走り、もう半数は急ぎ防ぼう馬ば柵さくを撤てつ去きよ！　騎き兵へいのための道を作るのだ！」

　君主の命を聞き届け、勇ましい声を上げる歩兵が、一丸となって突とつ撃げきしていく。セレィは自分の愛馬に跨またがりつつ、あるいはもう、騎兵は要いらないかもしれんな──と、少しだけ冷静に考えてみた。が、すぐに不ぶ粋すいな思いつきだと封ふう印いんした。

　セレィは首を巡めぐらせ、塔とうから次々に飛び立っては旋せん回かいする有翼種クロトアたちの、その華か麗れいな姿を記き憶おくに焼きつけた。──壮そう観かんというのなら、これほどの光景も他ほかにない。

「……そうだな。彼らが翼つばさをもって空を行くならば、我らも騎馬をもって地を行こう」

　緩ゆるんだ口元をすぐに引き締しめ、セレィは愛馬の手た綱づなを引く。馬は一声嘶いなないて両足を宙に持ち上げ、蹄ひづめが地に着くと同時に、力強く走り出した。







「陛下！　大変です！」

　どうにも落ち着かず、やきもきと両手の指を擦こすり合わせていた女王キュリマイェは、その報告で危あやうく玉座から転がり落ちそうになった。姿勢を正すことも忘れて、彼女は怯おびえた視線を近この衛え兵に向ける。

「な、何事じゃ。申してみよ」

「ロケィラの者どもが、この宮殿に乗り込んできます！」

　女王は軽く失神しかけた。が、脱だつ力りよくした瞬しゆん間かんに後頭部を背もたれにぶつけたため、結局は現実から逃にげ損そこねた。

「な──なぜじゃ！　ちゃんと塔とうに弓手を配備したろう！　時を稼かせぐくらいは容易たやすいと、イドは申しておったではないか！」

「それが、その──いえ、口で説明するより、実際に御ご覧になったほうが早いかと……」

　キュリマイェは震ふるえる膝ひざで立ち上がり、恐おそる恐る正面の大窓へと歩いて寄った。そこから望んだ光景は──ある意味で、いつも彼女が見ているものと同じだった。

「な──なぜじゃ。なぜ、あの者たちは飛んでいる？」

　女王は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。南東の塔からは次々と有翼クロトアの民たみが飛び立ち、宮殿と塔の周囲を旋回して地面へと降りていっている。さらにその下では、防馬柵を撤去し終えたロケィラ軍が、満を持して騎馬隊で攻め込んできていた。

「な──なぜ矢を撃うたぬ！　ああ、宮殿ここに入られてしまうではないか！」

「無理です！　飛んでいる同胞はらからたちが、弓兵の射線に入ってしまうのです！　まして、塔に配備された弓手のほとんどは練度の浅い民間人。味方の合間を縫ぬって撃つような真似まねはとても……！」

　女王はその場に膝をついてくずおれた。──なぜこんなことになったのか、彼女にはまるで分からなかった。つい先日まで、我が国の勝利に疑いなしと勝ち誇ほこっていたのに……。

　ほとんど忘ぼう我がの体ていにある女王の傍そばに寄って、近この衛え兵は低く据すわった声で進言する。

「女王陛下──もはやこれまでです。これより私も迎げい撃げきに加わり、一秒でも長く時を稼かせいできます。その間に、お好きなように、身の振ふり方かたをお決めください」

　近衛兵は懐ふところから液体の入った小瓶びんを取り出し、キュリマイェの手に握にぎらせた。女王はしばらく、ぼんやりとそれを見下ろしていたが──数秒を経て、ようやく自決用の毒薬だと理解し、今さらのように顔色を青ざめさせた。

「い──嫌いやじゃ！　し、死ぬのは、死ぬのは嫌じゃ！」

　兵を振り切り、キュリマイェは当てもなく走り出した。どこかに救いはないかと、血走った視線が室内をさまよい──その隅すみで、我関せずといった面おも持もちで爪つめなど切っている大男の姿を見つけ、恥はじも外聞もなく縋すがりついた。

「お──オルデンダラィム殿どの！　どうか、どうか妾わらわを救ってたもれ！　どうか！　どうか！」

「知らぬ。人の戦いくさはこの国の負けだ。──というか、きさま、何もしておらんだろう」

「薄はく情じようなことを申してくれるな！　知っておるぞ、そなたが本気を出して銛もりを振るえば、今からでもあの蛮ばん人じんどもを追い返せるのであろ！　どうか！　どうかぁ！」

「儂わしは知らーぬ」

　厄やつ介かい払ばらいのでこぴんを額に喰くらって、キュリマイェはまたしても盛大に尻しり餅もちをつく。近衛兵は慌あわてて駆かけ寄ったが、めそめそと泣きじゃくり始めた女王の姿に、最後の気力さえ萎なえていくのを感じた……。







「………ぐ、」

　右腕うでに走った激痛に、クルァシンは堪たまらず声を漏もらした。

　彼の眼下には、仰あお向むけに転がったイドの身体からだがある。……ほとんど直感に任せての行動だったが、迎撃は成功した。ただし──隠おん剣けんに肉を貫つらぬかれてなお、その腕で敵を叩たたき伏ふせるという形で。

「王手飛車取り……してやられた、か」

　前腕に突つき刺ささった刃やいばを引き抜ぬきながら、クルァシンは感かん嘆たんを込めて呟つぶやいた。……イドの隠剣は電磁兵装エレクトリクである。刺した傷口から高圧電流を流し込んで細胞組織を死し滅めつさせる、単純かつ強力な武装だ。今回の場合、突き刺さってから使い手を打ち伏ふせるまで、時間差はほとんどなかったはずだが──それでも導神の右腕は強きよう烈れつに焼かれていた。

（利きき腕をやられたか……。いや、まだ死んではいない）

　拳こぶしを開け閉めしながら、クルァシンはわずかに残った感かん触しよくを確かめる。そこでふと思い出して、左腕に抱だいた子供を降ろしてやった。少年は怯おびえた瞳ひとみで導神を一いち瞥べつし、そのまま一いち目もく散さんに走り去っていった。

　クルァシンは寂さびしげな面おも持もちでそれを見送り、ついでイドを見下ろした。

「性能スペツクの差で摑つかんだ勝利だ。……いや、勝利と呼ぶのもおこがましいか。あんたたちの目的は果たされているのだから」

　クルァシンは吐はき捨てた。……後にオルデンダラィムが控ひかえている以上、ヴェル・グルンとしては、手傷を負わせられれば上等である。その目もく論ろ見み通り、導神は確実な不利を背負わされたのだ。

「二重三重の策略、まったく大したものだ。……やり方は最悪だったが」

「…………」

「……憂うさ晴ばらしのようで悪いが、ここで再起不能になってもらうぞ。正直なところ、どんな新あら手てが来るにしても、もう二度とあんたとは闘たたかいたくない」

　重い口調でそう言って、クルァシンはゆっくりとイドに歩み寄る。変わらず冷れい淡たんな視線でそれを見返し、アルマダート工作員は唐とう突とつに口を開いた。

「この界くにの民たみを守ることに、意味があるのか、ＭＰメタフイジツクス」

　クルァシンの動きが止まる。魂たましいの基き軸じくを揺ゆすぶるように、イドはなおも畳たたみ掛かける。

「エナ・ガゼここの連中が、発展界人われわれに比べて少しでも上等だと言えるか。戦争、差別、迫はく害がい、盲もう信しん──そのどれかひとつでも、発展界にあって、ここには無いものがあるのか」

「…………」

「ここの連中は、過日の我々と同じだ。開かい拓たくと侵しん略りやく、繁はん栄えいと飽ほう和わ、戦乱と金かね繰ぐり。……永い歴史を、そんなことばかりに明け暮れて──きっといつか、同じ絶けつ望ろんに辿たどりつく」

　イドは淡たん々たんと告げる。それは導神にも遠く聞き覚えのある台詞せりふ。発展界の人間全すべてに染しみついてしまった、呪のろいのごとき文句。

「人間われわれは──そういうものでしかなかったのだと」

　クルァシンは否定しなかった。それを迷わず示せるのなら、もとより彼に苦く悩のうはない。

　ただ、イドに諦念あきらめがあるように、導神にも言い分があった。

「……人がそういうものではなくなる可能性を、あんたたちはとうに諦あきらめている。しかも、その諦念あきらめを他の界くにの住人にまで押しつける。……たった一人の絶望者が、全員の希望を食い荒あらして回る。そんなことが許されるはずがない」

　クルァシンは語った。絶望と同じくらい無責任な希望を、そうと知りつつも口にした。

「俺は諦めない。星の数ほど世界があるのなら。そのどれかで、我々とは違ちがうやり方を見つけてくれる者が──いつかきっと、現れるはずだ」

　イドははっきりと嘲ちよう笑しようした。予想通りの反応だったので、クルァシンも苛いら立だちはない。

「自分で信じてもいない希望を語って、一体誰を説き伏せられる？」

　見透すかされて当然だ。クルァシンは甘んじて屈くつ辱じよくを受け止め、腕うでを振ふり上げた。

「……そうだな。言葉が届いた例ためしはない。物を言うのは──いつだって、この拳こぶしだった」

　敗北に染まった表情のまま、導神は左の拳を打ち下ろす。──骨の砕くだけるこもった音が、悪あく魔まのしゃがれた嘲ちよう笑しようのように、澄すんだ大気を濁にごらせた。








神話新造









　少しでもロケィラの手勢から距きよ離りを取ろうと、宮きゆう殿でんの最上部である天守の間まで逃にげ上った女王キュリマイェに、セレィが追いついたのは、正午と夕方の半ばほどの頃ころ合あいであった。

「ひぃぃぃっ！」

　女王は纏てん衣いを振ふり乱して逃げ惑まどった。セレィとしても相手を怯おびえさせぬために、己おのれとコリォの他ほかは二人の護衛兵を引き連れるだけなのだが、それも無む駄だな気き遣づかいに終わった。

「女王、怯えなさるな。……何も取って食いはせぬ」

　不戦の意思を示すように、セレィは護衛の兵に剣けんを預け、身一つで女王のもとに歩み寄った。それでも警けい戒かいしてまともに取り合わない女王に代わって、ひとり残っていた近この衛えの兵士が、セレィの前にひざまずく。

「……畏おそれながら。ロケィラ皇おうセレィ・メル・ロケィラ様とお見受けします」

「ロケィラ皇子だ。今はまだ、な」

「これはとんだご無礼を。……王宮近衛兵長のレモィズ・タンタァクと申します。本来ならばご尊顔を拝することも叶かなわぬ卑いやしき身でありますが、女王は気が気であらぬ様子ゆえ、どうかご容よう赦しやを」

「許す。女王の意を代弁せよ、レモィズ近この衛え兵長」

　僭せん越えつながら、とレモィズは先に置く。セレィを見上げる両の瞳ひとみには、揺ゆるぎない忠義の光が宿っていた。

「……有角ユルフイネクの民たみは、戦場において勇ゆう猛もうなるばかりでなく、敗者へ接する時も潔けつ癖ぺきな志を失わぬ、まことに稀け有うな民族でありましょう。つきましては、どうか敗軍の兵士と、全すべての民間人に対して、寛かん大だいな取り計らいを願います」

　レモィズの要求に、セレィは眉まゆ根ねを寄せて返事をやらなかった。それで機き嫌げんを損そこねたものと判断して、レモィズは唾つばをごくりと飲み下し、腰こしから抜ぬいた刀を自分の首に押し当てる。

「……過ぎた求めでありました。お許しください。この素っ首ひとつで、どれほどのものが贖あがなえるか分かりませぬが──どうか今の言葉、お耳に留とどめおきくだされば幸い」

「……レモィズ兵長」

「そして、叶かなうことならば！」

　他を遮さえぎって、レモィズは叫さけぶ。それを果たすことが、近衛兵長たる自分に課せられた最後の使命であるというように──全ぜん霊れいを込めて敵将へ請せい願がんする。

「そこにあって身を震ふるわせる、我らが君主の助命を──この一命を賭かけて、請こい願いまする……！」

　レモィズは固く瞼まぶたを閉ざし、押し当てた刀に力を込めた。が、それが鮮せん血けつを噴ふき出させる一いつ瞬しゆん前──レモィズに駆かけ寄ったセレィは迷わず手を伸のばし、素す手でで刀身そのものを摑つかみ取っていた。

「な───」

　切れた掌てのひらから滲にじみ出る血の滴しずくを、しばし啞あ然ぜんと眺ながめて、レモィズは言葉を失う。

「……近衛兵長。そなたは勘かん違ちがいをしておるようだな」

　やれやれと嘆たん息そくしながら、セレィは穏おだやかな口調で説く。

「私は別に、そなたらを滅ほろぼしに来たわけではない。むしろ逆だ──礼を言いに来たのだ」

　セレィは後ろを振ふり返り、そこに立ち尽つくすコリォを手招きした。深く羽織った外がい套とうの隙すき間まから、わずかに翼つばさが見え隠かくれしたため、レモィズは敵意を込めて彼女を睨にらみつける。

「ああ、誤解してくれるな。このコリォは我が軍の捕ほ虜りよだ。一度たりともロケィラに利するような計らいはしていないし、先日などは望んで自害までしようとした忠義者だ。賞賛に値あたいすることこそあれ、誹そしりを受けるような謂いわれはひとつもない」

　弁護を受けて、コリォは気き恥はずかしそうに顔を俯うつむかせる。そんな彼女の頭を左手でくしゃくしゃと撫なでてやって、セレィは弾はずむ声で続けた。

「女王陛下も、どうか怯おびえずに聞いてくれ。──この娘むすめを、こんなにも立派に育ててくれたオルワナという国に、私は礼が言いたいのだ」

　そう言われても、場の誰だれひとりとして、セレィの意図が摑つかめない。コリォは説明を求める視線で皇おう子じを見やり、セレィは慈いつくしむ眼まな差ざしをコリォに返した。

「──御ご母ぼ堂どうは息そく災さいか、コリォ・サリマニュィ。父がいつも気にかけていたぞ」

「……え？」

　言いつつ、セレィは胸きよう甲こうの留め金に指を掛かけた。……人前でこれを外すのは、父が亡なくなって以来だなと、そんなことを小声で呟つぶやきつつ。

「初めて会った時に、すぐに分かった。──お前の眼めは、私と同じだ」

　金具が解ほどけた刹せつ那な──内側がわに押し込められていたものが、背中から一いつ斉せいに溢あふれ出す。

　それは艶つやを帯びて白く。長らく押し込められていたせいか、全体に小さく不格好で、だが豊かな羽毛を蓄たくわえた、疑いようもない、八枚の翼つばさ持つ神の末まつ裔えいたる証あかし──。

「我が名はセレィ・メル・ロケィラ。──有角種ユルフイネクの皇おうギォロラと、有翼種クロトアの女じよ傑けつルティマ・サリマニュィとの間に生を受けた、派は境ざかいの申し子なり！」

　額に真白き一角つのを。背中に真白き翼つばさを。

　二つの証あかしを一身に有する女は、どこまでも誇ほこり高く、その生まれを明かした。




　……初めに女として生を受け、次に皇子として育てられながら、しかし皇位継けい承しよう権は最下位。そんな奇き妙みような生おい立たちの理由が、いま、白日のもとに晒さらされる。
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　前ぜん皇おうギォロラと有翼種クロトアルティマ・サリマニュィの馴なれ初そめは、伝え聞く通りならば、大変に奇妙なものだったという。まだ前皇の若かりし頃ころ、ナバザ峡きよう谷こくに砦とりでを建てる権利を巡めぐり、両国は衝しよう突とつと小こ競ぜり合あいを繰くり返していた。やがてギォロラが交こう渉しようのため直じき々じきに現地に赴おもむくが、そのあまりの傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度に立腹したオルワナの兵士があった。それがルティマ・サリマニュィだ。

　女に歯向かわれるという経験のなかったギォロラにとって、それは大層衝しよう撃げき的な出来事だったらしい。彼は皇おう都とに帰ってから、しばらく物も食べずに自室で寝ね込み、やがて窶やつれ果てた顔つきで出てきてオルワナに親書を書いた。「──先だっての会談で、余に見事な啖たん呵かを切ってくれた、あのオルワナきっての女じよ傑けつを、我が宮きゆう殿でんに招待したい。もう一度会ってこの手で打ち負かさぬことには、腹立たしくて夜も眠ねむれぬ」──内容はこんなものだったらしい。

　仮にも一国の君主から直々の招待である。一兵卒にすぎないルティマに断れたはずもなく、彼女は単身で飄ひよう々ひようと皇都ビンナスクへやって来た。ギォロラは怒いかりやら喜びやらでごった煮……の心情だったが、とりあえず礼を尽つくしてルティマを迎むかえた。彼女もいたく温泉が気に入ったらしく、上機き嫌げんで逗とう留りゆうを受け入れた。

　ギォロラは様々な角度からルティマに挑いどみかかったが、互たがいの得意分野が馬と弓だったので、そのうち馬に乗って的を射る流鏑馬やぶさめが主な勝負種目となった。

　結果はギォロラの連戦連敗だった。もともと身体からだを動かすこと全ぜん般ぱんにおいて器用だったルティマは、経験のない騎き馬ば術にもすぐに慣れ親しんでしまったのだ。ギォロラはいよいよ面めん目ぼくを潰つぶされて怒いかり狂くるった。彼は夜よ毎ごとに弓を持ち出しては的と向き合い、手の皮が破れて血が滲にじむまで稽けい古こを続けた。

　そんな、単純だが一いち途ずな彼の性格に──ルティマも感じ入るところがあったのだろうか。ある夜、彼女は飽あきもせず弓と格かく闘とうするギォロラに背後から忍しのび寄り、その手にそっと、自分の手を重ねて置いた。

　──まるで駄だ目めですね。そんなやり方では、一生かけても的には当たりませんよ。

　ギォロラは仰ぎよう天てんして振ふり向き、かと思えば癇かん癪しやくを起こして、ならばお前が教えろ、と弓をルティマに押しつけた。ルティマは苦笑して頷うなずいた。

　──ええ、私もそうしようと思っていたところです。何しろこのままでは、私は永遠に祖国へ帰れそうにないので──

　そうして、ふたりは夜毎の逢おう瀬せを重ねるようになった。……その時間はきっと、ふたりが自分の額と背中に何があるかを忘れてしまうくらい、かけがえのないものだったのだろう。

　だが、蜜みつ月げつも長くは続かない。もともと緊きん張ちよう状態の続いていた二国は、ふたりの間に女児が産まれてすぐ、次なる戦争の時代に突とつ入にゆうしてしまったのだ。こうなってしまっては、いつまでも客分としてロケィラに留とどまるわけにもいかず、ルティマは帰国を申し出るしかなかった。

　もちろんギォロラは彼女を引き留めようとしたが、ルティマにとって気がかりだったのは、むしろ子供のことだった。奇き運うんにも有角ユルフイネクと有翼クロトア、その両方の特とく徴ちようを生まれ持ってしまった愛まな娘むすめは、今は事情を知るわずかな者たちの手によってひっそりと育てられている。どちらの国に住まうにせよ、一角つのを折るか、翼つばさをもぐか──目を覆おおうような残ざん酷こくな処置に訴うつたえねばならないと、ルティマが嘆なげいたところ、ギォロラは断固として首を横に振ふった。

　──余に任せろ。一角つのも翼つばさも残したまま、この子を皇おう族ぞくとして育ててみせる。

　安やす請うけ合あいだったのかも知れないが、結果としてギォロラが取れる手段はひとつきりだった。皇族として育てるにしても、いずれ嫁よめに出さねばならない皇おう女じよは無理だ。だとすれば皇おう子じとして育てるしかない。女であることはすぐにばれるだろうが、ギォロラはむしろそれを公然の秘密として活用した。目に見えるところに問題があれば、誰だれもそのさらに奥に、より以上の問題があるとは勘かん繰ぐらないだろう。

　当然、そんな如何いかがわしい皇子が間ま違ちがっても皇位に就つくことがあってはならないから、皇位継承権は年ねん齢れいに関係なく最下位ということになる。……そこまでして皇族に留とどめなくとも、いっそ翼を切り落として俗界に落とした方が、本人は幸さち多い人生を歩めそうなものだが──そこはギォロラの意地だったらしい。

　彼は、生まれてきた娘が一角つのと翼つばさの両方を有していると知った時、喜びのあまり涙なみだを流したという。──証明のように感じたのだろう。ルティマと自分の愛情が、ひとりの子供として結実したことへの。




「お──お姉、さま？」

　目の前の現実が信じられず、コリォは目を丸くしてセレィに呼びかける。

「少し違うぞ。お兄さま、と呼べ」

　セレィは柔やわらかく咎とがめた。久ひさ方かたぶりに外気を浴びた翼を、愛いとおしげに撫なでさすりつつ、ぽかんと口を開けたオルワナ女王を見据すえる。

「……今もってなお残るこの翼は、父と母の愛情の証あかし。だが、そればかりでなく──一角つのと翼つばさの両方を有するこの身は、それ自体、二つの種族を結ぶ縁えにしだと信じる」

　セレィは右手を差し出す。刃を握にぎって傷ついたそれを、あえて可能性の証明とする。

「和わ睦ぼくを結ぼう、キュリマイェ女王陛下。──互たがいに多くの血が流れたが。少なくともこの手はまだ、あなたとの握あく手しゆを望んでいる」

　女王はぽかんとした面おも持もちで、差し出されたその手をしばらく見つめた。それを何度も自分の右手と見比べてから、たっぷり数十秒ほども迷って──恐おそる恐る、指と指を重ね合わせた。

「ありがとう。──これで、戦いくさは終わった」

　万感の想おもいを込めて、セレィは晴れやかな面持ちで終わりを告げた。

　空にほど近い天守の間に、いっとき、時が止まったような静せい寂じやくが立ち込め、

「がーっはっはっはっはっは！」

　野太い笑いが、それを無ぶ遠えん慮りよに攫さらった。

「なるほど、なるほど！　そういう落ちがつくか！　あのクルァシンとやらも、中々どうして演出が上手うまい！　がーっはっはっは！」

　いつの間にか階段を上がってきた巨きよ漢かんが、誰だれ憚はばかることなく大笑いしていた。その様子を白けた瞳ひとみで睨にらみつけ、セレィは冷たく言い放つ。

「……そなたが噂うわさの暴神か。呆あきれたぞ。不ぶ粋すいも甚はなはだしい」

「くっはっは！　不粋も愉ゆ快かいも儂わしが決めることよ。だが悪くなかったぞ。前座の余興としては及きゆう第だい点だ」

　オルデンダラィムは大おお股またに歩き出す。事の進展に置き去りにされていたセレィの護衛が、それで慌あわてて彼女の周りを固め直す。彼らはちらちらと君主の背中にあるものを気にしつつも、任務を全まつとうする気き概がいに変わりはないらしい。セレィは感謝を込めて目礼し、彼らから自分の剣けんを受け取った。

　巨体を揺ゆすぶって歩きつつ、暴神は窓のほうに視線をやる。

「さて、人の戦いくさが終わったというのに、そちらの導神は遅おくれているようだな。もしやヴェル・グルンに討うたれてしまったか」

「クルァシンはやって来るぞ。そして必ずやそなたを打ち滅ほろぼす。大人しく待つがいい」

　大人と子供ほどの目線差で対たい峙じしつつ、二人は真っ向から睨にらみ合った。一変して緊きん迫ぱくした場を取り持つように、混乱から回復した女王キュリマイェが、おずおずと言葉を挟はさむ。

「の、のう、オルデンダラィム殿どの。セレィ皇おう子じは和わ睦ぼくを申し出ているのであるし、もはや……そのぅ、そなたが喧けん嘩か腰ごしに出る必要はないのでは？」

　女王が諫いさめても、オルデンダラィムは彼女に視線すらよこさない。業ごうを煮にやした女王がさらに詰つめ寄った。

「も、もう止やめてたもれ！　戦は終わったのじゃ！　これ以上の流血は──、……ッ!?」

　それ以上は言葉にもならなかった。暴神の野太い指が、酒さか瓶びんでもそうするように、女王の身体からだを摑つかんで持ち上げたのだ。

　オルデンダラィムは酷こく薄はくな瞳ひとみで、手の中の卑ひ小しような支配者を一いち瞥べつし、

「貴様は、うるさい」

　軽く一握りしてから、無造作に窓の外へと放ほうった。

「女王──ッ！」

　弾はじけるようにセレィが駆かけた。怪かい力りきによる圧あつ迫ぱくで意識を失った女王は、羽ばたくこともできず真っ逆さまに落ちてゆく。その高さたるや、いかな有翼種クロトアとて、翼なしに生き残れるものではない。

　躊ちゆう躇ちよしている暇いとまはなかった。セレィは後あと先さきなど考えず、窓から身を躍おどらせた。

「おおおおッ！」

　空気を裂さいて落下してゆく。どうにか王女に追いついて身体からだを抱だきとめ、セレィは必死に背中の翼つばさを動かそうと試みたが、幼少の折から隠かくされていた翼は萎なえきっている。二人分の体重など支えられるはずもない。

「く──動け、動けェッ！」

　大地の壁かべが迫せまる。天空の旅も終わりが近い。異変に気づいた地上の兵たちが騒さわぎたてる表情まで、その目で確かく認にんできるようで、セレィは恐きよう怖ふのために歯を食いしばり──

「この──たわけぇッ！」

　それは正まさしく神かみ風かぜのごとく。怒ど濤とうの勢いで宮きゆう殿でんの壁を駆かけ昇のぼってきた紅あかと翠みどりの人ひと影かげが、二人分の身体を、しっかりと受け止めた。

「セレィ、お前は阿あ呆ほうかっ！　それとも落下死という言葉を知らんほど馬ば鹿かなのか！」

　間かん一いつ髪ぱつのところでセレィの窮きゆう地ちを救ったクルァシンは、外がい壁へきの突とつ起き物で巧たくみに落下速度を減げん衰すいしながら、彼女の耳元で怒鳴り散らす。

「ならば丁ちよう度どいい機会だから教えてやる！　それは人が高所から落ちて息絶えることを言うのだ！　無茶とか無む謀ぼうとか無策とか、その辺りも関連づけて憶おぼえておけッ！」

　石いし畳だたみに罅ひびを入れて導神が着地する。落下の衝しよう撃げきは全すべて神が請うけ負い、抱だかれた二人は共に無傷。セレィはしばらく息を止めて導神の顔を見上げていたが、やがて、今さらのように、額に滲にじんだ冷ひや汗あせを拳こぶしで拭ぬぐった。

「──空の旅も悪くないな、導神どの」

「砕くだけて死んで生まれ直せっ！」

　したたかに頭を平手で打たれて、そこでセレィはようやく安あん堵どの溜ため息いきをついた。

「せ、セレィ皇おう子じ……？」

「皇子……その翼は……」

　ほどなく騒さわぎを聞きつけて、ロケィラの兵士たちが集まってくる。そうして、君主の背中に紛まごうことなき翼を認め、彼らは揃そろいも揃って言葉を失い立ち尽つくした。

　来たるべき時の到とう来らいを悟さとって、セレィは厳おごそかに地面へと降り立った。若じやつ干かんふらつく足で、それでも気き丈じように、兵たちへと呼びかける。

「──諸君、よく見て欲しい。これが私の正体だ」

　そう言って、背中の不格好な翼を示す。隠していて済まなかったと、全ぜん霊れいの謝意を込めて頭を下げる。

「だが──一角これもまた、私の魂たましいだ」

　額の真白い一角つのを指差して、セレィは毅き然ぜんと言い切った。……生まれがどうあれ、誇ほこりある有角種ユルフイネクの皇おう族ぞくとして、彼女は恥はじることなく育ってきた。その生き様を否定することなど、他ほかの誰だれにもできはしない。

「皇おう位い継けい承しよう者が私を残すのみとなった時、私は自分の存在に天意を感じた。有角種ユルフイネクでもあり、有翼種クロトアでもある自分に、何か特別な役割があるのではないかと考えた。……そんな時、このクルァシン殿どのが現れた」

　セレィは横目でクルァシンの顔を窺うかがった。導神は少しだけ苦い面おも持もちで、口を挟はさむことなく事の成り行きを見守っていた。

「話を聞いて驚おどろいた。遠くない未来、このエナ・ガゼ全体を標的とした、大規模な侵しん略りやくが始まるというのだ。それを防ぐためには、ロケィラ一国が我がを張っても駄だ目めだという。東方を平定し、他ほかの国々にも対立の愚ぐを説かねばならないと」

　セレィは兵の一人一人に視線を巡めぐらせ、ゆっくりと彼らの意思を問うていく。

「これはおそらく、私にしかできないことだ。二種族の混血であり、両方の証あかしをこの身に有し、なおかつ民たみ草くさを導く立場にある者となると、エナ・ガゼ全土を探しても他にはあるまい。セレィ・メル・ロケィラの存在は、全すべての異種族が和わ睦ぼくしうることの端たん的てきな証……クルァシン殿が私を選んだのは、そういう理由があってのことだ。──そして、見よ。我々は今、神かみ代よの昔から延々と続いてきた、ユルフィネクとクロトァの対立さえ越こえていこうとしている」

　セレィを取り巻く人々が、困こん惑わくした面おも持もちで辺りを見回し始めた。有角ユルフイネクの民は有翼クロトアの民を、有翼の民は有角の民を。彼らはいま初めて、互たがいを単なる怨おん敵てきとしてではなく、対話しうる隣りん人じんとして捉とらえ始めたのだ。

「私は、この大きな試みに、人生を使ってみようと思う。──だが、諸君に無理強じいはしない。私を憎にくむ者、許せぬ者があれば、構うことはない──剣けんもてこの身を斬きり殺せ。長きに渡わたって民を欺あざむいてきた代償つけとして、甘んじて受け止めよう」

　セレィは両手を広げて目を閉ざし、兵たちの選せん択たくに身を委ゆだねた。彼らはしばらく騒そう然ぜんとなっていたが──その中からひとり、裸はだかの上半身に包帯を巻いた士官が、ふらつく足取りで前へ出る。

「クェッタ……」

「報ほう賞しようを賜たまわりたく存じます、皇おう子じ殿でん下か……」

　傷口の疼うずきを、脂あぶら汗あせを流して堪こらえながら、クェッタは不敵に笑って告げる。

「──どうかこの身に。どこまでもお伴ともすることを、お許しください」

　言い切って、クェッタは震ふるえる膝ひざでその場にひざまずいた。それを見た他の兵士たちが、こちらも徐じよ々じよに、各おの々おのの身体からだの硬こう直ちよくを解いていき──ひとり、またひとりと、忠義者の士官に続き、その列へと加わっていった。

「お前たち……」

　セレィは袖そでで眦まなじりを拭ぬぐった。感極きわまって溢あふれ出しかけたものも、ほんの一粒つぶで食い止めて。若き君主はこの瞬しゆん間かん、本当の意味で即位した。

「──わかった。もはや皇子は名乗るまい。

　この身に秘めた全すべてを晒さらし、私はこれより、女じよ皇おうセレィを名乗ることとする！」

　全軍が一いつ斉せいに沸わき上がった。新たな皇おうの誕生、新たな時代の到とう来らいを、その場の全ての人間が肌はだで感じていた。浮き足だった群衆の空気に流されて、さしものクルァシンも涙るい腺せんを緩ゆるめかけた時、

「──上手うまくできた脚きやく本ほんだの、クルァシン」

　大地が揺ゆれた。隕いん石せきのごとく落下してきたオルデンダラィムは、土つち埃ぼこりを払はらいながら端たん的てきな感想を述べた。敵意を込めて睨にらみつけるセレィを脇わきにやって、クルァシンは真っ向から暴神と対たい峙じする。

「脚本だと？　──違ちがうな。俺は手を貸しただけだ。全てはロケィラ兵の働きと、その指導者たるセレィの人格に拠よるものだ」

「そう思い込みたいだけであろ。素す直なおに言え、美談の生産プロデユースがクセになっておると」

　暴神は嘲あざ笑わらう。若い神にはありがちな倒とう錯さくだと、たった一言で導神の努力を一いつ蹴しゆうする。

　クルァシンは憤いきどおりを顔に出さず、いい機会だと、むしろ逆に問い返した。

「──そういう御おん身みにも、俺はずっと聞いてみたかった」

「ふむ？」

「なぜ、御身はアルマダートに与くみしているのだ。御身ほどに古く強大な神であれば、今さら発展界の庇ひ護ごなど必要ないだろう」

　オルデンダラィムは犬歯を剝むき出して笑った。よくぞ聞いてくれたと、答える喜びに身を打ち震ふるわせて。

「儂わしはな──もう一度、最終戦争ラグナロクに出たいのよ」

　クルァシンは数秒ほど理解しかねた。古い知識を掘ほり返して、自信なさげに口を利きく。

「……土俵が間ま違ちがってはいないか？　御身は古代ギリシアの神性だろう。俺の記き憶おくが正しければ、あれは確か北ほく欧おう神話だったと思ったが」

「儂を誰だれだと思っとる。分類など人の裁量よ。地球アースにまつわる神話ならば、儂は大方に関かかわっておる。北欧神話そつちではエーギルが、儂に相当する神性だ」

　クルァシンは息を吞のむ。目に見える暴神の体たい軀くが、また一回り大きくなったようだった。

「あれはまっこと血湧わきき肉躍おどる戦いくさであった。遥はるかな過去を振ふり返ってみても、あれほどまでに強大な神々がぶつかり合った戦争は他ほかにない。……どれだけの年月、いくつの界くにを跨またいで、戦い続けたのか」

　オルデンダラィムは遠い目をして過去を懐なつかしんだ。おそらく、神として若じやく輩はいのクルァシンには想像もできない光景が、その脳裏には広がっているだろう。

　満たされた懐かい古この表情から、一転して憂うれいを滲にじませて、暴神は不満を吐はき捨てる。

「だのに、今は何だというのか。強大な神々は揃そろって自分の世界に引き籠こもり、新しく生まれるひよっ子どもは、半分以上がヴェル・グルンに刈かり尽つくされる。面おも白しろくもなんともない。儂に見合った相手など、ここ千年出会ってはおらん」

「…………」

「初めは発展界アルマダートに反発してみたりもしたがな。最近になって考えを変えた。まだまだ儂わしの領域には及およばぬとはいえ、あれは充じゆう分ぶんにＭＰメタフイジツクスにとって脅きよう威いたりうる存在に成長しておる。しかも、その方向性ベクトルは侵しん略りやく。好都合とはこのことよ。ゆくゆくは、全すべての神々にとって無視できない巨きよ大だいな勢力になってくれるであろ」

　寝ねた子を起こせ、と暴神は嘯うそぶく。発展界アルマダートによって巣すをつつかれれば、いかな神々とて、重い腰こしを起こさずにはいられないだろうと。

「そうして最終戦争ラグナロクは再開する。──戯神ロキ以外、とんと姿を現さぬ一桁けた号ナンバーの連中も、自分の住すみ処かを守るためとあらば、否いや応おうなく戦わねばならんだろうからな」

　恍こう惚こつの表情でオルデンダラィムは呟つぶやく。……その横暴、その無法、余人を顧かえりみるところがいささかもないその在あり方かたに、クルァシンは今こそ、はっきりと敵意を抱いだく。

「……御おん身みはまさしく暴神だ。その理想の実現は、御身以外の誰だれ一人として幸せにすることがない」

　導神の叱しつ責せきを、オルデンダラィムは鼻を鳴らして受け止める。

「予言神リク・サーハを気取るか？　ならば儂わしもひとつ言い当ててやろうぞ、導神クルァシン。──きさまの理想は、それでどれほど多くの人間を救ったとしても、ついにきさま自身を救うことはないだろう」

　もはやこれまでと、互たがいに会話を打ち切る頃ころ合あいは同時だった。──思想が違ちがう。感覚が違う。神格として違いすぎる。この断絶を解消するものは、一方による一方の消去しか有り得ない。

　両神が戦意をぶつけ合い始めると、直感的に危機を察した人々が、その場を遠巻きにし始めた。天を衝つく宮きゆう殿でんの直下に設しつらえられた決戦場。地球アースのそれより紫むらさきがかった夕日が、状じよう況きように相応ふさわしく、石いし畳だたみを神こう々ごうしい色しき彩さいへと染め上げていく。

「セレィ……下がれ」

　最後の気き遣づかいで皇おう女じよを退かせながら、クルァシンはいよいよもって、視界に暴神の他ほかは映らなくなっていくのを感じた。だが、そこで一つだけ気がかりを思い出して──懐ふところから取り出した本を、後ろ手にセレィへ押しつけた。

「預かっていてくれ。……大事なものだ」

　セレィは無言で肯うなずいた。それで完全に気がかりが消えて、クルァシンの関心は、自分と目の前の敵、ただそれだけになる。

「おや、良いい眼めになったな。……観衆は充じゆう分ぶん、地形も上等。舞ぶ台たいは完全に整った。見せ場はここしかないものなぁ、ユンフェイの弟で子し？」

「好きなだけ軽口を叩たたくといい。……それが御身の辞世の句となろうから！」

　運命の導火線に火が点ともる。挑ちよう発はつを真っ向から受け返し、導神は死し闘とうの幕を切って落とした！

「おおおおおッ──！」

　第一歩は震しん脚きやくの打ちつけから。オルデンダラィムの足元、先に暴神自身の落下によって壊こわれた石いし畳だたみの破片が、伝でん播ぱした衝しよう撃げきによって一いつ斉せいに打ち上がる。その落下を待たずして、クルァシンは紅あかと翠みどりの疾風かぜと化す！

「かァッ！」

　三みつ叉またの銛もりが鎌かま首くびをもたげた。いかなる角度から来ようと串くし刺ざしにする──そう驕おごり高ぶったオルデンダラィムの精神は、しかし次の瞬しゆん間かん千々に乱れた。無理もない。標的は銛の一いつ閃せんを跳とんで避さけるや、舞まい上がった石畳の破片を足場に軌き道どうを変えたのだから。

「な──ッ!?」

　極小の浮き島となった破片の間を、クルァシンは重さを忘れたように次々と飛び移った。内力によって体重を相そう殺さいする軽ケイ身シン功コウの奥おう義ぎ。祖武神ユンフェイより学んだ術理の引き出しは、未いまだ底を見せてはいない！

「剋カァッ！」

　暴神がまったく翻ほん弄ろうされたところで、横合いからの崩ほう拳けんがその脇わき腹ばらを抉えぐった。舌打ちして暴神が銛を振ふるえど、もはやそこに敵の姿はなく、次なる衝しよう撃げきがこめかみを打つ。一度接近を許したが最後、互たがいの息いき遣づかいを感じ取れるほどの間合いで、導神は常に敵の視界から逃のがれつつ戦っている！

「かはァ──小こ賢ざかしいわぁッ！」

　隠かくれんぼに付き合う気など毛頭ないと、オルデンダラィムが死角に向けて盲めくら滅めつ法ぽうに銛を振り回す。石畳を抉り、大気を攪かく拌はんしても、肝かん心じんの手て応ごたえはどこにもない。かと思えば次の打だ撃げきが背中を襲おそう。暴神はいよいよ額に血管を浮き上がらせて激げき怒どする。

「蚤のみか虱しらみの類たぐいかきさまはッ！　うっとうしく跳はね回りおってッ！」

　危あやうく銛の切っ先が耳元を掠かすめていき、クルァシンは戦せん慄りつを嚙み殺す。──筋肉の振しん動どうに耳を澄すませることで次撃を先読みする「聴ちよう勁けい」の妙みよう技ぎ。一度の読み違ちがいも許されない極限状じよう況きよう下で、導神の感覚は否いやが応にも研とぎ澄すまされてゆく。

「えええぃッ、煩わずらわしい！　ならばこうだッ！」

　地上では導神の姿を捉とらえきれないと悟さとったオルデンダラィムは、膝ひざに力を込めて大きく跳ちよう躍やくした。どれほど素す早ばやく動き回ろうが、高みから全すべてを見渡わたせばよい。巨きよ軀くの暴神にとって、それは息をする以上に自然な選せん択たくであり、

「いいや、後ろだ」

　その程度の思おも惑わくを先読みできぬほど、この若き神は未み熟じゆくでもない！

「ぬぅぅっ！」

　宮きゆう殿でんの外がい壁へきと暴神そのものを足場に、腕うでだけで振るわれる銛を容易たやすく避さけて、クルァシンは髪かみ留どめで鞭むち打うって返礼を見舞まう。足運びに欠ける分、空中での攻こう防ぼうは地上に比べて遥はるかに読みやすい。いっときの有利を得た状じよう況きよう下で、しかしクルァシンは刻々と重くなっていく右腕うでの動きに、もはや目前に迫せまった限界を痛感する。

（全力で打ち込めるのは、次の一いち撃げきが最初で最後になる──）

　激痛を嚙かみ殺し、導神は肚はらを括くくった。──ならば、その一撃で勝負を決するのみ！

　絶空の舞ぶ踏とうが始まった。地上に降りて戦い直すなどという殊しゆ勝しようさがオルデンダラィムにあるはずもなく、彼は怒いかり狂くるう心情のまま、当たるはずのない攻撃を繰くり返す。導神はそれを化か勁けいによって受け流し、かつ一部を己おのれの力として蓄たくわえてゆく。纏てん身しんによって蛇へびのごとく巨きよ体たいの上を行き交かい、敵の身体からだを絡からめ縛いましめ──ついには毒どく牙がを打ち込むべく、その機を推おし量る。

（───ここだッ！）

　ひときわ大きい空から振ぶりの直後、いっとき完全な無防備を曝さらしたオルデンダラィムに、クルァシンは満を持して毒牙を突つき立てる。戦い始めから巧たくみに重ねて打っていた六か所の経けい穴けつに、決め手の一いつ指し拳けんをめり込ませ──刹せつ那な、暴神の全身が、彫ちよう像ぞうのごとく硬こう直ちよくした。

「な──んだッ──!?」

　まったく命令を受け付けなくなった自分の身体を、オルデンダラィムは理解できない面おも持もちで見下ろすしかない。導神が突いた経穴は、その全すべてが気を滞とどこおらせて麻ま痺ひを引き起こさせるもの。千金をもってしても買うことのできない数秒間の行動不能が、いま最大の好機となって導神に訪おとずれる！

「破ハァッ！」

　ところが意外にも、クルァシンは真下からオルデンダラィムを掌しよう底ていで打ち上げるや、自分はその反動で地上に降り立ってしまった。そうして群衆と一いつ緒しよになって、彼が空を仰あおげば──動かない身体をもてあました暴神が、遥はるかな高みから、ようやく落下を始めている。

「………コォォォォォォ…………」

　その間、導神は深く息を吸い込み、体内に莫ばく大だいな気を練り上げていく。およそ実戦では不可能なほど長く、その戦歴において前例なきほどに巨おおきく。肉の一片すら残さず敵を滅めつ却きやくするため、クルァシンは身に収めた術理の全てを凝ぎよう縮しゆくする。

　震しん脚きやくが大地に突き立ち、その中核はらわたまで届く衝しよう撃げきに星が慄おののいた。盤ばん石じやくの構えに身を置きながら、導神は思い返す──関節の捻ひねりによる纏てん糸し勁けいの力、重力加速度による沈ちん墜つい勁けいの力、化勁によって蓄たくわえた敵の力、練気によって練り上げた己おのれの力。──それら全てを大地に反射させて、一本の拳こぶしにまとめ上げる。

　祖武神ユンフェイの曰いわく。──其それが即すなわち、立りつ地ち通つう天てんの理ことわりと！

「覇ハァァァァァアアアアアッ！！！」

　着弾はもはや爆ばく発はつに等しかった。暴神の巨きよ軀くを迎むかえて突き上げた拳は、それが成じよう就じゆするや否いなや、絶大な衝しよう撃げき波はを巻き起こして周囲の石畳を搔かっ攫さらったのだ。

　群衆の誰だれ一人として、事の経過を漏もらさず見届けた者はいない。襲おそってきた風圧に身を縮めて耐たえるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。数秒の間を置いて、彼らはようよう薄うす目めを開けて状じよう況きようを検あらため──土つち煙ぼこりの晴れていく視界の中に、ただひとつ残った紅あかと翠みどりの人ひと影かげを認めて、一いつ斉せいに歓よろこびの声を上げた。

「か──勝った！　導神さまが、敵の神を打ち滅ほろぼしたぞぉーっ！」

　口々に賞賛を叫さけびながら、ロケィラの兵たちが導神のもとへと駆かけ寄っていく。彼らによる勝利の抱ほう擁ようを、しかしクルァシンは厳しく突つき放して拒こばみ、

「まだだ……！　──下がれ、お前たちッ！」

　絶望の滲にじんだ表情で、人ひと垣がきの向こう側がわ、のっそりと起き上がる巨きよ体たいを見つめた。

「ふむ──こりゃ効いたの」

　オルデンダラィムは首を何度か鳴らし、群衆が割れてできた道を、悠ゆう然ぜんと闊かつ歩ぽして戻もどってきた。途と中ちゆう、口に溜たまった血を軽く吐はき出したが、晴れやかな表情に負傷の影えい響きようは見て取れない。

「やるだけやったという感じか。ユンフェイも喜んでいるだろて。……いや、しかし、地を舐なめたのは本当に久しぶりだの」

　戦っている時の剣けん幕まくが噓うそのように、暴神は無む邪じや気きな面おも持もちでクルァシンの健けん闘とうを喜んだ。どう見ても瘦やせ我が慢まんとは思えないその雰ふん囲い気きに、導神は背筋が底冷えするのを感じる。

（……右腕うでが、完全に逝いった）

　その事実を気け取どられぬよう半身に構えるくらいしか、もはやクルァシンにはするべきことが思いつかない。はっきりと万策尽つきた──あの一いち撃げきが通じないというのなら、もはや導神の身には何一つ残されていない。

　どうしようもなく消しよう沈ちんしながら、導神はオルデンダラィムの顔を見上げて、そこで反射的に身体からだを強こわ張ばらせた。暴神の瞳ひとみが、妖あやしげな紫むらさき色に輝かがやいていたのである。

「──呆ぼうっとしてはいかんなぁ、クルァシン。儂わしが誰だれだか忘れたのか？　名にし負う海神ポセイダオンだぞ。ちょっと長く睨んだだけで、石にくらいはしてやれる」

　しまった、と思った時はもう遅おそく、クルァシンの両足首から下は完全に石化していた。導神は己おのれの不注意に脱だつ力りよくした。──何ということだ。『オデュッセイア』で船を丸ごと石にして沈しずめてのけた、かの海神の異能を忘れていたとは！

「それできさまも動けまい？　まぁ、さっきのお返しだ。──次は儂の番だからな」

　宣言して、オルデンダラィムは銛もりの尻しりで大地を打つ。ほどなく地中から地鳴りのごとき音が轟とどろき始め、クルァシンの四方から水柱が噴ふき出した。

「ぐ、う──ッ？」

　激流が意志持つかのごとく導神に襲おそいかかる。強きよう烈れつな水圧に全身を圧あつ搾さくされて、クルァシンは残った上半身のあらゆる挙動さえも奪うばわれる。

「海でないから油断したかの？　甘い甘い、ポセイダオンは水脈の神でもある。もはやここも儂わしの土俵よ」

　そう言ったオルデンダラィムが天を仰あおいだ途と端たん、にわかに夕日がその輝かがやきを落とした。さもあらん──不吉な轟とどろきを纏まとった雷らい雲うんが、急速に頭上を覆おおっていく。

「来たか──我が眷けん属ぞく」

　そうして暴神は跳とび上がった。三さん叉さの銛もりを高々と空に翳かざし、それすら支配下にある雷雲のもと、威い厳げんに満ちた声で呼びかける。

「とくと見よ！　稲いな妻ずまは我が身を装よそおう天上の金糸！　この手に握るは、其そを編み上げるための大いなる針！」

　雷いかずちが落ちる。主神ゼウスの兄たる海神は、弟に勝まさるとも劣らぬ稲妻を銛に受けた後、弓のようにその身体からだを反そり返らせ──渾こん身しんの投とう擲てきを実行する。

「劈つんざけ、三叉の銛トライデントオオオ！」

　総身に雷らい光こうを帯び、それは満を持して迸ほとばしった。空を焦こがして迫せまり来たる、無む慈じ悲ひで圧あつ倒とう的な脅きよう威いを前にして、クルァシンは死の恐きよう怖ふすら忘れ──ただ呆ぼう然ぜんと、その輝かがやきに魅み入いられるほかなかった。







　一いち撃げきで、一いつ切さいが終わっていた。

　飛ひ沫まつが散っていた。水柱は群衆の衣服を濡ぬらして弾はじけ飛び、限度を知らず溢あふれ出すことを止やめて、粛しゆく々しゆくと地中へ還かえっていく。

　地上を沈しずめていた水みず嵩かさが減っていくのに従って、倒たおれ伏ふしたクルァシンの身体もまた、白日のもとに晒さらされていく。石と化した両足首から下は折れ砕くだけ、銛の切っ先が掠かすめたのであろう脇わき腹ばらからは腸はらわたが覗のぞき、見る者を魅み了りようせずにはいなかった長ちよう髪はつも、髪かみ留どめを失って砂塗まみれで散り乱れている。

「ふむ──やるの。直ちよく撃げきを避さけたか」

　地に降り立った暴神が、変わり果てた導神の姿を悠ゆう然ぜんと見下ろす。……クルァシンはもとより、周りを囲む群衆まで、誰だれも声を発することができない。

　まさしく圧巻の一言。ひとたび本性を現したオルデンダラィムの猛もう攻こうは、導神に反撃の余地を一度も与あたえなかった。余人は認めるほかなかった──ものが違う。クルァシンがどれほどに秘ひ奥おうを尽つくそうと、そもそも神性としての格付けが違ちがいすぎるのだと。

「だが限界か？　残念だの。両足を捨てた判断は褒ほめてやりたいところだったが」

　呟つぶやきつつ、オルデンダラィムは軽い足取りでクルァシンに寄っていく。……いたぶり殺した虫を木の枝でつつく子供のように、銛の切っ先を導神に近付ける。

「──んん？」

　そこで暴神が眉まゆをしかめる。──切っ先と導神との間。盾たてというには余りに小さな身体が、それでも毅き然ぜんと立ち塞ふさがっていた。

「どけぃ、小こ娘むすめ」

　銛もりを喉のど元もとに突つきつけるオルデンダラィムの威い嚇かくにも、小こ柄がらな有角の少女──メリェは、首を横に振ふって断る。いかにも面めん倒どう臭くさげに表情を陰かげらせて、暴神は後頭部をかきむしる。

「……あのなぁ、小娘。勘かん違ちがいするなよ。その男は正面きって儂わしと戦い、そして健けん闘とう空むなしく敗れたのだ。それを庇かばうは恥はじの上うわ塗ぬりよ。さっさと引導を渡わたしてやるのが、気の利きいた戦士の礼というもの」

「わたし、殿方おのこの理り屈くつはわかりません」

　にっこり笑って答えたメリェに、暴神はいささか面食らう。不敵とも大だい胆たんとも形容しがたい何かが、穏おだやかな面おも持もちの奥に根ざしている。

「導神さまに恥がいくつ重なっても、そんなもの、わたしにはちっとも見えません。おみ足を癒いやして、お腹なかを閉じて、御お髪ぐしを結ゆい直して。それですっかり元の導神さまです」

「ふん、そうであろうよ。きさまらとしてはまだまだ、その男をこき使い足りんのだからな。自分の世界が滅ほろびようという時に、恥も外聞も気にしてはおれんか」

「わたしは導神さまに、何も求めません」

　メリェは迷いなく言い切った。彼女はその場にゆっくりと屈かがみ込み、血と土に塗まみれたクルァシンの顔を、愛いとおしげに指で撫なぜる。
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「わたしが導神さまをお慕したいすることに、なぜやどうしてはないのです。使命とか責務とか、そういうものとも違ちがいます。ただ──当り前なのです」

　少女が訥とつ々とつと告げるのは、決意でもなければ意地でもない。ただ、自分はかくあるのだと、その事実を述べているだけ。

「息をするより自然に、わたしは導神さまの傍そばにおります。世界を救ってくださろうと、くださるまいと同じことです。わたしは頭がよくないから、難しいことは考えられません」

「…………」

「御お髪ぐしを直し、御身体からだを清め、身の回りのお世話をいたします。母神メリェノスが全すべての子神を等しく寵ちよう愛あいなさったのは、ご自身が母であったからでしょう。それと同じように、わたしはメリェだから導神さまをお慕いします。母神のご尊名の半分をお借かりしているのは、そういう愛し方ができるからなのだと思うのです」

「──メリェ、よく言った」

　さらに別の影かげが割って入った。凜り々りしき女じよ皇おうはメリェの前に仁に王おう立だちで塞ふさがり、不退転の覚かく悟ごを持って、真っ向からオルデンダラィムと向かい合う。

「……きさまもか。せっかく戦いくさに勝って拾った命だろうに、ここでもう捨てる気か？」

「そうだな。他ほかのことならいざ知らず、ここに至って惜おしむつもりはない。──この男には、すでに三度に渡わたって、命を救われているのだから」

　セレィは吹ふっ切れた面おも持もちで言い切った。苛いら立だたしげに舌打ちした暴神のこめかみに、今度はまた、別角度から飛んできた矢が命中する。

「──姉さまと、導神さまから、離はなれろ」

　コリォだった。引き絞しぼられた弓の弦つるが小刻みに震ふるえていた。セレィは穏おだやかに微笑わらう。──そう。彼女もまた、クルァシンによって今こん生じように留とどめられた人間のひとりだ。

　暴神はくつくつと喉のどを鳴らした。もはや面めん倒どうを通り越こして愉ゆ快かい極きわまりないというように、悦えつに入いった視線でクルァシンを見下ろす。

「罪深い神だのう、きさまは。己おのれの死に当たって、三人の健けな気げな乙女おとめを人ひと柱ばしらに欲するかよ」

「──人柱だと？　ほざくな」

　セレィは怒いかりの形ぎよう相そうで暴神を咎とがめた。傲ごう慢まんな勘かん違いを正すために、彼女は厳おごそかな声で真実を告げる。

「よく聞け下げ郎ろう。クルァシンは我が唯ゆい一いつにして無二の友神とも。──なればこそ、この命を賭かけるに如しくはないのだ！」

　宣言し、セレィが玉散る刃やいばを腰こし元もとから抜ぬき放つ。──それと時を同じくして、周囲を取り囲んでいた兵たちも、一いつ斉せいに各おの々おのの武器を手に取った。

　オルデンダラィムは笑みをいっそう深くした。怒いかりと愉ゆ悦えつの絡からみ合う狂きよう貌ぼうで、彼は今にも牙きばを剝むかんとする人ひと垣がきを、一通り眺ながめて終える。

「──よかろ、よかろッ！　ならば来るがいい雑ぞう兵ひようども！　全員残らずここで朽くち果て、その亡なき骸がらの山をもって、縋すがった導神の墓標と成すがよいわッ！」

　銛もりを握にぎる手に力がこもる。凄せい惨さんなる虐ぎやく殺さつの幕が上がろうとした、まさにその寸前のところで──ぐちゃりと濡ぬれた音が、場に響ひびき渡わたった。

「──クルァ、シン？」

　首だけで後ろを振ふり向いて、セレィは咄とつ嗟さに言葉を失った。

　無くなった足で。先せん端たんから肉と骨の覗のぞく足で。およそ立つ機能など残しているはずもないその足で──導神は、それでも立ち上がろうともがいている。

　しかしながら、一見して明らかなことがあった。……瞳ひとみには意志がなく、瞼まぶたは眠ねむたげに半ばまで閉ざされ。瀕ひん死しの身体からだをなお突つき動かすのは、彼自身の精神力ではない。

　見る者は戸と惑まどう。ではなぜ、それは動くのか？　何がそれを動かしているのか？

「……なんだ、それは」

　暴神は凝ぎよう然ぜんと両眼めを見開いた。紫むらさきの瞳がたちまち嫌けん悪おに染まっていく。

「それが──そんなものが、きさまをＭＰメタフイジツクスたらしめている呪のろいだというのか」

　汚けがらわしいものでも見たというように、オルデンダラィムは吐はき捨てた。……会話に応ずる余地などあろう筈はずもなく、直立が叶かなわないと知るや、それは這はいずって敵へと向かう。地面に血の跡あとを引き、身体中を土と砂に塗まみれさせて。

「クルァシン、もういい！　もう、いい……！」

　見かねたセレィが肩かたを摑つかんでも、それはまったく頓とん着ちやくせずに先を急ぐ。……そこでふと、セレィはかすかな異音を聞き届け、同時に目を剝むいた。──なぜ気づかなかったのか？　金属が擦こすれ合うようなその音は、今までもずっと導神の周囲から、絶えることなく響き続けていたではないか！

「くそったれめ、儂にまで鎖が見えてきよった。……天上から伸のび来きたりて身体を縛いましめ動かす、それはきさまが認める死者の権利か？　きさまが殺したもの、救えなかったものは、みな等しく、きさま自身を突き動かす権利者になると。──それがきさまという神の死生観か」

　理解できぬ、というように暴神は表情を歪ゆがめた。……然しかり。その在あり方かたこそ、導神自らが規定して己おのが身を委ゆだねた、彼を責め苛さいなむ永遠の煉れん獄ごくであった。
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「──でっけぇ話になったもんだなァ、シンよ」

　タクシーの後部座席で手て持もち無ぶ沙さ汰たに足をぶらつかせ、テラトーは呟つぶやく。その隣となりで演説の原げん稿こうを読み通しつつ、シンは淡たん泊ぱくに応じた。

「本ほん懐かいと思えよ、テラトー。なにしろ起点は君の持ってきた映像なんだ」

　違ちがいないと笑って、テラトーは座席に身体からだを預ける。そうして閉ざされた両の眼めは──眠ねむたげというよりは、瞼まぶたの裏に、いつかの記き憶おくを思い描えがいているようだ。

　──シンがアリーシアと交流を絶ってから二年と数カ月。それは同時に、彼が旗はた揚あげした後進界保全組織、ＮＭＰノー・モア・プロスペリテイーの発足後年月を表す数字でもあった。

　テラトーの持ち帰った映像がネットワーク上にばら撒まかれてからというもの、世論の動きは沸ふつ騰とうの一語だった。──不都合な真実を包み隠かくしたまま、地球の民じぶんたちに侵しん略りやくの片かた棒ぼうを担かつがせようとした。アルマダートのやり方をそう解かい釈しやくした人々は、こぞって植民界政策への非難を始めたのである。

　それが無む秩ちつ序じよな反発とならず、明確な思想として世間に定着したのには、世辞を抜ぬきにしてもシンたちの活かつ躍やくが大きいだろう。彼らはネット上に例の映像が流れるや否いなや、後進界への政治的不ふ干かん渉しようを唱となえる一派をミルトダイン大学内で結成し、その運動にあたって余計な軋あつ轢れきや面めん倒どうが伴ともなわないよう、インフラの整備を始めたのだ。内容は次の通りである。




　・当団体は、発はつ展てん界かいの植民界主義コロニアリズム政策に対して、消極的な反対を唱えることを主な目的とする。その具体的な手段としては、今後の植民界政策へ対しての地球アースの不関かん与よを主張すること、また植民界政策を含ふくまない優すぐれた社会モデルの提示などが挙げられ、武力行使テロリズムなどの直接的なアプローチはその一いつ切さいを認めない。

　・当団体は、前ぜん項こうに反しない限り、現状の植民界政策に反対するどのような個人・団体をも受け入れる。

　・当団体に営利目的はなく、活動に必要な資金の調達にあたっては、その都度有志による献けん金きんを募つのるものとする。

　・当団体は便べん宜ぎ上の本部をミルトダイン大学内のサークルに置くが、それは会員たちの意見を集積してまとめるというほか、いかなる権利も有さない。発起人である奄おお倉くら信しんにしても同様であり、全体の意思を代弁する広告塔とうというほか、全すべての権限は他ほかの会員たちと平等である。




　この動きに、すぐさま国内外のリベラルな大学生たちが呼応した。ネット上と現実とを問わず、あらゆる場所で積極的な意見の交こう換かんが始まり、アルマダートの影えい響きよう下で地球アースという界くにが現実的にどうあるべきなのか、地球全土を巻き込んでの真しん剣けんな討とう論ろんが再燃した。……そしてそれこそが、シンがＮＭＰノー・モア・プロスペリテイーの創設にあたって望んだことだった。

「アルマダートという界くには、一見して僕らに好意的だったし、色々と進んだ技術をもたらしてもくれた。……実際には圧あつ倒とう的な立場の差があるわけだが、別に奴ど隷れいめいてこき使われるのでもないから、唯い々い諾だく々だくと追従することに僕ら自身が慣れてしまった。それじゃ駄だ目めなんだ」

　シンは言う。まずは自分たちが何をやっているのか、それを直視するべきだと。

「僕らは人間だ。そして人間とは自決する精神のことだ。……限られた条件下で、それでも未来に向けて投とう企きしなければならない。明日の僕たちが、今日より少しでも善よく在あるように」

「実存主義か？　またえらい古典を持ち出してきたなァ」

「そうでもない。これはずっとあった宗教だよ。自由意志による選せん択たくというものは本質的に幻げん想そうだが、それを知りつつも全力で否定するところに、人間存在の尊さがある」

　テラトーはしばし押し黙だまった。瞼まぶたの隙すき間まからシンを窺うかがい、ぽつりと問う。

「人は自決する精神か。じゃあ──神は、どうなんだ？」

「今言ったことを前提に定義づけるのなら、神は定められた精神だ。……かくあれと崇あがめ奉たてまつられた結果、自分の精神すら道具に貶おとしめてしまうほど、ある概がい念ねんに囚とらわれてしまった存在のことだろう」

　そうはなりたくない、とシンは小さく呟つぶやいた。テラトーは低く嘲あざ笑わらう。

「理想の奴ど隷れい、ってわけか」

「そうだな。でもきっと、理想だけでは人は神になれない。その領域に至った者があるとすれば──それはむしろ、理想へと至る過程で犠牲になったものこそが、その存在を神たらしめる鎖くさりなんだろう」

　テラトーは嘲ちよう笑しようを収めた。硬こう質しつになった声こわ色いろで、ぼそりと言う。

「つまりは、罪シンか」

「そう、罪シンだ」

　二人は順じゆん繰ぐりに呟いた。……なんだか暗い話になったが、とシンは軽く続ける。

「要するにだよ。過大な責任が一人に集中するようなことがあると、そういう悲劇が起こってしまうという話さ。だからこそ、僕はＮＭＰノー・モア・プロスペリテイーの代表者なんだ。責任者でもなければ主導者でもない。その上、理想となる指標も極きわめて曖昧フアジイに据すえ置いた。リスクマネージメントはばっちりさ」

　そんなことよりも、とシンは話題を変える。車内に立ちこめた陰いん鬱うつな空気を払ふつ拭しよくするように、弾はずんだ声で朗ろう報ほうを口にする。

「今日の集会が楽しみじゃないか。実物のＭＰメタフイジツクスにお目にかかるのは初めてだ」

「あァ、呼べたのは運が良かった」

　二人は口々に幸運を喜んだ。──いま彼らが向かっている集会には、驚おどろくべきことに、ゲストとしてＭＰメタフイジツクスが呼ばれることになっているのだ。

「今回のように、発展界から生まれてくるＭＰメタフイジツクスの中には、僕らと志を同じくする者が少なからずいるはずだ。……彼らの協力を得ることができれば、この運動は、必ずや地球アースという規模を超こえて広がっていくだろう」

　そう言ってから、シンはふと空っぽの助手席に視線をやり、寂さびしげに表情を陰かげらせた。







　途と中ちゆう何度か予想外の渋じゆう滞たいに巻き込まれつつ、二人がどうにか到とう着ちやくした頃ころには、すでに会場は満員御おん礼れいの有あり様さまだった。普ふ段だんに倍する集まりの良さに、シンは今さらながら、ＭＰメタフイジツクスのネームバリューがいかに大きいかを実感する。

「しかし、まずいな。もう開会三分前じゃないか！」

　一声かけてテラトーと別れ、シンはゲストの控ひかえ室しつへと走った。開会前に挨あい拶さつくらいは済ませねば、呼んだ側ホストとしての礼を失してしまう。

　だが不運にも、シンが控え室に飛び込んだ時には、すでに当人はホールへ向かってしまった後だった。シンは肩かたを落として踵きびすを返すしかなかった。シン自身にも司会進行の役回りがある。謝罪と挨拶は後に回すしかない。

　シンが駆かけ足あしでホールに飛び込むと、八百人余りを収容するはずの中には、なんと立ち見の姿まで散見されていた。彼は喜びと羞しゆう恥ちをいちどきに覚えつつ、どうにか人の間を縫ぬって壇だん上じようへと上る。

「──皆みなさん、今日はよく集まってくれました。ＮＭＰノー・モア・プロスペリテイーの主しゆ催さいする講演会、今日は特別なゲストを迎むかえまして、ここに開会を宣言したいと思います」

　荒あらい息を整え、シンはマイクを握にぎって流りゆう暢ちように開式の辞を述べた。ちらりと横を窺うかがうと、設営スタッフが両手で頭上に○を作っていたので、彼は小さく頷うなずいて司会を進める。

「まずは、今日の主しゆ賓ひんであられる、ＭＰメタフイジツクスの方からお言葉をいただきます──」

　簡単にゲストの経歴を紹しよう介かいして、シンはいよいよ本人を壇上に迎え入れる。

　靴くつ音おとも高く現れたのは──大おお方かたの会員の予想に反して、細ほそ面おもての若い男性だった。人の一生を数倍した年月は生きているはずだが、見た目だけなら二十代の前半……下手をすれば十代にすら見える。

　ただし、そういった若々しい印象を裏切る部分が、男性にはふたつほどあった。ひとつは、妙みようにすれて老成した感じを受ける切れ長の目つき。もうひとつが、足元までを覆おおうサーコートの下から聴きこえてくる、鉄と鉄が軋きしり合うような錆さびついた音である。

「まず──君たちの勇気と賢けん明めいさに、敬意を表したい」

　男性は、よく響ひびくテノールの声でそう切り出した。千にも及およぼうという会員の視線を一身に受けても、いっこうに緊きん張ちようした様子はない。

「アルマダートの影えい響きよう下にあって、植民界主義コロニアリズムに異を唱となえるということは、非常に勇気の要いることだ。また、その代わりになる社会モデルを新しく構築しようという試みも、大変に立派だ。残念ながらアルマダートでは、そういった後植民界主義的ポストコロニアルな思想は、ずいぶん前から下火になっている」

　間近で聴きながら、シンは理由もなく焦しよう燥そうを覚えた。自分に向けられた弓矢の弦つるが徐じよ々じよに引き絞しぼられていくのを見るような、それは一秒ごとに嵩かさを増していく不安の感情だった。

　自分の情動に説明がつけられず、シンが困こん惑わくしていたところで、不意に、ホール全体に響ひびき渡わたる重い音があった。音源の方向に向かって、観衆が一いつ斉せいに振ふり向けば──正面の扉とびらを両手で押し開け、荒あれた息をつく青せい髪はつの女が、そこに必死の形ぎよう相そうで立っていた。

（──アリーシア!?）

　遠目にも見間ま違ちがいようのないその姿に、シンの心は千々に乱れる。アリーシアはどれほどの距きよ離りを走ってきたのか、何度も咳せき込んでから、ようやく顔を上げて前を見つめ、

「──諸君、ここから逃にげろ！　これは見せしめだっ！」

　場の全員が理解に苦しむ内容を叫さけんだ瞬しゆん間かん──壇だん上じようにあったＭＰメタフイジツクスが、すぅと瞼まぶたを閉ざす。

「次に──君たちの平和呆ぼけした考え方に、はっきりと失望を示したい」

　男はそう言って、壇上で一歩前に出た。すると──サーコートを前で留めていたボタンが、ひとつ、またひとつと、内側からの圧迫によって弾はじけていく。

「……不ふ可か侵しん政策だとか、後植民界主義ポストコロニアリズムだとか──何を夢見るのも勝手だが」

　そうして最後に、男は手た向むけの言葉を口にする。よく通る声はそのままに、口調だけを地に戻もどして。

「そんな、発展界アルマダートの連中が何より嫌きらう戯ざれ言ごとを、好き勝手に喋しやべるだけ喋っておいて──本当に、言うだけならタダだと思っていたのか？」

　瞬しゆん間かん──男の内臓はらわたから、鉄くろがねの地じ獄ごくが溢あふれ出た。

　前列にあった者たちは一瞬で攫さらわれた。巨きよ大だいな蜘蛛くもの脚あしにも似た数十本の何かが、軋きしみを上げてホールの前部分を埋うめ尽つくしていた。それは一本一本に無数の関節を持ち、滑なめらかな動作でもって、散らばった人肉を内側がわに搔かき込んだ。そうして数秒後、歯車が肉を押し潰つぶすような異音が響ひびき出し──それが咀嚼しているのだと気づいた者が、初めに金かな切きり声ごえを上げた。

　虐ぎやく殺さつは極きわめて緩かん慢まんであり、それはつまり拷ごう問もんを兼かねた食事だった。まずは鉄の節せつ足そくが縦じゆう横おう無む尽じんに伸のびて、出入り口の全すべてを塞ふさぎ、そこから包み込むように囲いを狭せばめていった。端はしのほうにあった人間から鉄の津つ波なみに吞のまれ、まもなく生きながらにしてぐちゃぐちゃと咀そ嚼しやくされた。それは削さく岩がん機に巻き込まれるのにも似て、人を人として尊重する気が微み塵じんもない殺し方だった。

「あ…………あ……、」

　壇上にあったシンは、ひとり難を逃のがれて、その光景を呆ぼう然ぜんと見つめた。……それは彼の想像の埒らち外がいにある地じ獄ごくの見せ物だった。そこには死体すら無かった。ただ、誰だれのものとも知れず散らばった、食い残しの肉片があるだけなのだ。

　やがて、最後のひとりを咀嚼し終えると、鉄くろがねの地獄は現れた時と同じ速さでＭＰメタフイジツクスのコートのなかへと戻っていった。……後には夥おびただしい血けつ痕こんと、わずかな爪つめや髪かみの毛、そして肉片が残されるだけ。

「ああ、そうだった。──奄おお倉くら信しん、手テ前メエに届けものだ」

　男が思い出したようにそう言うと、コートの合わせ目から何かが零こぼれ落ちる。そうして足元まで転がってきた、二つの歪いびつな塊かたまりを見つめて──シンは完全に息を止める。

「親不孝な息子むすこを持ったな、その二人は」

　ＭＰメタフイジツクスは吐はき捨てた。──奄おお倉くら冬ふゆ火ひと、喜き一いち郎ろう。シンにとってあまりに見覚えのある両親の、その首から上だけが、虚うつろな眼めを晒さらして横たわっていた。

「シン君っ！」

　血溜だまりを突つっ切って、こちらはホールの外で危あやうく難を逃のがれたアリーシアが、シンのもとに走り寄った。すぐに転がった生なま首くびを見つけて、目を剝むいて口元を押さえる。

「ヤストターカスの馬ば鹿か娘むすめか。邪じや魔まだ、退どいてろ」

　片手でアリーシアを突き飛ばし、ＭＰメタフイジツクスはシンに近寄るや胸むな倉ぐらを摑つかみ上げた。

「胸むな糞くそ悪い。手テ前メエのせいで胃がもたれるまで腐ふ肉にくを喰くわされた。……歴史にポッと出てきては、口から反吐へどみてぇな理想をぶちまける、手前みたいな輩やからが一番手に負えねぇ」

「あ……ぁ……」

「植民界主義コロニアリズムを揺ゆるがすような動きに対して、アルマダートがどれだけ神経質だか知らなかったのか？　あの連中はな、他ほかのことはさておき、これだけは譲ゆずらねぇんだよ。……ソフト面から消極的に攻せめてみたところで意味がねぇ。あいつらは気が遠くなるほどの長い時間をかけて、植民界主義の克こく服ふくを完全に諦めたんだ。今さら、手前ごときに覆くつがえせるわけがねぇんだよッ！」

　口こう角かく泡あわを飛ばして、ＭＰメタフイジツクスはシンに怒ど鳴なりつける。シンは何を言い返すこともできない。できるはずが、ない。

「あのクソみてぇな映像を流したのは手前だろう？　事後の行動がスムーズすぎたからな。おめでとうよ、その時点から手前は見事にアルマダートのブラックリスト入りさ。その家族郎ろう党とうから友人に至るまで、全部丸ごと含ふくめてなッ！」

「あ……あぁ……っ……！」

「分かるかよッ！　手前がもう少し大人しい人間だったなら、この場の誰も挽き肉ミンチになっちゃいねぇんだッ！」

　ひときわ強く突き飛ばされて、シンは力なく床ゆかに腰こしを落とした。……ここに来てようやく、シンはこの惨さん劇げきに関して自分の負うところの重さを思い知った。──責任は分散した？　代表者だから問題はない？　何という戯ざれ言ごとか。事の全すべては、自分があの映像を公開したことから始まったのではないか！

　舌打ちするＭＰメタフイジツクスの視線が、シンを放置して、今度はアリーシアを捉とらえる。

「手前の責任も大きいぞ、ヤストターカスの馬鹿娘。親父おやじの会社と奄おお倉くらエンタープライズとの繫つながりを盾たてにとって、この馬鹿野や郎ろうをずいぶんと庇かばったな。早いうちに始末しときゃ、こいつ一人の首が飛ぶだけで済んだかもしれないのによ」

　アリーシアは唇くちびるを嚙かんで立ち尽つくした。ＭＰメタフイジツクスは苛いら々いらと靴を地面に打ちつける。

「そうして事が大きくなっちまえば、最後に尻しり拭ぬぐいに駆かり出されるのは、オレみてぇな子こ飼がいのＭＰメタフイジツクスだ。まったくとんだゲスト様だぜ。……なぁ、手テ前メエらは、いったいオレに何を喋しやべって欲しかったんだ？　自由か？　友愛か？　平等か？　──糞くそくらえ。そんなもの、オレの方が見てみたいくらいだッ！」

　ＭＰメタフイジツクスは叫んだ。その声は嘆なげきにも似て、空っぽのホールに虚むなしく響ひびき渡わたった。

　……それでようやく気が済んだのか。落ち着きを取り戻もどした表情で、ＭＰメタフイジツクスはさて、と呟つぶやく。

「まぁ、ヤストターカスの馬鹿娘、手前がここに来たのは都合がいい。──アルマダートの決定を告げるぞ」

　二人を同時に見据すえて、ＭＰメタフイジツクスは厳おごそかに告げる。

「どちらかが死んで屍を晒し、どちらかが生きて恥を晒せ」

　その言葉に、シンはむしろ救われた心持ちがした。──ああ、それなら選せん択たくの余地はない。余計なことを考える前に死んでしまえ。彼女のためならば名分が立つ。これが最後の逃にげ道みちだ。ここで死ねなければ、自分は本当に、その身に余る責任を背負い込んだ人ではないモノに──

　大きく咳せき込む音があった。シンがハッとして振ふり向けば、口を両手で押さえたアリーシアが、その指の隙すき間まから、尋じん常じようではない量の血液を零こぼしていた。

「アリーシアっ!?」

　シンは飛び上がって彼女に駆かけ寄る。ＭＰメタフイジツクスはアリーシアの様子を見て、いかにも不快そうに眉まゆ根ねを寄せる。

「……意味性の崩壊ゲシユタルト・ブレイク。馬ば鹿か娘むすめ、手前──地球物理への適応期間を待たずに帰ってきたな」

　アリーシアは答えず、続けざまの吐と血けつをその代わりとした。まもなく膝ひざから崩くずれ落ちた彼女を見届けて、ＭＰメタフイジツクスはあっけなく身を翻ひるがえす。

「消去法で決定だな。奄おお倉くら信しん──手テ前メエが生いき恥はじを晒さらせ」

　死よりも恐おそろしい生を言い渡わたして、ＭＰメタフイジツクスはその場から去っていった。……残されたシンは、全身をわなわなと震ふるわせながら、抱だきとめたアリーシアの蒼そう白はくな顔を見下ろす。

「すま……ない、シン君……」

「──馬鹿な。何を、何を謝って──」

　シンは何を口にするべきか分からない。感謝か、叱しつ責せきか、恨うらみ事ごとか。そのどれもが正しい気がしたし、どれを言う資格もないようにも思えた。

　アリーシアは震える手でシンの頰ほおを撫なでて、うわ言のように繰くり返す。

「すまない……、私は君の、助けになりたかったのに──これでは、呪のろいにしか、ならない……」

　三度目の吐血。女に残された時間が刻一刻と目減りしていく。……掌てのひらから零れ落ちていく砂を見るような絶望感に駆かられて、シンは無意味と知ってなお、抱き締しめる力を強くする。

「なぁ……シン君……。あれはまだ、持っているかい……？」

「え……？」

「憶おぼえているかな……。二年前、別れ際ぎわに渡わたした、あの本さ……」

　言われたことを理解して、シンは首を縦に振ふった。忘れようはずもない。祖英語アーキ・イングリツシユを学び直し、あれから何度読み返したことか、彼自身にも分からないほどだ。

　アリーシアは嬉うれしそうに笑う。無む邪じや気きな少女の面おも影かげを宿して、遠くを見つめる目で、呟つぶやく。

「なぁ……シン君……。人はいつか、誰だれもが、ゲルダル氏のように……異なる世界と親しむことができると、思うかい……？」

　シンは迷わない。今さらになって、それを否定することができようはずもない。

「できるさ……！　できない理由がどこにある！」

「そうかな……。……人間は、それができないように、作られてはいないかな……？」

　シンの喉のどがこわばる。……返事が思いつかないのではなく、それを口にするために必要な覚かく悟ごが、彼の精神では未いまだに精製できないのだ。

「───っ!?」

　刹せつ那な、シンは背後に恐おそるべき気配を感じ、アリーシアを抱だいたまま、首だけでそちらを窺うかがった。……そうして彼は、ついにそれを目にすることになる。死人たちの遺のこした暗くら闇やみから伸のび来たる、千本にも至ろうという鎖の束を。

　毒どく蛇へびの群れのごとく、鎖くさりは次々とシンに襲おそいかかった。腕に絡からみつき、脚あしを縛いましめ、ついには胸むな板いたを穿うがって心までを縛しばり始めた。……そうして、彼は全すべてが変わっていくのを感じた。その人格すら道具に貶おとしめて、最短距きよ離りで目的の成じよう就じゆへと至るため。奄おお倉くら信しんという存在が、死人たちの要求に従い、根底から更新アツプデートされていくのを──別物のように静かになってしまった心境で、彼自身が絶望的に受け止めた。

　人の身では叶かなわない望みのために、人の領域を突とつ破ぱしなければならなかった。必然、その代だい償しように支払はらわれたモノは人としての自由意志。生者の優ゆう越えつ、死者の無力──その両方が彼の中で根本的な逆転を来たす。そう──ここで果てたる者たちは、シンが提唱した理想のために死した殉じゆん教きようの輩ともがら。なればこそ、今後のシンを突つき動かすものは、彼らというシンの罪そのものに他ほかならない。

「……たとえ、そうだったとしても……。造物主を殴なぐり倒たおしてでも、俺が、それをできるようにしてみせる」

　言ってしまった、とシンは思った。だがもう遅おそい。確かな返答を聞き届けたアリーシアは、安あん堵どの溜ため息いきをひとつ吐はいて──ようやく、その全身から力を抜ぬく。

「───あり、が、とう」

　最後に感謝を遺のこして、アリーシアは静かに事切れた。その死しに顔がおはあまりに穏おだやかで、苦く界がいを生き続ける生者には決して浮かべられない表情とさえ思われた。シンの眦まなじりから、名残なごりのように塩水が伝った。彼が彼として彼女のために流すことのできた、それは最後の涙なみだだった。

「……大だい丈じよう夫ぶだ、アリーシア」

　──一個人としての奄倉信と、アリーシア・ヤストターカスはここで死んだ。

「この身は今より、亡もう者じやの鎖くさりに引かれて駆く動どうするだけの奴隷階級シユードラ」

　人ジンの可能性にごりが抜ぬけ落ちて、その罪シンだけが重責タツクスとして残り、それを背負うために神シンが生まれた。

「だから──」

　この神話の序文を刻む、それが、第だい一いち日じつの誕生構文シンタツクスである──

「──死んでしまった君ならば、連れていける」

　怖おぞ気け立つような倒とう錯さくを口にして、シンはじっと女の亡なき骸がらを見下ろした。……ほどなく、彼女の胸の奥から、他のそれとは一線を画して青い鎖が伸のびてきて──シンの精神こころの一番奥底、他ほかの鎖では近寄ることさえ許されなかった領域に、しっかりと巻きついて収まった。
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　鎖に引かれていた導神の腕うでが、その瞬しゆん間かん、はじめて鎖を引き返した。

「ぬ──ッ!?」

　すでにそれが見えてしまっているオルデンダラィムは、だからこそ異変にも真っ先に気がついた。──鎖が、繭まゆを形成していく。傷ついたクルァシンの身体からだが、ずぶずぶと亡者の鎖のなかに埋うまっていく。

　暴神はその光景に驚きよう愕がくした。なぜならば──さっきまではてんで無む秩ちつ序じよに導神を引き回すだけだった鎖の群れが、今や明らかに統一された意志によって動いているからだ。

「え──ええい、奇き怪かいな！　──そこから出てこんかぁッ！」

　背筋を襲おそった寒さむ気けを嚙かみ殺して、暴神は銛もりで繭を一ひと突つきした。その刃は先さきが、鎖の束を半ばほどまで貫つらぬいて止まり、そこから一寸たりとも動かせなくなった。

「ぬぅっ──!?」

「──やれやれ。起き抜けに酷ひどい挨あい拶さつじゃないかい、暴神君」

　この場の誰だれにも聞き覚えのない声が、繭の中から朗ろう々ろうと響ひびき渡わたった。かと思えば、繭それを形作っていた鎖が、一本ずつ解ほどけ始め──その内側がわから、黒みがかって青い髪を有する女が現れる。千切れた足も生え揃そろい、導神とは似て非なる衣い装しように身を包んで、その姿を白日のもとに晒さらす。

「誰──だ。きさまは」

　震ふるえる声でオルデンダラィムが問う。女は艶えん然ぜんと微笑ほほえんで告げる。

「……そうだね。彼をクルァシンと呼ばわるならば──私はやはり、こう名乗ろうか」

　貫カン頭トウ衣イの胸むな元もとが大だい胆たんに開いている。そこから扇せん情じよう的に覗のぞく乳ち房ぶさの谷間に、けれど暴神は、まったく別のものを見ている。──それは、青い鎖だ。他ほかのものとは一線を画し、導神の内なる領域より伸び来たりて、その精神こころそのものと寄り添そった──おそらくは、最大の権利者の証あかし。

「──私は強大なるオオクルァシン。この身は罪の鎖を束ねて振ふるう特権階級。ヒエラルキーの頂点に君くん臨りんして冥めい界かいの亡もう者じやたちを見下ろす、高慢ちきなあばずれ女さ」

　女は大だい胆たん不敵に名乗りを上げて、それを宣戦布告に代えた。──刹せつ那な、今まで本人を縛しばるばかりだった鎖くさりが、一斉に暴神目がけて襲いかかった。

「な───ァ──ぁぁぁああああッ!?」

　抵てい抗こうを試みることさえ暴神には許されなかった。圧あつ倒とう的な力で一いつ瞬しゆんのうちにオルデンダラィムを絡からめ取った亡もう者じやの鎖は、そのまま彼の巨きよ体たいを天空高く釣つり上げてしまったのだ。

「それっ！」

　地上で鎖を握にぎったオオクルァシンは、軽くその腕うでを振ふってのけ、

「うぉああああああッ!?」

　その動きに伴ともなって、空中を振り回されたオルデンダラィムもまた、凄すさまじい勢いで南西の塔とうに激げき突とつする……！

「まだまだ──！」

　瓦が礫れきを散らして巨体が宙を舞まい、今度は南西から北西へと空を突つっ走る。激突の衝しよう撃げきは先の二割増しだ。オルデンダラィムは口からしたたかに吐と血けつし、未いまだに状じよう況きようを理解しきれない面おも持もちで、呆ぼう然ぜんと眼下を見下ろす。

「どうしたんだい、ミスタ・オルンデンダラィム！　音に聞こえた海神ポセイドンの力を見せてくれないと！　それともそんなに磔はりつけが気に入ったかい！」

　鮮あざやかに挑ちよう発はつして、オオクルァシンはくすくすと含ふくみ笑う。女に嘲ちよう笑しようされたと悟さとって、暴神の頭の中で何かが完全にぶち切れる。
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「ぬ───あああああああっっ！！！」

　群衆が度ど肝ぎもを抜ぬかれた。ただでさえ巨きよ大だいだったオルデンダラィムの体たい軀くが、その咆ほう哮こうに合わせて、さらに三倍増しの大きさまで膨ふくれ上がったのだ。もはや塔とうと比ひ較かくの対象になりうるまでに巨大化した暴神を見上げて、オオクルァシンは無む邪じや気きにはしゃぐ。

「おお、大きい大きい。さすがティタン神族を父母に持つ海神だね。こっちの首が痛くなりそうだよ」

「人の脚きやく色しよくした神話など、もはやどうでもいいわッ！」

　一いつ喝かつする。感情が一周して、むしろ冷静さを取り戻もどしたのか、暴神は冷然たる視線でオオクルァシンを見下ろす。

「その髪かみの色……アルマダ人だな。解げせん。なぜきさまのような女が、その身体からだの中に入っているのだ？　それに──なぜ、そこまで強い？」

「私と彼の馴なれ初そめなど、君に話す義理はないと思うんだがね。まぁ、後半くらいは教えてあげようか。私が強いのは単純に、私がこの身体のエネルギー源である亡もう者じやたちの支配階級だからさ」

「ちっとも分からんわ！」

　オオクルァシンは肩かたをすくめ、仕方ないという面おも持もちで語り出す。

「じゃぁ、簡単に言ってしまうとだね、クルァシンは亡者たちの奴隷で、私は独裁者なのだよ。彼は亡者たちの意思を受けて働く者で、私は亡者たちを一元的に支配して働かせる者だ。彼がＭＰメタフイジツクスとして目覚めたあの日以来、今日に至るまで増え続ける、彼のせいで死んだ亡者たち──すなわち彼を突き動かす亡者たち。その力と方向性ベクトルを、私だけが一つの方向に束ねることができるのさ。

　今でこそ導神なんて名乗ってはいるが、彼はもともと先導も扇せん動どうもあからさまには好まない性質でね。ＭＰメタフイジツクスとして成長した今も、亡者たちを上手うまく武力として取りまとめることができないんだ。……ほら、ついさっきまで、この鎖くさりたちはてんでばらばらに動いていただろう？　彼は性根から民主的な男でね。亡者たち一人一人の希望を汲くみ取ろうとするあまり、全体の意志統一を上手くこなせない。普ふ段だんの彼が行使している力は、亡者の総力からすればごく一部だ。それでは打開できない状じよう況きように陥おちいったために、独どく裁さい者しやである私が表に浮かび上がってきたというわけさ。言うなれば主権の逆転だよ」

「──おかしいであろ。その身体の中で、きさまが一般化されることなく人格を保つ、いかにも稀け有うな亡者であることは分かる。だが、発展界の植民界政策に反目するＭＰメタフイジツクスが、どうして発展界アルマダ人を支配階級に置いている？」

「それを話す義理はないと言ったじゃないか。……まぁ、私は支配階級といっても非常勤だからね。滅めつ多たなことで出てきたりはしないんだ。何しろ、私が占しめるのは必要悪の領域だから」

「非常勤？　必要悪……だと？」

「そうさ。強権で支配し、イデオロギーで先導し、そうして束ねた武力をもって外敵を容よう赦しやなく殲せん滅めつする。発展界の精神性とは端たん的てきに言えばそういうものだ。でもね、その侵しん略りやくから後発界を守ろうとするクルァシンも、目的を遂とげる過程では、少なからず同じ行こう為いをしなければならない。だからこそ彼は葛かつ藤とうするんだ。嫌けん悪おしてやまない発展界のやり方を、時には容よう認にんして自ら行わなくては立ちゆかないという矛む盾じゆんにね。認めたくはないが、非常時にはそれが有効な場合もある──非常勤とは、必要悪とはつまりそういうことさ」

　いくぶん自じ嘲ちよう気味にオオクルァシンは呟つぶやき、周囲の鎖くさりを蠢うごめかせて威い嚇かくする。

「私も本来、ここまで好戦的な人格というわけじゃない。でも生あい憎にくと、今の私は典型的なアルマダ人格として機能することを求められている。寛かん容ようもなく慈じ悲ひもなく、敵の流血を悦よろこびとし、高らかに笑いながら君をすり潰つぶすのが、他ほかでもない今の私の仕事というわけさ。

……さぁ、もういいだろう。さっさと来たまえよ暴神君。私は今それなりに機き嫌げんがいい。少しくらいなら遊んであげるぞ？」

「──吹ふいたな、女」

　オルデンダラィムは冷え込んだ声で唸うなる。……この暴神が真の意味で激げき昂こうする時、それは意外にも静かなものだった。だがそれは青い炎ほのおにも似て、その静けさのうちに、絶大な熱量を含ふくんでいる。

　にわかに空が曇くもり出す。暴神の求めに応じて、寄り集まった黒雲から雷いかずちが迸ほとばしり、

「唸うなれェェェェェ……三叉の銛トライデントオオオ！」

　身の丈たけに合わせて長大になった銛もりにそれを纏まとって、暴神が一ひと突つきを繰くり出す！

「おっと！」

　刃は先さきが突き立った地面から雷らい撃げきが迸る。それを跳とんで避さけつつ、危険範はん囲いにあった兵たちをも鎖くさりで絡からめて避ひ難なんさせ、オオクルァシンはこれまた鎖を足場に宙を駆かけ抜ぬける！

「小こ癪しやくなッ！」

　巨きよ大だいな切っ先が空気を裂さいていく。オルデンダラィムが滅めつ多た矢や鱈たらに振ふり回す銛も、オオクルァシンは小しよう軀くを幸いとばかりに鎖に身を引かせてかわした。そのうえ別の鎖が束になって鎚つちを形成し、それをもって暴神の腹を強きよう烈れつに殴なぐりつける……！

「がはァッ……!?」

　オルデンダラィムが身体からだをくの字に折り曲げ、その耳にすかさず鎖が巻きつく。オオクルァシンが腕うでを引くと、巨大な肉にく塊かいが地上に落ちた。──己おのれの耳が切断されたのだと知って、暴神は痛み以上に怒いかりを渦うず巻まかせる！

「ふざ──ける──なァァァァァッ！！！」

　怒いかりの度合に目で見える形で応こたえるように、空は稲いな光びかりで満ち溢あふれ、猛たけり狂くるうオルデンダラィムの体軀がさらに膨ふくれ上がった。それはまさしく神話に聞く巨人族そのもの。──もはや塔とうの高さを頭ひとつ超こえ、宮きゆう殿でんと同列タメを張る身長を獲かく得とくしたオルデンダラィムは、王都イシュディロゥの全すべてを灰かい燼じんに帰すべく、全力で雷らい雲うんに呼びかける。

「我が眷けん属ぞくよ！　この地に滅ほろびをもたらす時が来た！　憚はばからず打ち壊こわせ、人の手が及およぶものをあまねく砂さ塵じんと化せ！　全てを更さら地ちに帰した後、そこで祝しゆく杯はいを上げようぞ──！」

「さすがにやりすぎだよ、それは」

　暴神の耳元でくすりと微笑ほほえみ、オオクルァシンは鎖くさりに命じて巨きよ体たいの全身を縛しばらせた。その数、数万とも数十万ともつかず──宮殿を磔たつ刑けいの柱にして、瞬またたきの間にオルデンダラィムの身体からだが括くくりつけられていく。

「ぐおおおおッ！　亡もう者じやの鎖で、儂わしが縛れるとでも──！」

「縛れるさ。君はすでに亡者の権利を認めているのだからね。──実際のところ、意識を失ってなお動き続けるクルァシンの姿を見て、うすら寒いものを感じたのだろう？　死人にここまでの力があるものかと驚おどろいたのだろう。それが決め手さ。君は無意識のうちに、彼の死生観と深く同調してしまったのさ」

　オオクルァシンの言に偽いつわりはなかった。暴神がいかに力を込めようと、全身を覆おおう鎖はびくともしない。どころか、その間も上からどんどん重なり続け、今やオルデンダラィムの全容は巨大な木乃伊ミイラのごときものとなっていた。

「もう手て遅おくれだよ。君もよく知っていることだろう。──神の戦いは、秩序ルールをごり押した方が勝ちだと」

「ぐおおおおおッ！」

　暴神はそれでもしばらく、諦あきらめ悪く鎖の津つ波なみに抗あらがっていたが──やがて、もはや両の眼めをわずかに鎖の隙すき間まから覗のぞかせるだけとなった頃ころ、何を思ったか、豪ごう快かいな声で笑い出した。

「はは……！　くはは、がーっはっはっは！　──愉ゆ快かいよ愉快、まことに愉快痛快よ！　よもやこのようなところで、きさまのように若い神に縊くびり殺される結果になろうとは！　この慮りよ外がいたるや、この奇き想そう天てん外がいたるや！　悠ゆう久きゆうの生しよう涯がいを終えるに相応ふさわしい幕切れかもしれんの！」

　身勝手な理り屈くつを捏こねて、オルデンダラィムは心から満足げに大笑する。それを穏おだやかな微笑ほほえみで見届けて、オオクルァシンは最後の手た向むけに言葉を投げる。

「然さらばだ、暴神オルデンダラィム。──神とは我エゴなり。そんな、彼とは対極に位置する在あり方かたの君というＭＰメタフイジツクスを──実のところ、少しだけ羨うらやましく思っていたよ」

　声が届いたかどうかは分からない。次の瞬しゆん間かん、暴神を包み込んでいた鎖が一いつ斉せいに引ひき絞しぼられていき──情け容よう赦しやなく、中の膨ふくらみを完全に押し潰つぶしていった。







　完全な決着がもたらされたのだと、一部始終を見守っていた群衆が理解するまでに、それから数分の時を要した。

　軽かろやかな仕草で、オオクルァシンが地上に降りてくる。……暴神の巨きよ体たいは髪かみの毛一本残らず消失し、鎖くさりは天上に引き上げ、死し闘とうを匂におわせるものは、随ずい所しよに残る破は壊かいの跡あとだけになった。

　地に足を着けるや、女神はセレィの目の前まで一直線に歩いてくる。セレィはさすがにどう応対してよいものか戸と惑まどい、結果として無ぶ遠えん慮りよな視線で全身を改められる。

「……少し近いものを感じるなぁ。やはり彼は、この類たぐいの女性と縁えんがあるのか」

「………？」

「いや、こっちの話さ。気にしなくていいよ。──それよりさっき、彼を守ってくれてありがとう」

　いきなり頭を下げられて、セレィは苦笑して首を横に振ふる。

「私に何ができた？　未いまだによく理解できんが、クルァシンを守ったとするならば、それはそなた……だ。ええと……オオクルァシン、で良かったかな」

「好きに呼んで構わないよ。けれど、そうだね──少しだけ、内ない緒しよ話をしようか」

　悪戯いたずらっぽく呟つぶやくと、オオクルァシンはセレィの腕うでを取って軽やかに飛んだ。宮きゆう殿でんの七～八階辺りに窓から飛び込み、そこで二人きりで正面から向き合う。

　女神はしばらく言葉を探したが、結局は大部分を飲み込んでしまったらしい。ひどく端たん的てきに口を切った。

「……彼を、支えてやってくれないか」

　その内容があまりに意外だったので、セレィは思わず目を丸くしてしまう。

「分かってくれ。あれは、頼たよられれば頼られるだけ応こたえてしまう男なんだ。……そのせいで、ときどき潰つぶれそうになる。だから、彼の力が必要になる時ほど、その心を気き遣づかってやって欲しい」

「……承知した。神でなくとも、彼は私の大切な友人だ。無む下げに扱あつかうつもりはない」

　セレィは飾かざり気けなく答えを返し、オオクルァシンはそれを聞いて安心したように唇くちびるを綻ほころばせた。それでも、今まさに地平線に没ぼつしきろうとしている夕日を見て、藍あい色いろの瞳ひとみが憂うれいに揺ゆれる。

「……クルァシンはね。今までに三つ、世界の滅ほろびを見届けている」

「…………」

「皮肉な話さ。だからこそ、私はあんなにも強いのだからね。……でも、私たちは無敵にはほど遠い。考えてもみてくれ。必要悪としての私が表に出るということは、同時にクルァシン自身の神格を否定することにも繫つながる。私の力で窮きゆう地ちを凌しのぐ度たびに、彼は一歩ずつ、自分が憎にくんでやまない発展界アルマダートと同じものに近づいていくことになる。……それは単純に消滅きえることよりも、よほど恐おそろしい緩かん慢まんな死の形と言えるだろうね。ひとたび抜ぬけば、敵と一緒に自身の魂たましいのもっとも貴い部分すら傷つけてしまう……そんなおぞましい諸もろ刃はの剣つるぎの存在を、彼は容易に意識することさえできない。だから私が表に浮かび上がってくるのは、いつも彼の意識が闇やみに沈しずんだ頃ころ合あいなんだ。入れ替かわる条件が難しすぎるんだ。今回はたまたま上手うまくいったけれど──非常勤の私が出る前に、クルァシンが滅やられてしまうことも、充じゆう分ぶんに考えられる」

　我が身に不ふ甲が斐いなさを覚えるあまり、女神は唇くちびるを嚙かみ締しめて俯うつむいた。

「クルァシンは未いまだ若い神だ。それでも祖武神のもとで三十年余りを修行に費やしてきた。見守るだけだった私からしても、その鍛たん錬れんの日々は壮そう絶ぜつの一語に尽つきたよ。……想像してみるといい。平和な島国の一いつ介かいの学生にすぎなかった青年が、神殺しを生なり業わいとするヴェル・グルンと正面から対たい峙じできるまでに功クン夫フーを積み重ねたんだ。気の遠くなる年月を一日一日、薄うす皮かわを張り重ねるように、愚ぐ痴ち一つ漏もらすことなく……。それは人並み外れた意志力の、あるいは狂くるおしいまでの執しゆう念ねんの為なせる業わざだったろうか？　──いいや、違ちがうね。彼は文字通り取り憑つかれていたのさ、他ほかでもない私たちに」

　オオクルァシンは自分の胸に爪つめを立てた。夥おびただしい死人たちの上に君くん臨りんする青い女神は、同時に誰だれよりも強くクルァシンを責せめ苛さいなむ亡もう者じやの女王でもあった。

　なんて呪のろわしい女だろうねと、彼女は自らを強く蔑さげすむ。

「ＭＰメタフイジツクスは己おのれに固有のルールを課かす。クルァシンの場合は死者への責任だ。それは天上から伸のび来たる無数の鎖くさりという形で象しよう徴ちようされ、どんな物理法則フイジツクスよりも厳しく彼の挙動を決定づける。……その在あり方かたは、目が離はなせないほど貴くもあり、眼めを逸そらしたいほどに不ふ憫びんでもある」

　藍あい色いろの瞳ひとみが憂うれいに揺ゆれた。セレィはどう応こたえるべきか分からず、ただ黙だまって先を促うながす。

「話が逸れたね。……そう、世界の滅ほろびについてだった。正確には、文字通り滅びたのは一度きりで、後の二度は植民界化を止められなかったのだけれどね。そこに住まう人間からすれば、ほとんど同じことさ」

　オオクルァシンは唇を嚙む。何もできなかった無力感は、彼女にしても同じことだ。

「でも……その原因の多くが、クルァシンの努力だけでは、どうにもならないことだった」

「…………」

「ヴェル・グルンは諸国に干かん渉しようして内外の戦争を誘ゆう発はつしてきた。……でも、それは逆に言えば、もともと存在している火ひ種だねを利用しているに過ぎない。人は放ほうっておいても争うものだから。……いくら神速で駆かけ回っても、クルァシンの身体からだはひとつしかない。全すべてを見て回るわけにはいかない」

　だから、と女神はセレィの手を握にぎる。神は心の底から、人の皇おうへと懇こん願がんする。

「──アルマダートの脅きよう威いが、これで完全に去ったかは分からないけれど。これからは、君たちが未来を作ってくれ。……エナ・ガゼに住まう全ての民たみのために。そして願わくば、彼の背中を、少しでも軽くするために」

　セレィは力強く頷うなずき、その場に膝ひざをついて、額の一角つのを女神へと差し出した。それに触ふれさせることで、有角ユルフイネクの民は約束の履り行こうを誓せい約やくするのだ。

「……ありがとう、セレィ」

　軽く一角に触ふれて、オオクルァシンは儚はかなげに微笑わらった。そうして身体を翻ひるがえし、セレィに背中を向けて別れを告げる。

「──さようなら、セレィ。これが最後かもしれないし、もしかしたらまた会うことがあるかもしれない。どっちが良いかは──少し難しいところだね」

「…………」

「あと、私が入れ替かわっている時のことは、クルァシンにはあまり話さないでやってくれ。彼にも自覚がないわけじゃないんだが……必要悪という私の性質上、普ふ段だんからはっきり意識するわけにもいかないんだ」

「承知した。だが、その──アリィシアどの」

　驚おどろいた顔で女神が振ふり向く。気き恥はずかしそうに後頭部を搔かいて、セレィは小さな声で告げる。

「……さっきはああ言われたが。機会があれば、そなたとはまた話したいものだ。そなたはきっと、私の知らないクルァシンを、多く知っているのであろう」

「……そうだな。私も心からそう思うよ、セレィ。縁えんがあれば──また、会おう」

　最後にそう言って、オオクルァシンは窓から身を躍おどらせた。紫むらさきの残光のなかに、青あおと紅あかと翠みどりの、鮮あざやかな輝かがやきが融とけて消えていって──それを合図にしたように、夕日は完全に地平線へと没ぼつしていた。







「ええい、さっさと印を押せ！　時間がないと言っているだろうが！」

　セレィがひとり宮きゆう殿でんの階段を下りていくと、地上に着いたところで、押し問答している導神とオルワナ女王キュリマイェに鉢はち合あわせした。クルァシンは同盟を約束する書状を女王に押しつけ、速すみやかな調印を迫せまっているらしい。

「書面に陥かん穽せいなどないと言うのに！　何なら別紙に停戦命令だけでもいいから調印してくれ！　本当に時間がないのだ！　早くしないと、ダラィオンの奴やつが先に皇おう都とを攻せめてしまうだろうが！」

　甚はなはだ強引なやり取りの末、どうにか調印を勝ち取ったクルァシンが、焦あせり顔で書状を持って走り出す。その視線がセレィと合って、彼女は軽くため息をついて話しかける。

「もう行くのか、クルァシン。身体からだは痛まないのか？」

「痛まない筈はずはないが、ここで無理をしないわけにもいくまい。俺はすぐさまビンナスクまで走るから、お前はここで事後処理に専念しろ」

「承知した。……時に導神どの、少しだけ身を屈かがめてくれるか」

「なんだ、この忙いそがしい時に──」

　みなまでは言わせなかった。セレィは無む駄だのない動きで導神の懐ふところに潜もぐり込み、そのまま逞たくましい胴どう体たいに両腕うでを回して、クルァシンの身体をぎゅっと抱だきしめた。

「なっ──!?　ど、どど、どういうつもりで」

「もっと寄りかかれ。遠えん慮りよはするな、小休止と思えばよい」

　静かな、だが有う無むを言わせぬ口調でそう言われて、クルァシンは戸と惑まどいながらも女じよ皇おうに体重を預けていった。導神の息いき遣づかいを耳元に感じながら、セレィは膝ひざに力を込めて彼の身体からだを受け止める。……密度の高い筋肉のせいか、見た目よりも重量めかたはかなりある。それでも、この神の背負った運命の重さに比べれば、なんと軽い身体だろうと──セレィは嘆たん息そくした。

「どうやら、私でも支えくらいにはなれるか。……安心した。約束は守れそうだ」

「……約束？」

　導神が怪け訝げんな声で問うてくるのを、セレィはまぜっかえして誤ご魔ま化かす。

「気にするな。せっかく皇おう子じを辞やめて女皇になったのだから、少しは殿方おのこ好みのやり方で労ねぎらってやろうと思っただけだ。……これからもよろしく頼たのむぞ、我が友神とも」

　最後に唇くちびるをすっと頰ほおに掠かすめさせてから、セレィはクルァシンを解放した。夢覚めやらぬといった面おも持もちで見返してくる導神に、彼女は悪戯いたずらっぽく忠告する。

「……時に導神どの、後ろに気をつけたほうが良いぞ」

　言われてクルァシンが振ふり向く前に、彼の背中に小さな身体が抱だきつく。導神の背中に頰をぐりぐりとすり寄せて、侍じ女じよメリェは触ふれ合いの喜びを全身で嚙かみ締しめていた。

「導神さまぁ～。無事で良かったです～」

「うおお!?　メリェ、わ、分かったから今は離はなれろ！　時間がない！」

　ようやく我に返ったクルァシンは、宥なだめすかして侍女を身体から離はなし、いよいよ走り出そうと膝ひざを撓たわめる。そこにコリォがやって来て、か細い声で何事かを述べる。

[image: ]

「あの……導神さま……この度たびは、本当に……」

「どいつもこいつもしつこいな！　お前が捕ほ虜りよになった偶ぐう然ぜんに関しては、俺が天運を持ってきた覚えはないぞ。──ではな！」

　彼女にみなまで言わせることもなく、クルァシンは土つち埃ぼこりを巻き上げて走り去ってゆく。自害を止めてくれた礼を言おうとしていたコリォは、それで残念そうに顔を俯うつむけたが、その頭をセレィにくしゃくしゃと撫なでられて、幸せそうに表情を緩ゆるめた。

「さて──全すべて、終わったな」

　伝令に行った神に全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せるがゆえに、セレィはあえて先走った表現を使った。もちろん場の誰だれひとりとして、その言葉に眉まゆをひそめる者はない。

　とっぷり日の暮れた街中に、ぽつぽつと民家の灯あかりが点ともり出す。それらの温かな輝かがやきが、紆う余よ曲きよく折せつを経てこの地に返ってきた、かけがえのない平へい穏おんの時間ときを刻み始めた。








後日、皇都にて









「よぅし、てめぇらぁ。──準備はいいかぁ！」

　湯ゆ煙けむり立ち上る皇都ビンナスクを前にして、オルワナ海軍の士気は否いやが応おうにも高まっていた。それも当然のこと。本来ならば数日前に決していて然しかるべき戦いくさが、予想外の乱入で、ここまでお預けにされてしまったのだ。血気盛んな天そら弓ゆみ隊の兵たちは、今か今かと矢を番つがえる瞬しゆん間かんを心待ちにしている。

「敵は小勢だが、矢をケチることはねぇ。……撃うって撃って撃ちまくれ！　他ほかにも略りやく奪だつなんか大推すい奨しようだ。ここまで待たされて苛いら立だちも募つのってるだろ。思う存分暴れてこい！」

　兵たちが翼つばさを振ふり乱して気き炎えんを上げる。……餌えさを抜ぬかれて飢うえた猛もう獣じゆうのように、凶きよう暴ぼう性を剝むき出しにした軍勢の牙きばが、まさに皇都の民たみたちを蹂じゆう躙りんしようとした時──軍と皇都との間に、紅あかと翠みどりの色しき彩さいも鮮あざやかな男が、猛もう烈れつな勢いで駆かけてきて立ちはだかる。

「て、てめぇ──!?」

「──どうにか、間に合った、か」

　クルァシンは荒あらい息をついてダラィオンと向かい合う。オルワナの海将は神経質に辺りを見回し、どこにも伏ふく兵へいがいないことを確かく認にんしてから、ようやく笑えみを取り戻もどして導神を睨にらみつけた。

「そっちからやって来てくれるとはな、見上げた心がけじゃねぇか。泣いて命乞ごいをする時に言わなきゃならねぇ、大事な名前は憶おぼえてるか？」

「憶えているとも。ドラィモン・ゲラ・パニパッパ」

「ダラィオン・ゴラ・ヌクサンカだ！　最後なんか原型も留とどめてないじゃねぇか！」

　威い嚇かくするように開いた両りよう翼よくから、灰色の羽毛がばらばらと落ちた。ダラィオンはすぐさま兵たちに指示してクルァシンを取り囲ませる。天そら弓ゆみ隊まで飛ばせて導神ひとりを天から地から包囲すると、自分は護衛の盾たての後ろに隠かくれて不敵に笑う。

「じきにその口の利きき方も考え直すだろうよ。……くくく、どうやってなぶり殺してやろうか」

　ダラィオンが嗜し虐ぎやく的な妄もう想そうに身悶もだえしている最中、クルァシンは淡たん々たんと懐ふところから書状を取り出して両手で広げた。ごほんと喉のどを鳴らすと、よく通る声でその内容を読み始める。

「──オルワナ女王キュリマイェ・セトントラ・オルワナが、ロケィラ女じよう皇おうセレィ・メル・ロケィラと盟約す。この終戦をもって、ロケィラとオルワナは、同盟国として敬い助け合うことを互たがいに固く誓ちかう」

　顔で笑みを形作ったまま、ダラィオンの時間が止まった。かと思えば、猛もう烈れつな勢いで導神に走り寄り、その手から書状をひったくって中身を検あらため始める。

「こ……こここ、こんな、こんな馬ば鹿かな……！」

「おいこら。女王陛下が直じき々じきに調印された書状だぞ、大事に扱あつかえ」

　冷静な声で窘たしなめられても、ダラィオンはひたすら書状が偽ぎ造ぞうである可能性を探さぐった。しかし、右下に押された印いん璽じが、明らかにオルワナ王室のそれであることは疑う余地がなく、ダラィオンは嫌いやな寒気が身体からだを這はい上がって来るのを感じた。

「こ、こんなもの……！」

　両手に力を込めて、ダラィオンは一いつ瞬しゆん本当に破ってしまおうかと考えた。──オルワナ軍の主戦力はほぼ全すべてがここにあるのだ。ここでビンナスクを制圧し、拠きよ点てんを置いてダラィオンが王者として君くん臨りんすれば、もはや女王陛下ですら恐おそれることは……。

「どうした。女王陛下の決定に不満でもあるのか、ダラィオン？」

　嫌いやらしく顔を覗のぞき込んで、クルァシンはそんなことを言う。ダラィオンは激げき昂こうして手に力を込めかけ、しかし、導神の瞳ひとみが無言で語るところに危あやうく思い至る。

　ダラィオンは思い知る。……確かに、ここで勅ちよく命めいを無視してビンナスクを制圧すれば、いっときダラィオンは一国の頂点に君くん臨りんできるかもしれない。だが、それは君主への裏切りによる汚けがれた勝利だ。東方民族は主従の誇ほこりを何よりも敬う。ダラィオンが不義の王として名乗りを上げるのならば、オルワナに残った戦力は、ダマカスカ、ギリェ・イゼンの協力をも得て、本気でダラィオンを打ち果たしにかかるだろう。そうなった時に孤こ軍ぐん奮ふん闘とうを続ける自信は、正直なところダラィオンにはない。……第一、女王陛下を裏切ると言って、配下の兵たちが付いてきてくれるかどうか……？

　──どのみち賢かしこい選せん択たくとはいえない。そのくらいは分かるよなぁ、ダラィオン……？

　言葉にはせず、だが確実にそう言われていることを悟さとって、ダラィオンはついに力なく腰こしを落とした。心配して寄ってきた兵たちにも返事を返さず、ただ恨うらみがましい視線で、クルァシンを見上げるだけ。

「……なぁ。ひとつだけ、尋たずねてもいいか」

「なんだ？」

「この戦いくさ──俺があの時命を惜おしまなければ、簡単に勝てていたものだったか……？」

　導神はすぐに答えなかった。すぐさま身を翻ひるがえして、さてな──と背中で語り、

「今さら考えても詮せん無ないことだ。──もはや我々は、同胞はらからとなったのだから」

　厳おごそかな声でそう告げて、あとは二房ふさの下さげ髪がみを揺ゆらして去っていくだけ。その堂々たる後ろ姿に──ダラィオン生まれて初めて、完かん璧ぺきな敗北の味というものを思い知ったのだった。





（了）









　あとがき




　あとがきを先に読む方も最後に読む方も、まずは初めまして、宇う野の朴ぼく人とです。この度たびは本作「神と奴ど隷れいの誕生構文シンタツクス」を手に取っていただき、ありがとうございます。

　こうして電でん撃げき文庫からデビュー作を出せている現在は、浪ろう人にん時代の私が思い描えがいていた未来図の中でも、もっとも実現可能性が低い部類にあった最良の未来です。それはつまり、まだ夢オチということもあり得ますから、油断はできないということです。毎朝がスリリングですよ。

　……さて、早くも話題がなくなりました。どうやって残りのページを埋うめましょうか。

　そうだ、八はつ極きよく拳けんの話をしましょう。

　八極拳は素す晴ばらしい格かく闘とう技ぎです。劣れつ勢せいを覆くつがえしたり、体格差を覆したり、物理法則を覆すのにうってつけの武道です。小学生から神父さんまで使い手を選びませんし、きちんと極きめれば二の打ちは要いりません。

　そもそも私と八極拳の出会いは数年前、ヤングアニマル誌上で連れん載さいしていた柴しば田たヨクサル先生の「エアマスター」に登場する八極拳士、ジョンス・リーとの出会いでもありました。「発はつ勁けい」というファンタスティックな単語を知ったのもこの時です。それからというもの、私は寝ねても覚めても八極拳のことしか考えられなくなり、真の八極拳士を探して、夜な夜な街をうろつきまわるようになりました。一日につき千本の震しん脚きやくを日課とし、下しも北きたの「ヤンキー狩がり」と恐おそれられたのも、今となってはいい思い出です。

　しかし今現在、八極拳は謂いわれのない誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようの的にされることも多いようです。Ｋ─１に出場したりして強さを実証していないせいかもしれませんが、それもやむを得ぬことでしょう。達人として名高いかの李り書しよ文ぶんは、牽けん制せい打だの一いち撃げきで人を殺あやめたと言われています。それほどに危険な武道なのです。もし、あなたがアパートやマンションの二階より上に住んでいるのなら、八極拳の危険性についてはすぐに実感することができます。私がかつてそうしたように、一日につき千本の震脚を日課としてごらんなさい。翌日には必ずや階下の住人が、鬼おにのごとき形ぎよう相そうであなたの部屋を訪おとずれることでしょう。そればかりは八極拳で対処してはいけません。

　八極拳の話はこれくらいにするとして、私の執しつ筆ぴつ生活を支えてくれた諸兄に、ここで感謝を示すことにしましょう。〆しめ切きり前に三日連続で泊とまり込んでも文句ひとつ言わず、上がった原げん稿こうの最初の読者になってくれたＭ君。お腹なかが減ったと言えばパスタを茹ゆでてくれたＴ君。部を辞やめた後も麻マー雀ジヤンに誘さそってくれた大学の先せん輩ぱい方。折につけ様々なアドバイスをくださった担当編集の藤ふじ原わらさんと三み木きさん。原げん稿こうのアンリミテッドな誤字・誤用を徹てつ底てい的に修正してくださった校こう閲えつの方。その他、出版作業に関かかわってくださった全すべての方々。

　そして何より、この本を手に取ってくださったあなたに、最大の感謝を。


宇野朴人









[image: ]







宇う野の朴ぼく人と

１９８８年生まれの北海道出身。弘前大学在学中。本作「神と奴隷の誕生構文」にてデビュー。ジャンルを問わずの乱読派だが、執筆速度が上がった代償に読書量が減ったのが悩み。首尾よく印税が入ったら、世界の何処かにあるという回らない寿司屋に行く予定。
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イラスト／きくらげ

最近、カップスープにはまっています。
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